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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『ギフトゲーム名〝Minotaur　the throne　in　labyrinth〟


参加者一覧：[image: 逆]さか[image: 廻]まき[image: 十][image: 六][image: 夜]いざよい。




・参加資格①：太陽の主権（赤道・黄道不問）を一つ以上所持している。

・参加資格②：太陽神直系の血けつ縁えんである。或あるいは太陽に纏まつわる功績がある。



　※注意事じ項こう※


・此方こちらの太陽主権予選ゲームはアナウンス無しに中断する可能性があります。これは全すべての予選に該がい当とうする注意事項なので予あらかじめご了りよう承しようください。




勝利条件①：〝迷めい宮きゆうの怪かい物ぶつ〟の討とう伐ばつ。

勝利条件②：ラブリュスの迷路を解き明かし、全ての牛頭を破は壊かいせよ。




宣せん誓せい：上記のゲームが公正に開かい催さいされている事を太陽主権戦争運営委員会は保証します。




第二次太陽主権戦争　進行役　〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟』





　満天の星空の下───人一人居ない、無人の迷宮。

　迷宮の中心にある玉座の間に、笑いを嚙かみ殺すかのような少女の声が響ひびいている。羊皮紙で造られた〝契約書類ギアスロール〟を読んでいた少女は、クスクスと笑いながらその文面を読み流していた。一体何がおかしいのかはわからないが、この〝契約書類〟の文面は彼女の笑いのツボを的確に押さえてしまったらしい。

　一ひと頻しきり笑って、笑いが収まると、またその文面を見てクスクスと笑い始める。

　同じネタでこう何度も何度も笑えるとは実に幸せなことなのだろうが、傍はた目めから見ると気色悪いことこの上ない。美少女でなければ許されない構図だ。

　ましてや此こ処こは、怪かい牛ぎゆうの大迷宮。ミノタウロスの棲すみ家かである。

　灯あかりや雑ざつ踏とうのような人の営みは存在せず、小さな虫の鳴き声と風のざわめきしかない静かな夜の中で、何時いつまでもクスクスと笑っているのだ。

　両りよう端はしに髪かみを纏まとめているその少女は、幼い割には随ずい分ぶんと美び麗れいに整った外見をしているものの、その仕草は町まち娘むすめのそれと変わらない。

　少女は、笑いが収まると、また〝契約書類〟を読み始めてしまう。

　此このまま何時までも同じ笑いを繰くり返そうとしていた、その時だった。

　木こ陰かげで寝ねていた男がのそり、と上体を起こす。夜中に笑い続けるその少女にいい加減、ウンザリしてきたのだろう。男は艶つややかな髪を乱暴に搔かきながら苦笑いを浮うかべている。

「全く………そう何度も読み続けてよく飽あきんな、世界龍クールマよ」

「そりゃそうです。寒空の下、他ほかに娯ご楽らくが無いのですから。せめて明日にも来るかもしれない遊び相手に胸を躍おどらせるぐらいは許してくださいよ、牛ぎゆう魔ま王おう」

　幸せそうに〝契約書類〟を揺ゆらす、世界龍と呼ばれた少女。

　愛らしい容姿とは裏腹に随分と物ぶつ騒そうな名前だ。

　一方、牛魔王と呼ばれた男もまた目を見張るほどの美び丈じよう夫ふだった。高い背せ丈たけと艶やかな黒くろ髪かみ、そして頭上に聳そびえる牛角。月明かりに濡ぬれたその姿は、今にも男性としての魅み力りよくが薫かおりそうな色男ぶりである。

「あと私のことは面めん倒どうくさくとも〝世せ界かい王おう〟とお呼び下さい。まだ内ない緒しよ内ない緒しよの本名ですから。もしくは人間の少女らしく〝クーちゃん〟なんて呼んでくれてもよくってよ？」

「そうか。ではお言葉に甘えてクーちゃんと呼ぼう。とはいえ、帝たい釈しやく天てんと顔を合わせれば流石さすがにばれるのではないか？」

「帝釈天？　………ん、インドラのことですか。いやあ、意外に気が付かないのでは？　私が雌めす龍りゆうだって知らないみたいですし。人間の姿になってるのは初めてですし」

　彼の反応も気になるのです、と微笑ほほえむ少女。

　しかし今は此方の方が大事だと〝契約書類〟を取り出す。

「それより見て下さい！　此れですよ、此れ！　今回の太陽主権のゲームって随分とレベル高いのですね！　前回はもっと単純で力押しなお馬ば鹿かが勝てる内容でしたのに！」

　遠まわしに「前回の優勝者は力押しのお馬鹿だった」と非難する世界王を名乗る少女。牛魔王はその〝契約書類〟を見て頷うなずく。

「うむ。力無き者に勝利の機会を与あたえる、という名目で第二勝利条件が用意されるようになった昨今だが、同時に試練ゲームとしての難易度も相乗効果で高くなっている。このラビリンスゲームもその一いつ環かんだな。───それで、クーちゃんは解けたのか？」

「解けましたとも！」

　ガバッとその場で立ち上がるクーちゃん。

　どうやら自説を誰だれかに聞いてほしかったらしい。その瞳ひとみは得意げに輝かがやいている。文面を指さした彼女はまず、文面の〝迷路〟の文字を指さした。

「先ず、この文面には違い和わ感かんがあります。特に勝利条件！


勝利条件①：〝迷宮の怪物〟の討伐。

勝利条件②：ラブリュスの迷路を解き明かし、全ての牛頭を破壊せよ。



　この様に前文では〝迷宮〟と記き載さいしているにも拘かかわらず───後述では、〝迷路〟とわざわざ書き直しているのです。タイトルで〝labyrinth〟と書かれているにも拘わらず。製作者の意図が見え隠かくれしてますね。───ところで牛魔王は〝迷宮〟と〝迷路〟が、全く別の概念であることを知っていますか？」

　赤く瑞みず々みずしい唇くちびるに指を当て、益ます々ます得意げになるクーちゃん。

　牛魔王も興が乗ってきたのか、玉座の前で胡坐あぐらを搔いて思考する。

「ふむ………確か〝迷路〟は、『三さん叉さ路ろや分かれ道がある』のに対し、〝迷宮〟は『一本道でなければいけない』………というものだったか？」

「大おお雑ざつ把ぱですが正解です。迷路は迷わせるものですが、迷宮は幽ゆう閉へいするのが目的。つまり、出入り口がそもそも一つしかないんですよ、迷宮というものは。故に〝絶対に出られない迷宮〟に閉じ込められるとは暗あん喩ゆであり牢ろう獄ごくに相当し───いえ、此れは無関係ですね」

　コホン、と冷静さを取り戻もどして話を戻す。

「次に気になるのは〝全ての牛頭を破壊せよ〟の一文。全て破壊という文面からして〝牛頭は複数存在する〟という仮定が成り立ちます。故にこの牛頭はミノタウロス自身とは無関係とします。牛の頭を連想させ、尚なお且かつ複数存在していても矛む盾じゆんしないもの………さて、牛魔王にはわかりますか？　牛の大化け生しようである貴方あなたなら心当たりがあるのでは？」

　挑ちよう発はつ的に微笑む龍の少女。

　牛魔王はわざとらしく腕うでを組んで悩なやむ素そ振ぶりを見せる。

「俺如ごときなんぞには見当も。………だがその読み解き方に依よるのであれば、牛の頭とは生命体の事ではないのだろう。ミノタウロス自身ではなく、牛頭を意味するものといえば」

　チラリ、と周囲を窺うかがう。迷宮は所々が激しく損そん壊かいしており、瓦が礫れきが散乱していた。その中に転がる武具や調度品を見た牛魔王は、閃ひらめいたように手を叩たたく。

「───そうか、〝両刃斧ラブリユス〟か！」

「ふふ、灰色の細さい胞ぼうが目覚めてきましたね。私も徐じよ々じよに動き始めましたよ。───そう、ギリシャにてラビリンスの語源に相当する両りよう刃ばの武器〝ラブリュス〟！　牛の頭をモチーフにしたミノタウロスの代表的な武器であり祭器でもあります。ラビリンスの原型であるクノッソス宮きゆう殿でんには、至る個か所しよの壁かべに両刃斧おののマークが描かかれていたとか。───ふふ。そろそろ分かりましたか？」

　───迷宮の壁の至る所に、牛頭の絵が描かれていた。

　事ここに至り、牛魔王は周囲の激しい損壊に納なつ得とくがいったように頷いた。

「そういう事か……！　〝迷宮〟の壁に描かれた両刃斧を破壊すれば分かれ道が生まれて〝迷宮〟は〝迷路〟になる！」

「グッドです！　そう、そういうことなのですよ！」

　ビシッと人差し指を立ててはしゃぐクーちゃんと牛魔王。

　彼女は随ずい所しよが破壊されている迷宮を指さし、興奮したように飛び跳はねる。

「参加者である逆廻十六夜という青年も、このゲームの謎なぞを解いたに違ちがいありません！　迷宮の壁が無む秩ちつ序じよに破壊されているのは戦せん闘とうの跡あとではなく、攻こう略りやくの跡だったのです！」

〝契約書類〟を抱だきしめたクーちゃんはくるりくるりと回転しながらはしゃぎ、楽しそうに月夜を見上げた。

「ふふ………どんな青年なのでしょう？　こんな意地悪なゲームに挑いどむのだから、利発な子なのでしょうか？　早く一いつ緒しよに遊んでみたいものです。貴方もそう思いませんか？」

「それについては全力で同意しよう。俺も十六夜に会うのは楽しみで仕方がない。あの鬼き才さいたちがどんな風に成長したのやら………」

　しみじみと、何処どこか親しみが感じられる声こわ音ねで呟つぶやく牛魔王。その言葉にどんな心情が籠こもっていたのかは定さだかではない。

　だが同じように月を見上げる視線は穏おだやかなものだった。

「………しかし結局、カナリアの家の子供たちも巻き込まれることになってしまったか。そうならぬように方々に手を回していたんだが」

「あら、その割にはあっさりと我々に与くみしたではありませんか」

「仏門が出張ってきたからな。白しろ夜や叉しやならともかく帝釈天とは宜よろしくやるつもりはない。何時いつかは決着を付けねばならぬ相手だろうよ」

「そうですか。あの人も相変わらず敵が多いようですね。───ああ、そうそう。インドラと言えばもう一人、因いん縁ねんのある少年がいましたけども」

　口元に指を当てて微笑みながら、木陰で休むもう一人の同士を見る。遠目からは見えにくいものの、僅わずかに雷らい光こうを帯びたかのような青髪が見て取れた。

　熟じゆく睡すいしているのか、それとも井い戸ど端ばた会議に参加したくなくて寝たふりをしているのか。牛魔王と世界王は共に視線を向けながら、首を左右に振ふった。

「長く生きていると、何が起こるかわからないものだな。あの者が我らと共に戦うことを選ぶとは。奴やつはまかり間ま違ちがっても魔王ではなかろうに」

「それどころか、インド神群の中では指折りの大英えい傑けつですよ。彼が参加者プレイヤーの一人ならば私も出資者スポンサーとして鼻が高いというものです。我ら〝アヴァターラ〟が主権戦争を勝ち抜ぬくのは約束されたも同然でしょう。………ふふ。彼の顔を見たインドラがどんな顔になるのか、今から楽しみですね」

「………悪あく趣しゆ味みだな。どのような想像をしても悪いようにしか転がらんだろうに」

「そうでしょうか？　案外、理解を得られるかもしれませんよ？　インドラが私の知るインドラのままならば、ですけどね」

　フフン、と小さな胸を張って威い張ばる世界王クーちやん。

　牛魔王は敢あえて言葉にしなかったものの、肩かたを竦すくめる行こう為いで彼女の言葉に疑問を呈ていする。彼女の口にするインドラは半ば悪神の頃ころの物なのだが、今の帝釈天は護法の善神である。魔王に与する己おのれの身内と顔を合わせれば、衝しよう突とつは免まぬかれんだろうと牛魔王は考えていた。

「まあいい。俺は十六夜と焰の相手をする。今回は様子見で頼たのむぞ、クーちゃん殿どの」

「大だい丈じよう夫ぶ。私、こう見えて辛しん抱ぼう強づよいんですからね？」

　グッと両手に力を入れて了りよう承しようする。

　しかし〝契約書類〟を再度覗のぞき込むと、また楽しそうに笑えみを作ってしまう。

　牛魔王はやれやれと首を振りながら木陰に戻り、挑ちよう戦せん者が迷めい宮きゆうに戻るのを待つことにした。







[image: 第一章]




　地中海の空は、文句なしの快晴だった。

　水みず飛沫しぶきを飛ばしながら走る高速フェリーはやや揺れが激しいものの、この青空と美しい海の色は不快な乗り心地ごこちを気にさせることはない。

　透すき通るような地中海の海と潮風は、観光をするにはこの上なく好ましい。自然界の至宝とも云いうべき景観は、ちょっとした異世界を彷ほう彿ふつとさせる。

　日本ではゴールデンウィーク真っ只ただ中なかということもあり、観光客には日本人が多いように見て取れる。浜はま辺べのビーチでは家族連れや恋こい人びとなど多くの人間が楽しんでいた。

　だがギリシャの空港からフェリー乗り場に移動する間に目にしたのは、明るい側面だけではなかった。超ちよう大型台風〝天の牡牛〟が通過した傷きず痕あとは酷ひどく、海岸沿いに封ふう鎖さされている地域もある。高く聳そびえ立っていたヤシの木は直角に折れ曲がり、まだ青い実を実らせていたオリーブは悉ことごとく地面に散って踏ふみ荒あらされて見るに堪たえない。

　プライベートで貸し出している小型船は軒のき並なみ出航不可能になるまで破損していた。

　加えて一部では天てん然ねん痘とうに酷こく似じした病状を引き起こす謎の病原菌きんが確かく認にんされているのだ。それが僅か数週間前の出来事なのだから、住民にとってはまだ癒いえぬ傷痕だろう。

　こんな時に船を出してくれるものが居るのだろうかと疑問に思っていた逆さか廻まき十六夜いざよい、御み門かど釈とく天てる、プリトゥの三人だったが───それはそれ、商売は商売。

　働かざるもの食うべからずの大原則は何時いつ如何いかなる世の中であろうと不変のもの。こんな非常事態でも大枚を叩はたいて乗船を希望してくれる上客を逃のがす手はない。

　幸いにも〝ドン＝ブルーノ〟の店長の友人が貸船業を営んでいるという話を聞き、三人はギリシャ共和国に浮うかぶ孤こ島とう───クレタ島に向かう足を得ていた。

　十六夜が外界から訪れた経緯いきさつを改めて聞いていたプリトゥは彼の話を聞いて、瞳ひとみを大きく瞬またたかせて驚おどろいた。

「じゃあ、何か？　お前がミノタウロスのゲームに参加していたら、突とつ然ぜんゲームを中断させられたと？」

「そういうこと。元々、太陽の主権戦争を有利に進める為ために主権を集めてたんだけどな。どうやらゲームの主しゆ催さい者しや側から横よこ槍やりを入れられたらしい」

　殆ほとんどゲームも解けていたんだけどな、と不ふ機き嫌げんそうに腕うでを組む十六夜。

　太陽の主権戦争───二十四の太陽主権を奪うばい争う箱庭世界のギフトゲーム。

〝黄道の十二宮〟の星せい獣じゆうは白はく羊よう・金きん牛ぎゆう・双そう児じ・巨きよ蟹かい・獅し子し・処しよ女じよ・天てん秤びん・天てん蠍かつ・人じん馬ば・磨ま羯かつ・宝ほう瓶へい・双そう魚ぎよの十二星座。

〝赤道の十二辰しん〟の星獣は鼠ねずみ・牛うし・虎とら・兎うさぎ・龍たつ・蛇へび・馬うま・羊ひつじ・猿さる・鶏とり・狗いぬ・猪いのししの十二辰。

　太陽の軌き道どう線上に存在するこれら二十四の星獣を、総じて太陽の主権と呼ぶ。

　本選まではまだ時間があり今はまだ予選段階でしかないが、一つでも多くの主権を本選までに集めておこうと考える参加者は少なくない。

　優勝候補の一角である逆廻十六夜のコミュニティもその一つだ。

「あーほら。白しろ夜や叉しやがルール制作の主導権を握にぎるため、所有していた太陽主権を半分以上解放しただろ？　それで奪い合いや争そう奪だつ戦が活発化してるんだよ。聞いてないか？」

「いや、初耳だ。………しかし、そうか。前回の優勝者である白夜叉が主権を手放したのならかなりの数が在野に下ったことになるな」

　前回の優勝者───別名〝白びやく夜や王おう〟と呼ばれる太陽運行を司つかさどる星せい霊れいが、ゲームの制作・実行委員長に選ばれた。此これは同時に前回の優勝者が争奪戦に参加しないという意思表示である。優勝を狙ねらう猛も者さたちにとっては吉きつ報ぽうでもあったのだろう。

　逆廻十六夜とプリトゥは移動中の船の甲かん板ぱんで柵さくに凭もたれ掛かかり、地中海の水平線を見る。

「だがそうなると、益ます々ます以もつてお前には早く箱庭に帰ってもらわないと困るな。太陽の主権を悪用すれば主権戦争以外でも被ひ害がいが広がる懸け念ねんがある。派は遣けん先には言い訳してあるものの、これ以上の有給は御ご免めんだ」

「………なんだ、有給使ってるのか？　頼たよれる社長はどうした？」

「社長は無関係だよ。私は〝エヴリシングカンパニー〟のご令れい嬢じようの付き人兼けんボディーガードだからな。有給申しん請せいはそちらに送ってるんだよ。───ちなみに、彩あや鳥とお嬢様はゴールデンウィークの間、私と共に海外へ遊びに来ていることになっている」

　胸に手を当てながら補足するプリトゥ。

　十六夜は事情を良く把は握あくしていないものの、彼女がやり手の女性なのだということはニュアンスで理解した。

「ふぅん。けど〝エヴリシングカンパニー〟にそこまでの伝つ手てがあるなら、船もそっちの経路で借りればよかったのに」

「馬ば鹿か言っちゃいけない。その際にお嬢様が居ないことを知られたら面めん倒どうだろう？　此こ処こはドン＝ブルーノの人脈にすがろうじゃないか」

　大人びた笑みを浮うかべるプリトゥに、十六夜は肩を竦めて返した。

「ま、いいけど。何はともあれ持つべきものは異郷の友ってことか。駄だ目め元もとでドンの人脈に頼たよってみたが、今回は大当たりだった。おかげでクレタ島まで泳がずに済む」

「同感だよ。波に揺ゆれる程度なら好ましいが、基本的に海は苦手だ」

「へえ？　これは意外な弱点だな。じゃあ船が見つからなければ、地天プリトウ様はどうやって海を渡わたるつもりだったんだ？」

　軽けい薄はくな笑みを浮かべて少し意地悪そうに問う。

　穏やかで隙すきのない雰ふん囲い気きのある彼女にしては随ずい分ぶんと露ろ骨こつな弱点である。親しん睦ぼくを深めるという意味で少し困らせようとしたのだろう。

　だが当のプリトゥは困った様子も見せず、スーツの上着を右肩にかけている。

　不思議そうに首を傾かしげた彼女は、にべもなく告げた。

「どうやって渡ると言われても………そんなの、海を埋め立てて渡ればいいじゃないか」

「………。ほう？」

　───なるほど。なるほど、そうきたか。

　この護法善神め、世界に冠かんたる地中海を埋め立てるときやがったか。

　だがそうか、その手があったかと感心する十六夜。正に目から鱗うろこである。

　プリトゥは己の言葉を吟ぎん味みしながら遥はるか北方を指さし「ほら、あの島の山を海に投げたら埋め立てに丁度いいんじゃないか？　もしくは島ごと切り崩くずすとか」などと真ま面じ目めに検討している。もしも彼女が本気で言っているのなら、流石さすがの十六夜も止めに入らねばならない。外界でも十六夜が足を運べていない土地まで切り崩されては困るのだ。

　御門釈天はフェリーの甲板に用意された椅い子すに座りつつ、頭を抱かかえてため息を吐ついた。

「おい、野や蛮ばん人ども。何でもかんでも箱庭基準で物事を考えるんじゃねえ。あとプリトゥ。アトス山は聖地指定されてるんだから滅めつ多たなことを口にするな。外界で正教会を敵に回してもいいことはねえぞ」

　呆あきれたように言い捨て、国際経済新聞を片手に携けい帯たい電でん話わの液えき晶しよう画面に映っている被害情報を交こう互ごに見る釈天。

　紙面にはまだ伏ふせられているが、病原菌の影えい響きようは着々と表面化しつつある。麦や玉蜀黍とうもろこしに感かん染せんすることはまだごく一部の人間にしか知られていないが、人の口に戸は立てられない。特にヨーロッパで小麦粉は既すでに高こう騰とうの兆きざしを見せている。釈天が渋しぶい顔で紙面を睨にらんでいると、彼の後ろに回った逆廻十六夜も紙面を読んで顔を顰しかめた。

　十六夜は一面のトップ記事を指でなぞる。

「フランスで小麦粉急きゆう騰とう、五五％増………？　うわ、酷いなコレ。大丈夫なのか？　フランス人ってパンを食べてないと死んじまうイメージなんだが」

「そりゃとんでもない偏へん見けんだな………と言いたいところだけど、あながち間違ってない。何せフランスは国土の六〇％弱が農耕地帯という農産大国だからな。ヨーロッパが生産する農作物の四分の一を占しめている国でもある。フランスのどの辺りまで病害が広がっているかはわからないが、このまま行けば世界的パニックになるぞ」

　不安をあおるような言葉を淡たん々たんと紡つむぐ御門釈天。

　台風〝天の牡牛〟は実に世界の半分を通過して東京に現れた。その傷痕は目に見えるもの以上の弊へい害がいを残している。保存している穀物の何割が蝕むしばまれているかはまだ把は握あくされていない。農耕地帯に病原菌が残留するという事実を把握している農家は少数だろう。これらの異常事態を国際連合食しよく糧りよう農業機関が公表していないのは、後に来る混乱を収める方法を模も索さくしている段階だからだと推測している。

　しかしこんな異常事態を前にして、釈天は慌あわてる様子が無い。

　むしろ悠ゆう然ぜんと構えてさえいる。

　十六夜はその態度に何か思うところがあったのか、軽薄な笑みを浮かべて問い掛かけた。

「なあ、釈天。そろそろ教えてくれてもいいんじゃないか？」

「何を？」

「とぼけるなよ。今回の異常事態は間違いなくワールドクラスだ。何せ最強の武神衆と称しようされる護ご法ほう十じゆう二に天てんが二人も人間に化けて情勢を窺うかがってるんだからな。なのにお前たちは揃そろいも揃って静観を決め込んでいる。お前たちがその気になれば、こんな異常事態なんて片手間で収しゆう拾しゆうできるはずだ。………そうだろう？　プリトゥヴィ＝マータ？」

　十六夜は笑みを浮かべたまま視線をプリトゥに向けた。

　神名を呼ばれた彼女は上着を肩にかけて苦笑いを浮かべる。

「さて、どうだろうな。此処は私の土地からだとは随分と離はなれているし、この一帯は天軍………〝天部デイヴア〟の中でもギリシャ神群の管かん轄かつだ。太陽の主権戦争でピリピリしている中、他人の領地に手を加えるような真似まねはしたくないなあ」

「それもあるが、地母神であるプリトゥがこの辺りを下手へたに突つつくとティターン神族の封ふう印いんに触ふれてしまう恐おそれがある。現代に巨きよ人じん族が復活するのはよろしくないだろう？」

　二人の善神ははぐらかすような笑みを浮かべて話を濁にごす。

　実をいうと、二人はこの事件の終着点が見えていた。

　西さい郷ごう焰ほむらが所属する宝ほう永えい大のプロジェクトチーム───西せい欧おうの大商社〝エヴリシングカンパニー〟が作り出した医い療りよう用ナノマシンが有用だと判断されるまで、この不安定な情勢は続くだろう。

　此れほど広大に広がった病害を駆く逐ちくしたとなれば、焰の携たずさわっているナノマシンの知名度が国際的に知れ渡るのは必定だ。最終的に〝西郷焰の造ったナノマシンにより世界経済が救われる〟という歴史的記録が既に用意されているとみていい。

　この国際的貢こう献けんを足あし掛がかりに彼の研究しているナノマシン───〝星せい辰しん粒りゆう子し体たい〟の開発研究が大々的に推進されるようになるのだろう。

「まあ詳くわしい事情は説明できないが、此処までは予定調和とみていい。この時代に箱庭から大きな改変が入っているわけじゃない。在るべき事件が在るべき解決に向かっている以上、今はお前の返へん還かんが最重要だ」

「………ふぅん。なるほど、俺だけ蚊帳かやの外ってわけか」

　むっと不満そうに釈天を睨む十六夜。その様子はさながら、面おも白しろそうな遊びがあると知りながらお預けをされたように見える。もうすぐ成人を迎むかえる様には見えない。

　その様子を見て笑いを嚙かみ殺す二人の神しん霊れいだったが───聊いささか、認識が甘かった。この程度で素す直なおに引き下がるようなら、この男は箱庭に召しよう喚かんされていない。

　ニヤリと軽薄かつ邪じや悪あくな笑みを浮かべた十六夜は、携帯電話を取り出して何者かにメールを打ち始める。

「まあいいや。原因が病原菌だっていうなら、コッチにだって情報を握る手段がある。何といっても蛇の杖は今、俺たちに所有権があるんだからな」

「………は？　おい待て、何するつもりだお前」

「はいはい秘密秘密。そろそろクレタ島に着くぜ。ミノタウロス誕生の地なら、何か手掛かりがあるだろ。早く迎えに行かないと、チビッ子連中の安否が気になるからな」

　ヤハハと笑って二人に背を向ける十六夜。

　釈天は新聞と携けい帯たいを畳たたみ席から立ち、皮肉気に笑った。

「なんだ。やっぱり焰たちのことが心配か？」

「心配、とは少し違ちがうな。アイツらは元々箱庭に呼ばれるような人間じゃない。確かに恩おん恵けいらしい力は持っているが、それもささやかなもんだ。女王が何を思って焰たちを巻き込んだのかは知らないが、焰や鈴すず華かの力でギフトゲームを勝ち抜ぬくなんて不可能だろ」

　言ってしまえば、気まぐれに付き合わされた犠ぎ牲せい者しやの様なものだ。ギフトゲームに参加するべき人材ではないと断じる十六夜。

　しかし彼の放言に、釈天は思わず眉まゆを顰ひそめた。

「それはまた………随分な言い草だな。お前にしては随分と評価が低いじゃねえか。焰も鈴華も、人間にしては存外にいい線いっていると思うぞ」

「そうか？　軍神様の目から見ても？」

「勿もち論ろんだとも。最初は戸と惑まどっているかもしれないが、あの二人ならすぐにギフトゲームの立ち回り方を理解するに違いない。案外三人とも、ゲームクリアに向けて動き始めているかもしれないぞ？」

　釈天は含ふくみのある言い方で十六夜に返す。

　三人と言い換かえたのは、彩鳥を交えた評価ということだろう。

　しかし彩鳥のことを知らない十六夜は怪け訝げんそうな表情で肩かたを竦すくめる。

「ふーん………どうにも、あの二人については意見が食い違うな。鈴華はともかくとして、焰はガキの頃ころから引っ込み思案で受動的なイメージしかないんだけど」

「馬ば鹿かたれ。人間は成長するんだよ。お前が居なくなってから〝カナリアファミリーホーム〟を守ってきたのは焰と鈴華なんだぞ。そりゃ逞たくましくもなるに決まってる」

　僅わずかに苛いら立だちを込めた視線で十六夜を責める御門釈天。

　親は無くとも子は育つというが、成人すら迎えていない今の十六夜にその実感を得ろというのは難しいだろう。彼にとって西郷焰と彩あや里ざと鈴華は、十歳の少年少女のまま時が止まっているのだから。

　どうにも納なつ得とくしかねる様子の十六夜に、愉ゆ快かいそうな様子でプリトゥが告げた。

「そうか。なら賭かけるか？」

「賭け？　何を？」

「ギフトゲームの勝敗を。釈天は焰たちが勝利すると考え、十六夜は敗北すると考えているのだろう？　折せつ角かく意見を違たがえたんだ、賭けないと勿もつ体たい無ないじゃないか」

　プリトゥは財さい布ふから換かん金きんしたばかりの一〇〇ドル札を十枚ほど丸めて取り出し、十六夜に向かって指で弾はじく。どうやら自身も賭けに便乗するつもりらしい。

　反射的に受け取った十六夜はしばしムッとしていたが、勝負事に背を向けるのは彼の性しよう分ぶんではない。一転して軽薄な笑えみを浮かべた十六夜は、胸ポケットから〝サウザンドアイズ〟発行の金貨を取り出す。

　五倍にレートを引き上げられた釈天は、大おお仰ぎように驚おどろいた。

「おいおいおい、二人ともちょっと待て！　賭けるにしても一口当たりが高くねえか!?」

「へえ？　軍神様にしては随分と弱気な発言じゃねえか」

「そうだぞ社長。男なら気前よく財布で叩たたき返すぐらいして欲しいな」

　二人から元もと締じめを強しいられる釈天だが、彼の財布の中身にそんな金額は入っていない。提示された金額の一割以下が精々だ。

　先ほどは勢いでああ言ったものの、焰たちだけで今回のギフトゲームを勝ち抜けるとは流石に思っていない。勝利するためには十六夜や釈天が駆かけつける必要があるだろう。

　しかし此処で断れば、二人は益ます々ます以もつて〝最強の軍神（笑）〟と言って嘲あざ笑わらうに違いない。そればかりは避さけねばならない。主神として、社長として、男として。

　時に沽こ券けんを守るために散財するのも上司の務め。

　中身がほぼ入っていない財布を取り出した釈天は、内心の焦あせりをもみ消して、どうにか不敵な笑みで応こたえた。

「………いいだろう。そこまで言うなら賭けに乗ってやる。後で泣きを見ろクソガキ」

「へえ？　威い勢せいが良いいこと言う割には随分と渋ったじゃねえか。てっきり歌か舞ぶ伎き町ちようの辺りで女に貢みついだ挙句、借金まみれなのかと思ったが？」

「おいおいおい、馬鹿言ってんじゃねえよ。間ま違ちがっても既き婚こん者にそんな脅おどしすんじゃねえ、効果抜ばつ群ぐんじゃねえか聞かれたらどうするんだよ勘かん弁べんしてください。俺は別に、賭けに勝てば親の総取りっていう状じよう況きように釣つられたわけじゃ───」

「うん？　いやちょっと待て。私はちゃんと焰の勝利に賭けるぞ」

　───は？　と、二人は意外そうな視線をプリトゥに向ける。まさか要領の良さそうな彼女が、明らかに分の悪い賭けに出るとは思わなかったのだろう。

　だが怖おじ気けづく様子はない。

　プリトゥは温和な笑みを浮うかべたまま、更さらに札束を丸めて取り出す。

「何ならレートを上げてもいい。条件も付けくわえようか、十六夜？」

「いや………別にその必要はないけど。でもアンタ、本気か？」

「本気だとも。勝算無くして賭け事は持ちかけないよ。………そうだろう、釈天。私が見込みのある奴やつにしか入れ込まないのは、お前がよく知っているだろう？」

　にこやかな笑みを浮かべたまま、賭け金を上乗せするプリトゥ。

　船着き場に着いたのは丁度その頃だった。軽かろやかな足取りで男二人に背を向けたプリトゥは、ヒラヒラと手を振ふって先行する。

　十六夜は怪訝な表情のまま釈天を見た。

「………何なんだよ、二人とも。実は焰に恩恵でも与あたえてるのか？」

「いや、そんなことは無いが………いやはや、此奴こいつは驚いたぞ十六夜。これはもしかしたら、本当にもしかするかもしれない」

　釈天は勢いよく立ち上がり、荷物を手にする。

　その唇くちびるには今までにないぐらいに愉たのしそうな笑みが刻まれていた。




　何故なぜなら、帝みかど釈とく天てるは知っている。

　農耕の神霊───文明発起の大地母神プリトゥヴィ＝マータは、遥はるかな昔、二人の戦士の後見人を買って出たことがあった。そしてその何いずれもが世界に名を轟とどろかすほどに大成し、一時代を築くほどの傑けつ物ぶつとなって見せた。

　一人目は、神々の王に。

　二人目は、世界の王たる器うつわを。

　そして彼女は今、焰が三人目になると示し唆さする言葉を残した。此れが何を意味するのか───俄が然ぜん、楽しくなってきたじゃないか。

（焰が俺たちに並ぶっていうなら、こんなゲームで躓つまずかれちゃ困る。精々気張ってもらおうじゃねえか）

　五年ほど彼らを見守ってきた釈天だが、彼の才覚の評価は保留のままだ。

　西郷焰の器を確かめるにはいい機会かもしれないと思い直し、ギリシャの孤こ島とう・クレタ島に足を向けるのだった。
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　───大樹と大だい瀑ばく布ふの水上都市〝アンダーウッド〟。

　轟ごう々ごうと吹ふき荒すさぶ風が、大樹の幹に打ち付けている。

　水上都市の清流は大おお嵐あらしによって濁だく流りゆうに変わり、街の居住区を飲み込み始めている。近きん隣りんが平野続きの土地であるこの大樹の街〝アンダーウッド〟では、建築物の構造が台風に備えるように出来ていない。

　つまり、典型的な煉れん瓦が造りの建物が多いのだ。

　増水に備えた防ぼう波は堤ていは設置されているが、防備らしいものはそれだけしかない。

　大嵐の根源───〝天の牡牛〟がこのまま留とどまれば、生まれたばかりの水上都市が大だい打だ撃げきを受けるのは間違いないだろう。

　大樹の幹にある部屋から街の様子を見守っていた久く藤どう彩あや鳥とは、不安そうにため息を吐つく。

　彩鳥は同室している一つ年上の少女、彩あや里ざと鈴すず華かに向き直って呟つぶやいた。

「………酷ひどい嵐ですね、鈴華」

「そりゃねえ。私たちの世界の最終記録では、風速一〇九メートルにまで膨ふくれ上がっていたっけ。観測史上最大と悪評の高い大嵐だとかなんとか」

　適当に相あい槌づちを打ちながら、藁わら葺ぶきのベッドの上で読書に励はげむ鈴華。〝アンダーウッド〟に来てから既すでに三日も経たつが、万ばん事じこの調子だ。

　今のこの状況に物もの怖おじしないのは結構だが………その、もう少し慌あわてるなり不安になるなりしてくれた方が正直言うと合わせやすい。此れは性格というより純じゆん粋すいに胆たん力りよくの差だ。

　彩鳥の知る限り、鈴華は基本的にどんな状況にも恐おそれ戦おののく様な事はしない。特に自分より年下の者の目がある中では、逆境であっても虚きよ勢せいを張るだろう。

　無む茶ちやをしないように祈いのるばかりだが───問題はむしろ、彼女より西さい郷ごう焰ほむらの方だ。

　彩鳥は小さくため息を吐くと、今度は同じく同室している西郷焰に視線を向けた。

「………あの、先せん輩ぱい」

「うん？」

「その………まだ行動に移さないのですか？　この三日間、先輩も鈴華もずっと読書に励んでいるようですけど………」

「まあ、今動いても良いことないからな。準備が整うまでは〝アンダーウッド〟に籠ろう城じようさせてもらうしかないだろ」

　寝ね返がえりを打ちながら天てん井じようを見上げる西郷焰。

　十六夜いざよいとの連れん絡らくを切った後───女王〝クイーン・ハロウィン〟にゲームへの本格的な参加を煽あおられた西郷焰だが、結局即そく答とうはしなかった。彼女の口にしていることを自分なりに検証してみるまでは答えられないと告げ、猶ゆう予よを貰もらってから今に至る。

（とはいっても、何時いつまでも〝アンダーウッド〟に迷めい惑わくはかけられない。そろそろ決断をしなきゃまずいか）

　このギフトゲームは西郷焰にとって無関係なものではないのだろう。しかしそれがモチベーションに繫つながるのかというと難しいところだ。西郷焰が〝星せい辰しん粒りゆう子し体たい〟を研究することになったのは実生活をやりくりしていく上で必要だったから研究しているに過ぎず、親の遺思とか、仇かたきとかは、どうしても目的の優先順位としては低くなってしまう。

　だが実を言えば、女王の条件に当てはまる敵に覚えがあった。

（最初の後見人………〝カナリアファミリーホーム〟に来るより更に前だから、十一年くらい前か？　あの男とあったのは）

　西郷焰以外に〝星辰粒子体〟に携たずさわる機会があるのは〝エヴリシングカンパニー〟の研究者か、後こう継けい人であったあの男だけの筈はずだ。

　あの男がどうなったのか、何をしていたのかは、一度考察してみなければ難しい。

　本を開いたまま顔の上に載のせ、思考の海に意識を沈しずめた。
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　十一年程ほど前───〝カナリアファミリーホーム〟に引き取られる以前のこと。

　西郷焰はとある男と共に住んでいた。

　父と母の葬そう儀ぎは粛しゆく々しゆくと行われたものの二人に縁えん者じやはおらず、西郷焰は父の研究に携わっていた研究者の一人に引き取られた。今では最も早はやどんな容姿だったのかすら思い出せない男だが、若くして野心に燃えていた男だった記き憶おくがある。西郷焰を引き取ったのは、父の研究していた星辰粒子体のデータが欲しかったからなのだろう。

　その男が論文や粒りゆう子し体を持ち出したのかどうかは、今となっては定さだかではない。ただ幼い焰にとって、〝物を学ぶ〟という点においてこれ以上の環かん境きようはなかった。

　殆ほとんど放任されていた焰は男の屋や敷しきにあった機材に自由に触ふれ、操作し、解体し、構造を熟知していった。今思うと、西郷焰の持つ恩おん恵けい───〝千の魔術プロト・イデア〟の片へん鱗りんは、この頃ころから確実に力を付け始めていたのだろう。

　引き取った男が焰を忌き諱いし始めたのも、丁度その頃のこと。

　若かったその男は野心とは裏腹に、星辰粒子体の研究に行き詰づまっていた。いや、正確にはその表現は間ま違ちがっている。

　星辰粒子体は、既に完成されていた。

　西郷焰の父は生前既に星辰粒子体を完成させ、既に実用の前段階にまで研究を進めていたのだ。故ゆえに男がこのまま学会に提出すればそれだけでも多大な成果にはなるが、若き研究者の最後のプライドがそれを許さなかったのだろう。

　何より、西郷焰の父が残した最後の問題───粒子体の生成方法だけは、何処どこにも記録されていなかったのだ。理論と現物があっても実用性が無いのであれば、論文は最後が片手落ちになってしまう。何よりこのままでは彼の独自性が一いつ切さい残らない。

　そんな不格好な真似まねを許せるほど、男は矜きよう持じを捨て去ってはいなかった。

　だがその半はん端ぱな矜持が、焰に災わざわいした。

　星辰粒子体の研究に入る為ために、後見人の男はその他ほかに研究していたものを全すべて投げ出した。それだけの価値がこの研究にはあったのだろう。もしこの研究を完成させられれば、今の文明が根底から引き上げられる。人類が次のステップに進み得る大発明だ。

　国家予算すら超こえる財が、国家元首を超える名めい誉よが、一個人の力として全て手に入る。男の名は人類史に刻まれ最も偉い大だいな人物として語り継つがれることとなるだろう。

　手に入るはずの無い栄光はしかし、男のモチベーションを無限に引き上げていた。研究に没ぼつ頭とうしている間、彼は世界の王になる夢を見続けることが出来た。

　しかしそんな虚きよ栄えい心は───幼すぎる一人の少年によって砕くだかれた。

〝千の魔術〟を保有していた幼い西郷焰は、彼が捨てたはずの研究を着々と進めていたのだ。西郷焰を引き取って一年が経った頃には、彼が携わっていたもう一つの粒子研究………B.D.Aと彼が呼んでいた研究を完かん遂すいしてしまったのだ。

　星辰粒子体と対になる筈だったその研究は正式名称を血中粒子加速装置と呼び、現在では星辰粒子体の増ぞう殖しよくに転用されている。

　だがこの研究は───後見人の男が初めて研究室を与あたえられた理由となる研究だった。

　独自の粒子研究に限界を感じていた男は元々の研究に見切りを付けて、星辰粒子体の研究に移行したというのに───それを幼い焰が完成させた時。

　彼を襲おそった衝しよう撃げきは、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたいものがあったのだろう。

　後見人の男が最後に焰を視みたときの視線は、きっと生しよう涯がい忘れない。

　男は間もなくして、姿を消した。星辰粒子体の研究と焰が完成させたB.D.Aを持ち出したのはその時と推測している。

　独りになった焰は───その後数か月を、誰だれとも会わないまま屋敷で以下劇的に省略。




（………よし、思考を戻もどすぞ。本題は此処からだ）

　過去の回想ゆめの中で、焰は微睡まどろみに溶とけながらも思考を続ける。

　この三日間で怪あやしい人物を脳内で洗ってみたが、やはり一番怪しいのは最初の後見人の男だろう。

（とはいえ、あの人に星辰粒子体の研究が進められるとは思えない。今思い出しても、完全に見けん当とう違ちがいの方向の研究をしていたはず）

　幼い頃は後見人の彼が研究していたものが星辰粒子体だったとは気が付かなかった。だが今思い出すと言動の端はし々ばしからそういったものを研究していた気がする。

　しかし彼には悪いが………星辰粒子体を零ゼロから生成するのは現在、絶対に不可能だ。

　何故なら星辰粒子体は人工物ではなく、自然界にある被ひ造ぞう物ぶつだったからだ。

　摘てき出しゆつ元の被造物が何物であるかわからない以上、零からの生成を不可能だと悟さとった焰は粒子の量産に関して〝原典オリジン〟の寄生増殖という手段を用いている。

　其それというのも、星辰粒子体はナノメートル規模のアストラルフィラメントが束状になって体組織に取り付き、ゲノム情報を採取して本人の遺伝子に同調し、フィラメントを一本ずつ解いて細さい胞ぼうに組み込んで体内分ぶん裂れつしていく機能があるからだ。

　此これが現状で西郷焰が理解している星辰粒子体の寄生増殖である。この寄生増殖した星辰粒子体は取り付いたゲノム情報に依い存そんするため従来の物とは変質してしまうものの、摘出して医い療りように用いるなどの再利用が可能となっている。

　───此処だけの話。食育用の家か畜ちくにも仕込んでこっそり経過を見守っていたのだが、ミノタウロスに襲われたため計画はご破わ算さんとなった。豚ぶたの死し骸がいから粒子体の情報がばれていないか、心配し過ぎて胃が痛い。カーラ室長、バレたら絶対怒おこるぜアレ。




　よし、辛つらいので思考を戻そう。

　このアストラルフィラメントが俗ぞくにいう第三種星3S, nano辰粒子体machine unitの根幹であり正体である。

〝エヴリシングカンパニー〟には人工物と説明してあるが、此れは完全な噓うそっぱちだ。

　第三種星辰粒子体───永久機関さえ備えているこの粒子体は、紛まぎれもない被造物である。恐らく西郷焰の父親は自然界の中でアストラルフィラメントを体内に含ふくむ生物、或あるいは植物を発見し、その摘出に成功して星辰粒子体に組み込んだのだろう。

　後見人の男が人工物と誤解したのも無理はない。これはつまり環境情報を組み換かえるだけで生きていける情報生命体がこの世に存在するという証あかしでもあるからだ。

　それはそれで大発見なのだが、粒子体の生成に自然界の被造物が絡からんでいるとなると、一つ大きな問題が生じる。

　この摘出されたアストラルフィラメント───通つう称しよう〝原典オリジン〟と呼ばれるフィラメントは、現存数が限られている。西郷焰の父が大量生産に踏ふみ出せなかったのは摘出元となる生命体なりなんなりの個体数が少なかったからかもしれないし、自然界のバランスを壊こわすような発明を好まなかったからかもしれない。

　西郷焰が生成に使っている寄生増殖では、どうしてもホストのゲノム情報に引き摺ずられた変質個体しか摘出できない。此れでは星辰粒子体の全ての機能を発揮できない───というより、変質してしまえば永久機関としても不完全だ。そもそも環境情報の組み換えで発生するエネルギーは血管内を等速循じゆん環かんしている際に最も発生すると推測され粒子体が発揮する力は依存先の塩基配列によっても異なって以下禁則事じ項こうで省略。

　此れは今関係ない。




　前述を踏まえて西郷焰が考えなければならないのは二つ。

　一つ───台風二十四号〝天の牡牛〟を生み出したのが何者なのか。もし〝天の牡牛〟が本当に星辰粒子体によって発生した怪かい物ぶつであるなら、西郷焰の研究を遥はるかに凌りよう駕がした速度で研究を進めている者がいるということになる。

　その場合、第一容疑者は後見人の男だろう。

（……………）

　だが───それは本当に可能だろうか？

　焰が星辰粒子体の根幹に被造物が関かかわっていると分かったのは、偏ひとえに〝千の魔術プロト・イデア〟の恩恵によるものが大きい。初めて粒りゆう子し顕けん微び鏡きようを使ったとき、一目見てそれが人工物ではないと理解したからこそ劣れつ化かコピーである寄生増殖という手法を用いたのだ。そもそもあの男は最後まで星辰粒子体を人工物だと信じて疑わなかったはず。

　記憶の彼方かなたにあるものの、その信念は揺ゆるぎ無いものだった。

　ならば、解答は他にある。

（〝天の牡牛〟………お前が〝原典オリジン〟なのか？）

　その仮説に鼓こ動どうが高鳴った焰は、それを隠かくすように身み動じろぎする。

　環境情報の志向性を操作し、発生したエネルギーを霞かすみの様に喰くらって生きる情報生命体。もしもそれが〝天の牡牛〟の正体ならば───

（戦う理由には、十分だ）

　星辰粒子体の研究が発展する可能性がある。ならば今度こそ、真正面から迎むかえ撃うつ。

　両親の死や後見人の男の動向など、気がかりなことは沢たく山さんあるが、それは西郷焰の本来持つべき使命ではない。

　星辰粒子体の研究を始めたのは、それが孤こ児じ院いん〝カナリアファミリーホーム〟の未来に役立つものだと信じたからだ。〝エヴリシングカンパニー〟の様な世界でも有数の財ざい閥ばつが出資者になり、孤児院に在ざい籍せきしている家族に良い環境を与えてくれるのが理由だ。

　女王の甘言に惑まどわされている場合ではない。

　西郷焰には、守るべき家と家族がある。

　故に一刻も早く現代に帰る。三日も音おと沙さ汰たなくみんな心配していることだろう。ゴールデンウィークじゃなかったら本当に大問題になっていたに違ちがいない。

（いや、普ふ通つうに考えるとゴールデンウィーク中でも大問題だけども。下手へたすれば警察沙汰か？　………まあ、みんなにはイザ兄にいが上手うまく言い訳してくれていると信じよう）

　あの人なら上手くやるだろう。

　或あるいは劇的且かつド派手に誤ご魔ま化かしてくれるに違いない。

　………そんな想像をして、少し笑った。
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　彩鳥は思考に励はげむ焰を指でツンツンと突つつきつつ、少し心配そうに声をかけた。

「先せん輩ぱい？　あの、人の話を聞いてますか？」

「………あ、悪い。聞いてなかった」

　むっと唇くちびるを尖とがらせる彩鳥。どうやら熟じゆく慮りよしすぎたらしい。上体を起こした焰は軽く詫わびながら背せ伸のびをする。

「ホント悪い。何の話だ？」

「だから、ゲームの攻こう略りやくですよ。〝天の牡牛〟とミノタウロス。共にまだ解決していないでしょう？　此れからどうするんですか？」

　戦うのであれば、此れからの指針を決めて欲しい。

　彩鳥の当然の訴うつたえに、焰は腕うでを組んで難しい顔になる。

「そういわれてもな。ミノタウロスは兎とも角として、〝天の牡牛〟とは戦うだけ無む駄だだろ。積乱雲がそのまま形になってるんだぞ。アレはそもそも戦ってどうにかなるものじゃない。それにギフトゲームは戦って勝つだけじゃないんだろ？」

「………では、どうするのです？」

「まず〝天の牡牛〟から逃にげる。アレは倒たおす必要性がない。その上でミノタウロスがやってくるのを待つ。俺の考えが正しければ、そろそろ奴やつにも変化が訪おとずれてるはずだ。それで正しい勝利条件が見えてくるはず」

　焰の言葉に、彩鳥は瞳ひとみを瞬またたかせて驚おどろいた。この部屋でゴロゴロと本を読んでいるだけかと思いきや、彼の中では随ずい分ぶんと考察が進んでいたらしい。

　彩鳥は焰の向かいに座り、真しん剣けんな表情になって続ける。

「では先輩は、既すでに半ばまで勝利の勝ち筋が見えていると？」

「まあ、まだ半分ほどだけど。聞くか？」

「聞きます。というか、そういうことはもっと早くに言ってください！」

　情報の共有は大事です！　と、人差し指を立てて責める彩鳥。

　だが説明する前に、改めてこの戦いの勝利条件を再定義する必要がある。

　西郷焰は胸むな元もとから携けい帯たい電でん話わを取り出し、招待状であるその文面に目を通した。





『　─　第二次太陽主権戦争　招待状　─





拝はい啓けい、西郷焰様。

　貴方あなたは箱庭の世界で行われる〝第二次太陽戦争〟への参加資格を得られました。本選参加資格を得る為ために先まずは〝黄道の十二宮〟、〝赤道の十二辰〟に属する星せい獣じゆうを一いつ匹ぴき以上使し役えきしてください。




目標討とう伐ばつ星獣〝金牛宮〟




勝利条件：①〝金牛宮〟の化け身しんの討伐。

勝利条件：②雷らい光こうを搔かき消し、星を在るべき姿に戻せ。







※ルール概がい要よう・開かい催さい期間

　此方こちらは予選ゲームとなりますので、開催期間は七年間とさせていただきます。七年が過ぎ去ると自動的にゲーム敗退となります。誰が討伐しても西郷焰様が討伐したことになりますので、遠えん慮りよなく協力者を募つのってください。




※注意事項※

　この参加枠わくは西郷焰様に第二次太陽主権戦争に参加していただく為に設けられた特別参加枠です。もしも参加を棄き権けん・放ほう棄き・無視、或いは予選敗退された場合は西郷焰様が保有している特別参加枠、及および固有の恩恵ギフト〝千の魔術プロト・イデア〟を回収させていただきますのでご容よう赦しやください。

　尚なお、開催期間中は箱庭から出られませんのでご注意ください。延長については考慮しますが、なるべく期間内に全すべての攻略条件をクリアするようお願いします。







敬具　







第二次太陽主権戦争　進行役　〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟』








「………改めて読むと、随ずい分ぶん舐なめてくれた内容だな。誰だれがクリアしても俺の勝利だと？　まるで助けてもらうこと前提みたいじゃねえか」

「まあ、我々は初心者ですからね」

　しかし冷静になってから考えると、とんでもないイージーモードだ。

　最優先は元の世界に帰ることとはいえこんな書き方をされると意地を張りたくもなる。西郷焰は携帯電話をクルクルと回し、内蔵されているアプリを開く。

　彩鳥は瞳を瞬かせてその様子を見る。

　小首を傾かしげて不思議そうに携帯電話を見つめた彼女は、短い言葉で焰に問う。

「………先輩？　電波は届いてませんよ？」

「分かってる。世界伝承雑学百科っていうアプリを起動してるだけ。俺の知識だけじゃ心もとないからな。ミノタウロス退治やギルガメシュ叙じよ事じ詩しについて補足するには便利だろ」

「あ………あのアプリですか。そ、そうですね。すっかり忘れていました」

　液えき晶しよう画面をスライドしながら二つの伝承を参照する。

　暇ひまな時の時じ間かん潰つぶしにどうぞと彩鳥に勧すすめられてダウンロードしたアプリだったが、こんな形で役に立つとは思わなかった。当人である彩鳥は忘ぼう却きやくしていたようだが、箱庭でこのアプリがあるか否いなかは雲うん泥でいの差さである。

　焰と鈴華がハロウィンや白しら雪ゆき姫ひめ、月の兎うさぎといった伝承にさわりだけでも詳くわしいのは、全てこのアプリのおかげである。

「先まずは勝利条件②───『雷光を搔き消し、星を在るべき姿に戻もどせ』に符ふ合ごうするワードを探す。単語を切り出して検けん索さくしていけば何処どこかでヒットするはずだ」

「は、はい。ちょ、ちょっと待ってくださいね！」

　慌あわててページを開く彩鳥。彼女が携帯電話のアプリで遊んでいる姿を見たことが無いのだが、やはりそういう用よう途とでは使い慣れていないらしい。

　先に順々とページを捲めくって双そう方ほうの伝承を洗っていく焰。

「雷光と星………これ等らの単語を検索するとミノタウロスの本名が〝星と雷光アステの御子リオス〟、っていうことがわかった」

「本名？　名が二つあるのですか？」

「そう。俺は勝利条件②『雷光を搔き消し、星を在るべき姿に戻せ』と二つの名前の整合性を考えたときに、一つの可能性に思い至った。もしかしたらミノタウロスは───元は、人間なんじゃないかってな」

　焰のその結論に、彩鳥は飛び上がるほど驚いた。

「後天的に怪物になった………い、いえ、ちょっと待ってください！　どうしてそのような結論になるのですか!?」

「まずこのアステリオスという名前は、先祖の王族から拝借した名前であるという点。これは誕生時には王族として認められており、人として扱あつかわれていたという証あかし。この時点では後続の王族は彼しかいなかったからな。つまり継けい承しよう権さえも持っていたにも拘かかわらず、彼は怪物として扱われるようになった。此れらの事実から、伝承の表側には残っていない何らかの要因Ｘがあると仮定する」

　そう───何か理由があるはずなのだ。王族から怪物に落とされた理由が。

「これらの仮定が正しかった場合、〝星を在るべき姿に戻せ〟の一文は〝ミノタウロスを人間のアステリオスに戻せ〟という意味になる。此れが星せい辰しん粒りゆう子し体たいに関連した試練ゲームであることを考えると、逆説的に〝星辰粒子体を使えば人間に戻せる〟と解かい釈しやくできなくもないのだが、正しい解答と解釈である保証が無いままに〝原典オリジン〟を消費するわけにはいかない。残りは、もう一つしかないからな」

　焰の告白に、彩鳥は大きく息を吞のんだ。

　声を潜ひそめ、同室している鈴華を見る。

「………ではやはり、鈴華を救ったのは………？」

「ああ。三つしかない〝原典オリジン〟を二つ消費しちまった。もう後がない」

　偶ぐう発はつ的に二つの保存カプセルを持ち込んだ焰だが、彩里鈴華が重傷を負ってしまったときに一つ消費してしまったのだ。鈴華と彩鳥の二人が原典オリジン保菌者ホルダーになってしまったことに対して不安があるものの、共にあの場では他ほかにどうしようもなかった。今後の経過を見てみなければわからないが二人の体内で粒子体はそれぞれ別の個体に変質しているだろう。

　今の大きな問題は、残りの〝原典オリジン〟が一つしかないということ。

　星辰粒子体の〝原典オリジン〟は寄生分ぶん裂れつが不可能な為、血液に近い塩分濃のう度どとアミノ酸で造った疑似体液に浸ひたすことで保存し、外部から水すい晶しよう振しん動どうで32.768kHzの刺し激げきを随ずい時じ与あたえることで緩ゆるやかに自然増ぞう殖しよくさせていくことしか出来ない。零ゼロからの生成が不可能な以上、全ての〝原典オリジン〟を失うことは絶対に避さけねばならないことなのだ。

「………わかりました。先輩の仮定が正しいことを信じましょう。続けてください」

　ぐいっと食い入るように説明を求める彩鳥。

　焰は少しだけ肩かたの力を抜ぬいて背せ凭もたれに身を預ける。

「まあ待て。まだ準備が整っていないから時間がある。彩鳥もゲームについて考えてみろよ」

「私も？」

「おう。神様の視点から造られたゲームなだけあって、考察すればするほど奥深いぞ」

　突とつ然ぜんの振ふりに困こん惑わくする彩鳥。彼女は学校の成績こそ上位だが、こういう思考ゲームは得意ではない。型に嵌はまった中で最善を尽つくすスタイルである彼女にとって、細かいピースから発想を膨ふくらませるというのは苦手な分野の一つだ。

　とはいえ、考えろと言われれば考えてしまう真ま面じ目めさが彼女の良いところでもある。

　口元を押さえて不慣れな携帯電話の液晶画面と格かく闘とうしている姿は何とも微笑ほほえましい。

　見かねた焰は少し得意げに指を立てる。

「それじゃあ、勤勉で素す直なおな後こう輩はいに一つだけヒントを。今回のゲームが開催されて以降、〝無関係な事象は只の一つも存在しない〟」

「………？　というと、台風の被ひ害がいなどもですか？」

「それだけじゃない。ミノタウロスの行動、病原菌きんの症しよう例れいなどを含ふくめた全てに意味がある。………いや本当に、良くできてるよ。ギフトゲームっていうのは、大きな視点で舞ぶ台たいを俯ふ瞰かんしないとクリアできないらしい。今日まで過去のゲームの記録を読んでたんだけど、本当に面おも白しろいぞ。なあ、鈴華」

「んー………いま黒死病のゲームに挑いどんでるから、後にしておくんなまし」

　パタパタと足をバタつかせてゲームの記録と格闘している鈴華。

　其そ処こで彩鳥はようやく気が付く。二人がこの数日間ずっと読書に励はげんでいたのは、経験を補う為に過去の記録を漁あさっていたのが理由だったのだ。

　これだけの都市なのだから、様々なゲームの記録が在ってもおかしくない。

　彩鳥は目から鱗うろこを何度も落としつつ、改めて焰の言葉を嚙かみ砕くだき吟ぎん味みし始める。彼らは自分が思っているより遥はるかに柔じゆう軟なんな思考を持っているようだ。焰の言葉を信じるのであれば、もう一度、事の始まりから洗い直す必要があるらしい。




　事の始まりである〝天の牡牛〟───台風二十四号は赤道を越こえて南半球から北半球に向かって北上し、ヨーロッパから東南アジア沿岸を通って真っ直すぐに日本に向かってきた。

　十二星座の星獣〝天の牡牛〟が召しよう喚かんされたのは、日本に進路を変えた時だろう。二頭の怪かい牛ぎゆうは真っ直ぐに西郷焰の住む東京に向かってきた。

　此れはギフトゲームの参加者である焰が日本に住んでいたからだろう。つまり〝天の牡牛〟が召喚される前のターゲットは、西せい欧おう諸国だったと考えられる。

　次いで事件の中ちゆう核かくにあるのは、やはり伝染病だろう。人体は勿もち論ろんだが農作物にまで感染するこの伝染病は長期的に見た場合、台風被害すら上回る大災害である。天てん然ねん痘とうに酷こく似じした症しよう状じようを起こし皮ひ膚ふにも醜みにくい傷きず痕あとを残すと伝え聞いている。治ち癒ゆした場合でも顔面に醜い瘢はん痕こんが残るため、江え戸ど時代には『美目定めの病』と呼ばれていたのが天然痘だ。

　液晶画面に慣れない彩鳥は四苦八苦しながら読み進めつつ、横目で焰に問う。

「………先せん輩ぱい。この病についてどのぐらい認にん知ちしてますか？」

「それ程ほど詳しくないぞ。菌となっている粒子体を確認していない事に加えて専門外なもんで、正確なことは分からないが………まあ、此れが粒子体の派生物だとしたら、寄生先で形質発現の際に何らかの異常を来きたして皮膚病紛まがいのことが起きてるんじゃないか？」

　焰と彩鳥がゲームの考察を進めていることに気が付いた鈴華は、ゲームの記録をその場に置いて顔を上げる。

「そういえば、皮膚病・天然痘で日本で有名なのは伊達だて政まさ宗むねが隻せき眼がんになったエピソードだよね。醜くなった右目が原因で家族や家臣にも疎うとまれ心を病やんだ幼き伊達政宗が、右目を刳くり貫ぬいて心構えを変える！　っていう有名な話。時代劇にもなってたし」

「す、鈴華も詳しいですね。しかし天然痘とはそんなに劇的に容姿が変わるのですか？」

「あれ、見たことない？『美目定めの病』の名に相応ふさわしく可か哀わいそうなぐらいに───」

　其処でハッと───彩鳥と鈴華は、何かに気が付いたように立ち上がった。

　同時に立ち上がった二人は少し気まずそうに顔を見合わせる。

「わかった！　………けど、閃ひらめきは彩ちゃんと同時か。よし、先にどうぞ！」

「か、感謝します」

　こういう鈴華の大おお仰ぎような振り方は未いまだに慣れない。しかし折せつ角かくだから自分で最後を解き明かしたい気持ちも確かにあった。

　少し気き恥はずかしそうにコホン！　と咳せき込んだ彩鳥は考察を一気に進める。

「天然痘は元々、世界的な病気だったと聞き及んでいます。この病に関する伝説は世界中に残っている。ギルガメシュ叙事詩の中にもそれらしい描びよう写しやはありました。───なら、ミノタウロスの伝承はどうでしょう？」

「ふむふむ。例えば？」

「当時は死の病の一つとされてきた天然痘。此れに王族が蝕むしばまれ皮膚病に罹かかり、その容姿を大きく変へん貌ぼうさせてしまった。高い感染率を誇ほこるこの病から身を守る原始的で確実な手段。例えば迷めい宮きゆうに幽ゆう閉へい………いえ、」

　大きく息を吞んだ彩鳥は、己おのれの導き出した答えに声を震ふるわせる。

「そ、そうか………！　ミノタウロスは迷宮に幽閉されたのではなく、天然痘の患者として隔離されたのですね[image: !!?]」

「うごご、全部言われた！　でもこれで全部話が通ったんじゃない!?」

　彩鳥と鈴華は両手を合わせて共にはしゃぐ。




　つまり───これが最終結論だ。

　クレタ島の王子であり先祖の名を授さずかった〝アステリオス〟。星と雷らい光こうという麗うるわしい先祖の名を与あたえられながら、後の世では食人種であるミノタウロスと呼ばれるようになった。

　即すなわちミノタウロスは、先天的に怪かい物ぶつだったのではない。

　謎なぞの要因Ⅹによって、後天的に怪物と呼ばれるようになったのだ。

　その原因が天然痘による皮膚病───日本で伝わるところの『美目定めの病』なのではないだろうか？




　だがこの解答が正しい物だとする場合、焰にはどうしても気がかりな点が一つ残った。

（確か………ミノタウロスは宝ほう永えい大の飼育小屋を、食い荒らしてたよな？）

　産学連れん携けいの為ために〝エヴリシングカンパニー〟と中等部、そして焰が所属している第三学研の三つで管理していた飼育小屋。

　先述したように、あの飼育小屋は星辰粒子体も無関係ではない。飼育していた豚ぶたの一頭を粒子体の寄生増殖を行う実験体として秘ひ密みつ裏りに使わせてもらっていた。医い療りよう用の粒子体をわざわざミノタウロスが襲おそったのは、何か理由があったのかもしれない。

（事と場合によっては………もうすでに、ミノタウロスの変化は始まっているかもしれない）

　それが吉きちと出るか凶きようと出るか。ここ数日、ミノタウロスの襲しゆう撃げきが無いことも気がかりだ。そろそろ対策を考えなければならない。

　焰が思考の海に再度沈しずみかけたその時。

　ハッと何かに気が付いたように鈴華が手を叩たたいた。

「そうだ、すっかり忘れてた！」

「………忘れてた？　何を？」

「報ほう酬しゆうだよ、報酬！　ゲームをクリアしたら何か報酬なり賞品なりが貰もらえるでしょ？　この太陽のナンチャラゲームに出場するなら、賞品が何なのかも聞いておかないと！」

　きっと凄すごい賞品に違ちがいないよ！　と、人差し指を立ててはしゃぐ鈴華。

　この状じよう況きようでゲーム報酬について考えられる鈴華に対して呆あきれた視線を向けるも、確かに重要な案件だ。星辰粒子体の情報はゲームの過程で得られるとして、それ以外に報酬が用意されるならモチベーションは向上する。

　顎あごに手を当てた焰は、先ほど以上の真しん剣けんさで思考を奔はしらせる。

「そうだな。報酬は大事だ。超ちよう大事だ。それに女王にも協力して参加するんだから、連中からも何か貰えるんじゃないか？　具体的には金銭的な報酬だと嬉うれしいんだけど」

「此これは聞き捨てなりませんね、先輩。今の言い方では我が〝エヴリシングカンパニー〟の資金援えん助じよが不足だという様に聞こえましたが」

　悪戯いたずらっぽく笑って指し摘てきする彩鳥。彼女が本気で言っているわけではないことぐらいわかっているのだが、如何いかんせん西郷焰の飼い主はこの彩鳥お嬢じよう様さまである。

　不興を買わぬように、しかし付け込まれないように前言をフォローする。

「勿もち論ろん、〝エヴリシングカンパニー〟には感謝してますとも。でも援助だけで大型テレビのような贅ぜい沢たく品や孤こ児じ院いん全員で家族旅行なんかはやっぱり難しいだろ？　相手は女王様なんだし、それぐらいの賃金は恵めぐんでくれるんじゃないかなと思って」

「………む。意図はわかりましたが、先輩が孤児院全員で旅行に行きたいというのであれば、検討ぐらいしますよ？」

　守しゆ銭せん奴どと思われるのが嫌いやなのか、彩鳥は少し不満そうに視線を背そむける。

　拗すねた後輩に対して先輩二人は苦笑いを浮うかべて顔を見合わせる。

「よしよし、言げん質ち取ったぜ兄妹シスター。〝カナリアファミリーホーム〟に帰ったら、旅行の計画を立てるぞ」

「うむうむ、楽しみだね姉弟ブラザー。………あ、そうだ！　もし申しん請せいが通ったら、彩ちゃんも一いつ緒しよに行こう！」

「私も、ですか？」

「ああ。今回の研究成果次し第だいでは、かなりの金額の援助が見込めるからな。現実的に考えて孤児院旅行ぐらいの贅沢は許されると思う。ミノタウロスを退治したら研究室も休きゆう暇かをとって、みんなで地中海観光をするのも悪くない」

　焰の提案に、女性二人は歓かん声せいを上げた。

「おお、いいね地中海！　でも泳ぐにはまだ早いかな？　彩ちゃんは水着も新調しないとね！　ほら特に胸とか、この一年で凄い大きくなったみたいだし！」

「ちょ、ちょっと鈴華………！」

[image: ]

　僅わずかに頰ほおを紅潮させて鈴華の口を押さえる彩鳥。

　鈴華は鈴華で「ユーこの機会にビキニ買っちゃえよ！　贅沢な身体からだしてるんだし！」と茶化している。

　女性陣じんが楽しそうに話していたその時。




　バタン！　と勢いよく扉とびらが開き、ネコミミをピンと伸のばしたシャロロが飛び込んできた。

「はいはーい！　お客さん方、起きてますかー!?」

「………シャロ姉ねえ。もう少し気を遣つかって入室しろよ」

　何事かと視線を向ける三人だったが、その後ろから現れたもう一人の少年に意識が移る。

〝アンダーウッド〟を纏まとめる少年ポロロ＝ガンダックは、焰を見つけるや否いなや、腰こしに手を当てて憮ぶ然ぜんと仁に王おう立だちする。

　焰は顔の上から書しよ籍せきを退どけて体を起こす。

「よっ。準備出来たって感じの顔だな」

「ああ。ご注文通りの品を用意したぞ。特注品も特注品の、最新型だ。試運転の名目で貸し出すけど、絶対に壊こわすなよ」

「悪い、何から何まで。貸出料金は女王に付けておいてくれ」

「………。サラッと怖こわいこと言うなお前」

　呆あきれたようにため息を吐つく。ポロロは過か剰じように女王を恐おそれているようにも思えたが、彼の立場を考えるとそうせざるを得ないのだろう。

　藁わら葺ぶきのベッドから立ち上がった焰は、鈴華と彩鳥に視線を向ける。

　───さあ、反はん撃げきの準備は整った。

〝アンダーウッド〟を取り巻く〝天の牡牛〟を睨にらみつけ、焰は上着を着込む。

　反撃の狼煙のろしを上げる為、彼は彩鳥と鈴華を連れて大樹の地下工こう房ぼう───精せい霊れい列れつ車しやの車庫に足を向けるのだった。







[image: 第三章]




　───同刻、大樹より北の廃はい墟きよ。

　怪牛は四し肢しを戦慄わななかせて、前のめりに崩くずれていた。

　全身を駆かけ巡めぐる痛みは怪牛の身を以もつてしても耐たえ難がたく彼を苛さいなみ続けている。心を、魂たましいを削けずるほどの激痛に転げまわっていた。大樹の街で固定式大型弩ど砲ほうの弾だん丸がんを散雨の如ごとく浴びせられたのだ。全身を余すことなく貫いた大型弩砲は怪牛を死に至らしめるには十分だったはずだ。しかし怪牛は激痛を感じることはあっても、死する様子はない。

　地を這はい転げ回ろうと、泡あわを吹ふくほど悶もん絶ぜつしようと、生命活動を止める様子はない。

　それどころか、より活性化し始めていた。

　全身の筋きん繊せん維いは収縮、変質、収しゆう斂れん、圧縮を繰くり返して怪牛を別の生物に導いている。自身の身体に起きている謎の変へん貌ぼうに畏い怖ふし始める怪牛。

　何が起きているのかも分からないまま呻うめき声を上げて地を這うしかない。

　身を隠かくす為に忍しのび込んだ廃墟群に怪牛の雄お叫たけびが響ひびき渡わたる。街から離はなれたこの土地は無人の野に等しい。人の気配などあるはずもない。

「グッ………ギ、ガッ………[image: !!!]」

　僅わずかに人の言語を含ふくんだ悲鳴。口内から無制限に湧わき出す泡と唾だ液えきで形にするのは難しいが、それは確かに人の言葉を含んだ悲鳴だった。しかしその悲鳴も、助命を求める声も、誰だれかに聞きとられることもなく虚こ空くうに消えてなくなるしかない。

　何故なぜなら、今の彼は迷宮の怪牛〝ミノタウロス〟───ギリシャ神群に記述された迷宮の怪物。出口無き迷宮に連れ込まれた少年少女を喰くらう異形。

　即すなわち、食人種である。彼ら食人種とは文字通り、人の因子を持つ種族を喰らうことでしか飢き餓がの渇かわきを癒いやせない種族の総そう称しようだ。

　幻げん獣じゆうや鬼き種しゆなど様々な種族が実在するこの〝箱庭の世界〟の中でも、食人種は共存が最も難しい種族の一つに数えられるだろう。同じく人類を襲う種族は少なくない。アトランティス大陸からこの地に来た幻獣ペリュドンなどは、本能的に人を率先して殺す種族───殺人種として認知されている。此れらの様に知的生命体を率そつ先せんして襲う存在は、如何いかに神々の箱庭であっても共存共生は不可能である。食人種を救おうなどと考える者は、この神々の箱庭でも数少ない。誰も己を喰らうものを救おうとは考えない。この姿を見たものは恐れ戦おののき、一目散に逃にげ出すだろう。

　故ゆえに、今この場で〝ミノタウロス〟を助ける者は存在しない。

　しかしそんな事情とは裏腹に、彼を蝕む激痛は絶えず体を変化させている。後退したはずの知性を総動員して、彼は人の言葉を絞しぼり出した。

　───助けてくれ、と。

　しかし彼が死に物もの狂ぐるいで絞り出した悲鳴は、誰にも聞き届けられることなく廃墟の夜空に消えていった。例え此れが廃墟ではなく人里であっても変わらなかっただろう。恐らくはこれ幸いと狩人かりゆうどに仕留められて御お仕し舞まいだ。

　食人の怪物を見て逃げ出さない者が居るとしたら………それは、同じ食人種か。

　或あるいは、迷宮以上の魔ま窟くつを踏とう破はしてきた、歴戦の冒ぼう険けん者だけである。

「………これは、驚おどろいた。ミノタウロスの伝承にこんな真実が隠されていたなんて」

「っ[image: !!?]」

　砂じや利り、と踏ふむ人の足音。それに反応して頭を上げる怪かい牛ぎゆう。

　声は少年のものだった。身体のサイズに合わない少し小さなローブを着込んだその少年───恐らく、歳は十四歳程度だろうか。身長は推測される年ねん齢れいの平均よりもかなり高く、まだ幼さの残る顔立ちだけが年齢を如によ実じつに表している。

　突とつ如じよとして響いた少年の声こわ音ねは親しげで、意外そうな響きを含んでいる。

　廃墟に現れた少年は怪牛を前に恐きよう怖ふするわけでもなく、何かに見入っているかのようにしげしげと怪牛を見下ろしていた。

　怪牛は激痛に耐えながらも、その少年を見上げる。

　少年は地に臥ふしていた怪牛に歩み寄ると、右手を翳かざして彼の頭とう髪はつに触ふれ、後ろに控ひかえていたもう一人の幼い少女───黒い斑まだら模様の服を着た少女に声をかけた。

「ペスト。彼の痛覚を一時的に麻ま痺ひさせられる？」

「………出来なくないけど。そんなことしていいの、ジン？」

「このままじゃ遠からず痛みで発はつ狂きようするよ。それじゃ困るんだ。彼には正しい形でゲームクリアに貢こう献けんしてもらわないと」

　ジンと呼ばれた少年は斑模様の服を着た少女───黒死病ペストと呼ばれた少女に視線を向ける。

　ペストは彼の意図を問う様に、無言で小首を傾かしげた。

「………随ずい分ぶんと苦しそうだけど。このまま死なせてあげる方がいいんじゃない？」

「だから、それじゃ困るんだ。このミノタウロス………いや、今の彼はアステリオスと呼ぶのが正しいのかな。どうやら無自覚の内に、半はん端ぱな形でゲームのクリア条件を満たしてしまったみたいだ。彼自身、今の自分に何が起きているのか分かってないんだと思う」

　そう言って怪牛───否、彼から手を離すジン＝ラッセル。

　怪牛は意味が分からず怪け訝げんな瞳ひとみのままジンを睨にらみ続ける。だがふと、ジンが口にした名前が気にかかった。

「アス………テリオス………？」

「そう。それが、君の本当の名前だ」

　そうだろ？　と親しげに笑いかけるジン＝ラッセル。

　それでも意味が分からないという視線を向ける怪牛だったが、ジンが〝アステリオス〟という名前を口にした途と端たん───急激に怪牛の身体が収縮し、同時に安定をもたらした。

　巨きよ大だいな双そう角かくは白い頭髪の下に消え、蹄ひづめだった両足には柔やわらかい五指が生える。強きよう靱じんな両りよう腕うでは力強さそのものを残しつつ、人間の腕うでへと変へん幻げんしていった。

　瞬またたく間に変幻していく姿を啞あ然ぜんと見守るペスト。

　確信を持った様に頷うなずくジン＝ラッセル。

　しばし経たつと────怪牛〝ミノタウロス〟は、白はく髪はつ褐かつ色しよく肌はだの少年の姿になっていた。

「っ………!?」

　歳は十代半ばというところだろう。五指に分かれた己おのれの指を見て驚きよう愕がくに染まる白髪褐色肌の少年。それは偶ぐう蹄てい類るいの蹄ではなく正に人間の手そのものだった。

[image: ]

「それが君の本来の身体か。久しぶりの感覚に戸と惑まどうかもしれないけれど、まずはおめでとう。君は晴れて、君の身体と名前ギフトを取り戻もどした」

　ジン＝ラッセルは心からの祝福を告げ、元〝ミノタウロス〟である彼───アステリオスを廃墟の壁かべ際ぎわに運んでやる。急激な変化で今しばらくは動けないと判断しての配はい慮りよだろう。ジンは水樹の葉を取り出して木き彫ぼりの杯さかずきに入れる。

　木彫りの杯は忽たちまち清水で溢あふれた。飢うえて渇いていたアステリオスは奪うばうように杯を受け取り、その水を一気に飲み干す。すると己の総身に活力が湧わいてくるのを感じた。

　きっと、極限状態での変幻だったのだろう。

　もう少し遅おそければ、怪牛はまた違ちがった怪かい物ぶつに身を落としていたかもしれない。

「うん。まずは好きなだけ水分補給をするといい。それからでいいんだけど………君は、自分が参加しているギフトゲームについて覚えているかい？」

　緩ゆるやかな声音の質問。

　アステリオスは渇きを癒すと白髪に水をかぶり、頭を振ふってジンを見み据すえる。

「………ギフトゲーム。この箱庭の世界で開かい催さいされる神しん魔まの遊ゆう戯ぎ、だな。ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。少し記き憶おくに混乱があるものの、其れぐらいの知識はある」

「よしよし。ならそこは省こう。でも神話での君は〝迷めい宮きゆうの怪物〟だったはずだ。そして今は、ギフトゲームの〝主しゆ催さい者しや〟の一人としてゲームに参加している。そうだね？」

　確かく認にんする様に念を押すジン＝ラッセル。頷くアステリオス。

　ジンの言葉を受け、元〝ミノタウロス〟である少年は己の出自を想起した。




　───迷宮の怪物が生まれることになったのは、ギリシャ共和国の地中海───其そ処こに浮うかぶクレタ島でのこと。迷宮の怪物である〝ミノタウロス〟の伝承は、その島の王子がモチーフに成ったとされる。

　神話によると、当時クレタ島を治めていた王は、海神から美しい牛を貸かし与あたえられたが、海牛の美しさに夢中になった王は海神との契けい約やくを違たがえ返へん還かんすることを拒こばみ、その美しい海牛を自分のものにしてしまった。これに激げき怒どした海神はクレタ島の王おう妃ひに呪のろいをかけ、王妃が海牛に恋こいをするよう拐かどわかしてしまう。

　王妃は国随ずい一いちの名工に命じて雌め牛うしの姿を模した人形を作らせそれを着込み、海牛との恋を成じよう就じゆさせ、王妃は半人半牛の怪牛を産むこととなった。

　王妃の産んだ子供は、一度は先祖の名前である〝アステリオス〟という名前を与えられるが、後に改名して〝ミノタウロス〟と呼ばれることになる。

　ミノタウロスは後に王の勅ちよく命めいで脱だつ出しゆつ不可能な迷宮に幽ゆう閉へいされ、九年毎ごとに七人の少年少女を生いけ贄にえとして喰らってきた。ミノタウロスは後に、迷宮に忍び込んだ英えい傑けつテーセウスによって討うたれて伝説は幕を引く。

　隔かく離り迷宮に幽閉され、父王に畜ちく生しようの名を与えられた哀あわれな怪物。

　それがクレタ島の王子。

　ギリシャ語で、星と雷らい光こうを意味する少年───〝アステリオス〟である。




　しかしアステリオスは己の伝承を復唱するものの、己の中に生まれた違い和わ感かんに対して首を傾かしげずにいられなくなった。

「此れが俺の伝承ゲーム………の、はず」

「はず？　どうして推定？」

「いや………知識としては正しい。なのに、実感がない。記憶を上手うまく引き出せない」

　己が〝クレタ島の王子〟であったことは認識できている。

　瞳を閉じれば、地中海の青空と潮しお騒さいを思い出すことが容易に出来る。石造りの宮きゆう殿でんと身を焦こがすような太陽は、彼の魂にまで刻まれている。

　なのに肝かん心じんの、クレタ島で過ごした日々の記憶が無い。

　如何に怪物として生まれ落ちたとはいえ、それは王子から怪牛ミノタウロスに堕おちてからのはずだ。こうして人の姿に戻った以上、人間として過ごした記憶が欠片かけらでもないと辻つじ褄つまが合わない。

「なるほど。つまり、君が人間だった頃ころの記憶が無いと？」

「………わからない。だがそう捉とらえてもらって構わない。そもそも、怪牛に身を貶おとしめた時点で俺には知性が残っていなかった。その弊へい害がいと言われればそれまでだろう。怪牛だった俺がこのゲームで与あたえられた役割は───たった、一つだけだ」

「それは？」

　ジンは身を乗り出して尋たずねる。

　アステリオスは即そく答とうを避さけ、身を壁かべに預けてから天を仰あおぐ。ギフトゲームの主催者の一人として召しよう喚かんされた筈はずの彼にも、今回のギフトゲームの内容は謎なぞが多い。

　彼は半信半疑のまま、脳のう裏りに焼き付いたその役割を口にした。

「………〝救われたいのであれば、西さい郷ごう焰ほむらに会え〟。それが、このギフトゲームに於おける俺の役割らしい」

　怪牛と天牛の二体がピンポイントで西郷焰に向かってきたのは、その役割があったからだろう。この二体は試練ゲームの具現として、西郷焰に出会わなければならない役割がある。

　だが己で口にしてみて、アステリオスは益ます々ます以もつて怪訝な顔をした。己で言葉にしておきながら、随分と不可解な内容だったと改めて思ったのだろう。

　此れが〝記憶を取り戻したければ〟ならばまだわかる。

　しかし〝救われたいのであれば〟とはどういう意味だ。

　ギフトゲームは神魔の遊戯と呼ばれるだけあって、その内容が理り不ふ尽じんなものになることは少なくない。しかしそれでも、最低限の整合性を取れるように造られるものだ。

　二〇〇〇年代に生きる西郷焰と、古代ギリシャ神話に生きたミノタウロスでは、なんら関係性が無いように思えた。

　だがジン＝ラッセルは違ったらしい。何か思うところがあったのか、神しん妙みような顔で顎あごに手を当てたまま深く考え込み、アステリオスに問う。

「西郷焰………それがゲームの参加者の名前なんだね？」

「ああ。俺が知っていることはそれだけだ」

「そう………ありがとう、参考になった。それで、君はこれからどうする？」

　ジンの質問に、アステリオスは鋭するどい視線で応こたえる。

「………ゲームを進めるしかないだろう。西郷焰という男が何者かは知らないが、ゲームの参加者は一人だけ。会えば記憶の手て掛がかりにもなるかもしれない」

「何もなければ？」

「………？　殺すだけだが？」

　大気が凍こごえるほどの殺気を事もなげに放ち、悠ゆう々ゆうと立ち上がるアステリオス。それは間ま違ちがっても十代の少年が放っていい殺気ではなかった。

　廃はい墟きよに隠かくれていた小鳥は飛び去り、小動物が脱だつ兎との如ごとく逃にげ出すほど圧の籠こもった殺気。如何いかに人の姿を手にしたとはいえ、彼の本質は何も変わっていない。

　怪かい牛ぎゆう〝ミノタウロス〟はいまだ健在。ならば敵と相対して、行うことは一つだけ。

「………食べるのかい？　西郷焰を」

「ああ。いい具合に腹も減ったしな。最後に食事をしたのは………数日前の家か畜ちくの豚ぶただったか。あれも悪くはないが、合法的に人を食えるのならそれに越こしたことはない」

　水樹の葉を搾しぼり取るだけ搾り取って、木彫りの杯を捨てる。

　ジンは苦笑いを浮かべて立ち上がった。

「………食人種が家畜を、ね。なるほど合が点てんがいった。それが最後のキーワードか」

「何？」

「何でもないよ。まあ、此れも何かの縁えんだ。ゲームに戻るなら僕の仲間を数人連れていくといい。少し面めん倒どうくさい人たちだけど、君の力になるはずだ」

　ジンがそう口にすると、周囲に人の気配が増えた。

　否いな、今まで気配を隠していた者が現れたのだろう。アステリオスは瞬しゆん時じに四方を囲まれている事に気が付き、大だい戦せん斧ぷを握にぎりしめる。

　───廃墟に隠れている数は、恐おそらく五人。

　アステリオスは曲がりなりにも伝説の怪牛。疲ひ弊へいしていたとはいえ、今の今まで気配一つ感じさせないとは、驚きよう嘆たんすべき手て練だれたちである。

「ふん………存外に用心深いな、貴様。俺がお前を喰くらうとでも思ったか？」

「食べないつもりだったの？」

「当然だ。如何に食人種であっても、命の恩人を腹に収めては流石さすがに寝ね覚ざめが悪い。その程度の礼節はあるつもりなんだけどな。………まあいい。来い、〝疑プ似ロ神ト格・・ケ星ラ牛ヴ雷ノ霆ス〟」

　憮ぶ然ぜんと背を向けるアステリオス。

　彼が右手を上げると、大戦斧が回転しながら飛ひ翔しようして手の中に納まった。十代半ばの少年の手には大きすぎる筈の戦斧は、彼の手のサイズに見合うほどに縮小している。

　だが[image: ]ほとばしる神しん威いに衰おとろえはない。むしろ在るべき姿に成った主人を祝福する様に雷光を放っている。真の名を取り戻した両者は、怪牛以上の力を発揮して見せるだろう。

〝星と雷光アステの御子リオス〟は戦斧を肩かたに担かつぎながら、遠方に見える巨大な水樹───〝アンダーウッド〟を睨にらみつける。

　今の己おのれに他者の救いが必要だとは思わないが、試練ゲームの主催者としての義理は果たさねばならない。記憶の問題もゲームを進めれば何か解決するかもしれない。

　それさえ果たせれば、後は縁も義理も無い相手だ。

　少年は記憶を取り戻す為ため。怪牛は飢き餓がを潤うるおす為。

　其それ々ぞれの己の欲よくを満たすために、大樹の瀑ばく布ふへと足を向けようとした時────大樹の方角から、巨きよ大だいな地鳴りが響ひびいた。

「っ、地じ震しん………？」

　大地が揺ゆれるという災害に耐たい性せいがないアステリオスは、その場に膝ひざをついて周囲の様子を窺うかがう。しかし自然発生した地震にしては様子がおかしい。

　周囲の小動物が慌あわてず怯おびえないのも疑問がある。

　もしやこのジンという少年の仕込みかと疑うアステリオスだったが………ジンはジンで、ポカンと半口を開いたまま〝アンダーウッド〟を眺ながめている。

「………え、うそ。ポロロの言っていた計画って、アレ本気だったの………!?」

「おい、何一人で納なつ得とくしている！　知っているなら説明しろ！」

　揺れる大地に膝をついたまま怒ど声せいを上げるアステリオス。しかしジンは無言のまま答えず、ゆっくりと大樹を指さす。

　途と端たん、大樹の根元から───瀑布と見み紛まがうほどの、巨大な水みず飛沫しぶきが立ち上った。遠方にあるはずのこの廃墟でも目視することが出来るとなると、相当な高さまで上ったに違ちがいない。

　天に届くのではないかと錯さつ覚かくする程ほどに立ち上った水飛沫だがしかし、真に驚嘆すべきは其処ではない。恐らくは大樹の地下から飛び出したであろう巨大な物体は、大河を狭せましと埋うめるほどに巨大だ。軽く見積もっても横よこ幅はばは三〇ｍはあるだろう。

　それほど巨大な鉄の塊かたまりが、大河の上を疾しつ走そうし始めたのだ。

「な………なんだ、あれは!?　鉄の城が水上を走っているのか!?　まさか移動城じよう塞さいか!?」

　アステリオスは予想外のその光景に、思わず声を荒あらげた。彼が生まれた時代を考えれば、それは正に鉄の城と比ひ喩ゆするに値あたいするものだっただろう。

　何せ全長二〇〇ｍの鉄の塊だ。軍事用に使うと誰だれもが考えるに違いない。

　多た岐きに亘わたって流れる大河の道筋の中、選よりにもよって此方こちらの廃墟に向かって疾走し始めている。大河を氾はん濫らんさせながら走る移動城じよう塞さいは、次々と廃墟を飲み込んでいく。

　同じく啞あ然ぜんとしていたペストは、ハッと我に返ってジンを見上げた。

「ちょ、ちょっと。あの鉄てつ塊かい、コッチに来るんじゃない？」

「みたいだね」

「みたいだね。じゃないわよ、逃げないと危ないじゃない！」
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　慌ててジンの袖そでを引っ張るが、身長差もあってビクともしない。

　それどころかジンは顎に手を当てて列車を眺めている。

「いやさ。折せつ角かくの試運転なんだから、至近距きよ離りで見たいなー………って、」

「お馬ば鹿かじゃないの!?　何時いつからそんな自じ虐ぎやく趣しゆ味みに目覚めたのかしらマイマスターは!?　いいから今すぐ逃げるわよッ！」

「駄だ目めだ、もう間に合わないッ[image: !!!]」

　アステリオスが叫さけぶと、更さらに加速した移動城塞が大河の岸を削けずりながら猛もう進しんし始めた。このままでは土ど砂しやと水飛沫の散さん弾だんに飲み込まれる。

　大戦斧・〝疑プ似ロ神ト格・・ケ星ラ牛ヴ雷ノ霆ス〟を大地に突つき刺さしたアステリオスは、巨大な刃やいばを盾たてにしてその陰かげに隠れる。ジンとペストも庇かばおうとした彼だが、それより先に動いた者がいた。

　津つ波なみの如き水飛沫を遮さえぎるように奔はしる虎こ影えい。物陰に隠れていたであろうその虎の影は、ジンとペストの襟えりを咥くわえて虚こ空くうを奔り始めたのだ。

（っ………馬鹿な、何処どこから現れた!?）

　氾濫した河の奔ほん流りゆうに流されないよう堪こらえていたアステリオスだが、その突とつ如じよとして現れた虎に驚きよう愕がくの念を露あらわにした。何故なぜなら、彼が気配を察知していた五人とは全く無関係の場所から突如として虎影が飛び出してきたからだ。それはいつ何時でもアステリオスを強きよう襲しゆうすることが出来たという表れである。もし僅わずかでもジンに敵意を見せていたのなら、瞬時に嚙かみ殺されていただろう。

　ジンは下半身だけ濡ぬらしつつもペストを抱かかえ直し、己を助けた虎に謝辞を述べる。

「ありがとう、白はく額がく虎こ。助けてくれなかったら死んでたよ」

『………それが分かっていたのなら、戯たわむれが過ぎるぞ。曲がりなりにも我らの主人だろう、貴様は。もう少し体を厭いとえ』

「大だい丈じよう夫ぶだって。みんなが居るんだから、誰かが助けてくれると思ってたし」

　それは信しん頼らいなのか、それとも単に物もの臭ぐさなのか。

　真っ白な総身と麗うるわしい毛並みの虎───恐らく仙せん虎この類たぐいと思われるその虎は、安全圏けんまで飛翔すると、主人の受動的な意見に対して呆あきれた様に告げた。

　一方、飛沫をやり過ごしたアステリオスは突如として現れたその仙虎に愕がく然ぜんとしていた。名前からして東洋の霊れい格かくなのだろうが、一目見て産うぶ毛げが逆立つほどの力を感じる。

（明らかに神しん獣じゆう………いや、或あるいは星せい獣じゆうクラスか………!?）

　天の区分を預かる上位星獣。箱庭の三大最強種によって造られた、星造の守護獣。この神々の箱庭でも、永久とわに一度相あい見まみえるか否かという希少種だろう。

　理由もなく人里の近きん隣りんに現れる種族ではない。

　このジン＝ラッセルという少年が連れてきた同士の一人なのだろうが───星獣を従わせる程の人物には、とてもではないが見えない。もし主従だというのなら、特定の種族を強制的に服従させる類の恩おん恵けいを持っているのだろう。万が一にも服従の恩恵を持つなら、アステリオスも気を付けねばならない。

　だがジンと仙虎はアステリオスの焦しよう燥そうには気づく素そ振ぶりもなく、大河の上を走り去っていく移動城塞を見た。

『ふむ。〝天の牡牛〟も移動を開始し始めたな。どうやらプレイヤーはあの城塞の中に居るらしい。まずは〝アンダーウッド〟から切り離はなす策か』

「だろうね。でも不味まずい。此こ処こにはまだ彼が居るんだけど………」

　チラリ、とアステリオスを見る二人と一いつ匹ぴき。

　其そ処こでハッと彼も気が付いた。もしあの移動城塞の中に参加者が居るのなら、此処で見失うとどうにもならなくなる。

　………さて、如何いかがしたものだろう。

　流石にこれでは格好がつかないと苦い顔で佇たたずむアステリオスだったが───その彼の前に、ジンと白額虎が下降してきて問い掛かけた。

「ええと。よかったら、彼に乗る？」

『道中で五月蠅うるさい相方と相乗りに成るのが嫌いやでなければ、だが』

「………。世話になる。あの移動城塞に追いつかないと如何どうにもならない」

　服従の恩恵を持っているらしき相手に借りを作るのは危険だが、そうも言っていられない。まずは追いつくのが先だ。

　ジンとペストに代わり白額虎に跨またがるアステリオス。

　そこでふと、思い出したようにジンが告げた。

「ああそれと、あれは城じゃないよ。そして軍事用でもない。武装なんてバリスタぐらいしかないんじゃなかったっけな」

「………何？　ではなんだ？」

　訝いぶかしげに問い掛けるアステリオス。

　あれほど巨大で堅けん牢ろうな造形をしていながら、戦いに用いないことに違い和わ感かんを覚えたのだろう。あの城塞ならば箱庭を襲おそう最悪の敵───かの天災たちとさえ戦えるはずだ。

　しかしジンはハッキリとその意見を否定する。アレは断じて、争いの為に造られたものではないと、彼は知っている。

　ジンは苦笑いと共に、鉄塊の移動城塞の正体を口にした。

「あれは、超ちよう巨きよ大だい精せい霊れい列車〝サン＝サウザンド〟号。今回の太陽主権戦争の中ちゆう枢すうと運営を担になう予定地であり………僕が一方的に友人と思っている奴やつが作った、最高傑けつ作さくさ」




　　　　＊




　───超巨大精霊列車〝サン＝サウザンド〟号・第一車しや掌しよう室。

　豪ごう快かいな試運転はその派手な見み掛かけに違たがわぬ衝しよう撃げきを車内に与あたえていた。

　何せ家屋を飲み込むほどに巨大な水飛沫を上げての出発だ。忙せわしなく走り回る獣人の車掌たちは衝撃と相次ぐトラブルで右往左往している。

　その中でも一ひと際きわ騒さわがしい、長なが靴ぐつを履はいた三み毛け猫ねこがいた。

　車掌の一人らしいが───怪かい猫びようの類なのだろうか。

　短い尻尾しつぽの先が二ふた叉またに裂さけ、二本足で歩き回っている。

　精せい霊れい駆く動どう機関の炉ろ心しんの中にいる小さな群体精霊たちに関西弁の檄げきを飛ばしつつ、三毛猫車掌は二本足で飛び跳はねながら声を上げる。

「あかんあかん、速度出し過ぎやでチビすけ共！　こんなに速度出しとったら霊脈レイラインに入られへんやろ！　速度落とせ落とせ！」

「おとさなーい！」

「おとせなーい！」

「おとしたらつかまるー[image: !!!]」

　ウッキャー♪　───と、轟ごう々ごうと燃え盛る炉心から顔を出してはしゃぎ始める、赤いマントの炎ほのおの群体精霊たち。何処か茶ちや化かした様子なのは、彼女たち炎の群体精霊の陽気な性格から来るものだろう。同じく石炭の山から顔を覗のぞかせた地精───二ふた叉またのとんがり帽ぼう子しを被かぶった精霊が、窓の外を指さして叫ぶ。

「牛！　空から牛きてる！　メルルたち、逃にげる！　速度落とせない！」

「ええい、詳くわしく説明されんでもわかっとるわい！　でもありがとな二番目！」

　ビシッ！　と爪つめを立てる三毛猫車掌。

　状じよう況きようは把は握あくできたが、改善方法は見つかっていない。

「せやけど参ったな。この速度のままじゃ、霊脈の超ちよう加速ができんやないか。延々と大河と地表付近を奔ることに………」

「いいや、それでいい！　ガンガン飛ばせ三毛猫！」

　右往左往している機関室に、ポロロの声が響ひびいた。先頭車両の中でも一番煤すすだらけになるこの機関室に頭首である彼が来るのは珍めずらしい。

　三毛猫は慌あわてて敬礼の姿勢を取る。

「せやけど二代目！　このままやと牛畜ちく生しように襲われます！　〝サン＝サウザンド〟号が破は壊かいされるようなことになったらどないするんです!?」

　焦あせりながらも端たん的てきに状況を伝える三毛猫車掌。

　同行していた西郷焰は精霊列車の動どう力りよく炉ろや二足歩行の長靴を履いた三毛猫等らを詳しく見たい気持ちをグッと抑おさえ、同じくポロロに問う。

「ポロロ。俺も其処の………ええと、其処の猫車掌さんと同じ意見だ。〝天の牡牛〟を上手うまく〝アンダーウッド〟から引き離せたからいいけど、このままじゃ不味くないか？」

「ハッ、其処らの列車と一いつ緒しよにしてもらっちゃ困るなッ！　この精霊列車の車体は全体の四〇％が〝金剛鉄アダマンテイウム〟で出来た特別製だぞ！　ちょっとやそっとの襲しゆう撃げきで壊こわれることは無い！　このまま速度を上げて突っ走ぱしれッ！」

「りょ、了りよう解かいです二代目ー！」

　ポロロは興奮した様子で檄を飛ばし、三毛猫車掌は大おお慌あわてで石炭を放り込む。

　動力炉の精霊たちは投げ込まれた石炭に齧かじりつくと、即そく座ざに燃ねん焼しようさせて勢いを上げていく。

　焰はその様子を興味深そうに眺ながめながらも、我が慢まんできずに問う。

「ポロロ。まさかとは思うが、この巨きよ大だい列車は蒸気機関なのか？」

「そんなわけねえだろ。それじゃ力の転てん換かん効率が悪すぎる。各動力部に別べつ途との群体精霊の巣を作って、相そう互ご互ご換かんさせることで動力に変換してるんだよ」

「………。は？　え、じゃあ何か？　燃焼で得たエネルギーを他の精霊とやらを通して、シェアしてるってこと？　つまり燃焼エネルギーの転換率一〇〇％？」

「そうなんじゃない？　詳しくは知らないけど………本人たちに聞けばいい。どうなんだチビーズ」

「チビーじゃなーい！」

「一〇〇％でもなーい！」

「でもそれにちかーい！」

　───マジかよ、と。焰は思わず心の中で呟つぶやいた。神々の箱庭というのは伊達だてではないらしい。この世界はもしかして宝の山なのではないのだろうかと認にん識しきを改める。

　とはいえ、あの愛らしい精霊を解かい剖ぼう出来るほど焰は心を鬼おにに出来るわけではない。道徳の問題と倫りん理りの壁かべは大きい。………しかし機会があれば、表皮か体毛を分けてもらおう。

「ツッコミ入れたいところは一いつ杯ぱいあるけど、とりあえず了解した。話を戻もどそう。先まずは安全圏まで逃げて、それからどうする？」

「〝アンダーウッド〟から引き離しさえすれば、速度を落として霊脈の流れにのり超加速することができる。作戦は時間を作ってからゆっくり立てればいい」

　ポロロの意見に、焰は顔を顰しかめた。彼の口にする時間とは、ゲームクリアの刻限のことだろう。しかし焰たちの刻限は違ちがう。彼らには帰らねばならない事情があるのだ。

　特に彩あや鳥とは深刻だろう。焰と鈴すず華かの二人は十六夜いざよいが誤ご魔ま化かしてくれているだろうが、彼女に関しては事態が切せつ迫ぱくしているに違いない。何せ〝エヴリシングカンパニー〟のご令れい嬢じようである。今いま頃ごろは大問題になっている頃ころだろう。

　焰は携けい帯たい電でん話わを取り出し、少し後こう悔かいしたように画面を睨にらむ。

「通話切っちまったけど、失敗したな。せめてプリトゥさんに連れん絡らくしてもらう様に言うべきだった。イザ兄にいと連絡を取りたいけど………ポロロ。どうにかならないか？」

「それなら女王に頼たのめばいい」

「女王に？　それは、それが出来れば一番だけど………どうやって？」

「この精霊列車には貴き賓ひん室を兼かねた謁えつ見けんの間がある。其処に行けばいい」

　焰は改めて驚おどろいた。まさか巨大列車に女王専用の謁見の間があるとは思わなかった。

「この〝サン＝サウザンド〟号は製造こそ俺たち〝六本傷〟のコミュニティだけど、所有権は女王の物だからな。此れが太陽の主権戦争の予選扱あつかいなら、どちらにせよもう一度話を聞いておいた方がいい。本選のギフトゲームは、従来の物と少しルールが違う」

「………そうなのか？」

「そうなんだよ。今回から〝主催者ホスト〟と〝参加者プレイヤー〟に加えて新たにもう一枠わく───」

「しゅ、しゅうげきー！　しゅうげきー！」

「しょうげききますー！」

「落らく雷らい注意！　みんな、摑つかまって！」

　会話の最中、幼い声と潑はつ剌らつとした声の二つが列車の中に響いた。

　直後に轟とどろく雷らい鳴めい。輝かがやく雷光。天空より落ちたその稲いな妻ずまは的確に精霊列車を打ち据すえる。獲え物ものを決して逃がさぬと蠢うごめきながら積乱雲が迫せまる。

　意思を持った大おお嵐あらしは渦うずを巻いて蠢き、その姿を一匹の偶ぐう蹄てい類るいに変えていく。

〝天の牡牛〟は稲光を発しながら、天空を揺ゆるがす程ほどの雄お叫たけびを上げた。

『ＧＥＥＥＥＹＡＡＡＡａａａａａ────[image: !!!]』

　蹄ひづめで天を搔かき疾しつ走そうする巨大な獣けもの。その姿はもはや目視できる範はん囲いではどれ程の巨きよ体たいを誇ほこるのか正確に測ることさえ難しい。

　稲妻を鋭するどい角に変え、高密度の積乱雲を総身にし、今まさに天を落とす勢いで迫る。

「っ………！」

　雷雨と風を受け激しく揺れる精霊列車の車内。焰は耐たえ切れずに倒たおれた。

　しかし雨風で大河は氾はん濫らんし稲妻で大地は削けずられるものの、精霊列車はその軌き道どうを外れる様子が無い。激しく車体は揺れているが、それだけだ。

　外界のそれと違い電線から動力を供給されているわけでもない精霊列車を止めるには、本体を破壊するか線路を外すしかない。しかし精霊列車はまるで自然界に不可視のレールが敷しかれているのではないかと錯さつ覚かくするほどに規則正しい軌道で走り、車輪を大地と大河に嚙かみ合わせながら進んでいる。

　焰は激しく揺れた衝撃で横転し頭を打っていたが、それどころではない。

　普ふ通つうの列車ならばただ走っているだけでも足場が不安定だというのに、精霊列車は雷らい雨うに貫つらぬかれてもただ激しく揺れているだけだった。

　今も正常に走り続けている精霊列車に驚いて、瞳ひとみを瞬またたかせる。

「す………凄すごいな。ちょっと聞いたことが無いぐらい豪快な雷鳴の雨だったぞ」

「ふふん。このぐらいで驚かれちゃ困るな。まだまだ本当の力はこんなもんじゃないぞ。霊脈レイラインの中にさえ入ってしまえば此方こちらのもんだ。後はミノタウロスの迷めい宮きゆうまで一直線って寸法よ」

　ポロロは横転して逆さまになった体勢で精霊列車の性能を誇る。しかし己おのれのコミュニティが星獣の連撃を弾はじくほどの恩おん恵けいを作り上げたのだ。頭首ならば誇りたくもなるだろう。

　身体からだを起こしたポロロは尚なおも揺れ続ける精霊列車の手て摺すりに摑まって、思い出したように告げる。

「ほら、今のうちに女王に会いに行け。物好きなあの人のことだから、今頃は無断で貴賓室か謁見の間を占せん拠きよして物もの見み遊ゆ山さんでもしてる頃だろうよ」

「わかった。何から何まですまない。お礼はきっと何かの形で」

「いいってことよ。十六夜の旦だん那なには山ほど借りがあるからな。その身内なら俺たちの身内みたいなもんさ。気軽に構えておいてくれ」

　ヒラヒラと手を振ふり、焰を見送るポロロ。

　しかし此れだけの巨大な精霊列車を軽く貸し出してくれるとは、何とも気前のいい少年である。或あるいはそれほど多大な借りが十六夜にあるのだろうか。

　何いずれにせよしばしの猶ゆう予よが出来たことに代わりはない。

　焰は手摺りに摑まりながら別車両に向かう。

　だが安あん穏のんと構える焰とポロロの与あずかり知れぬ所で、別の脅きよう威いが迫っていた。







[image: 第四章]




　───〝サン＝サウザンド〟号・最さい後こう尾び車両。

　最後尾は車しや掌しようたちが居住する車両となっている。今は試運転だが、本格的に始動すれば幾いく年ねんにも亘わたる長い旅路が始まるからだ。

　貴賓車両、寝しん室しつ車両、舞ぶ踏とう会を開く車両に遊ゆう戯ぎ車両と様々な内装が施ほどこしてある〝サン＝サウザンド〟号を運行するのだから、自然と車両内には多くの車掌が移住してくる。

　だが当然それだけではない。

　殿しんがりを務める最後尾の車両には、襲撃者に備えた数多あまたの武具や恩恵が安置されていた。緊きん急きゆう時の際には此こ処こから外敵を迎むかえ撃うつべく車掌や戦士たちが戦いの準備を進める手て筈はずになっているのだ。

　そして今まさに〝天の牡牛〟に襲おそわれている〝サン＝サウザンド〟号の最後尾車両は───〝天の牡牛〟とはまた別の脅威への対処に右往左往し始めていた。

〝六本傷〟のコミュニティ戦せん闘とう部門を担当しているシャロロ＝ガンダックは監かん視し精せい霊れいである〝ラプラスの小こ悪あく魔ま〟・通つう称しようラプ子Ⅸナインから緊急の知らせを聞いていた。

　シャロロは特別製の車しや掌しよう帽ぼうと愛用の三叉槍トライデントを肩かたから担かつぎ、顔に緊きん張ちようを走らせる。

「〝天の牡牛〟以外の襲しゆう撃げき者………？　何処どこの物好きっすか、ラプ子Ⅸ」

「まだ距きよ離りがある為ためわかりかねますが、虎とらの幻げん獣じゆうと騎き乗じよう者が一人です。凄すさまじい速さで接近してきています」

　シャロロは途と端たんに表情を険しくした。

「ほほう。未知の敵っすか。しかし天下の〝六本傷〟が作り上げた最高傑けつ作さく〝サン＝サウザンド〟号の試運転を襲うとは不ふ逞ていな輩やから！　〝六本傷〟の主戦力はすぐに迎げい撃げき準備！」

「げいげきじゅんびー！」

「たま詰づめ開始ー！」

「しょうこうきのよういー！」

　ウッキャー♪　と楽しそうにドタバタ走り回る群体精せい霊れいと、緊張した面おも持もちで準備を進める〝六本傷〟の戦士たち。

　シャロロも胸当てとグローブを着け直すと、こっそりラプ子Ⅸに問う。

「………で、どれぐらい強そう？　私たちでもなんとかなる？」

「普通にぶつかりあっては難しいかもしれません。唯ただでさえこの大嵐ですから。パッと見たところ高位の幻獣………或いは、神しん獣じゆうクラスかと」

「うひゃあ、マジか！　なら騎乗者は魔ま王おうの可能性も考えとかないと不味まずいっすねー！」

　シャロロは冷や汗あせを搔きながら槍を強く握にぎり緊張を強める。唯でさえ〝天の牡牛〟という強力な星獣が襲ってきているのだ。魔王との挟はさみ撃ちは最悪の展開である。

　一方、警備の問題で共に最後尾まで足を運んでいた彩あや里ざと鈴すず華かは、〝魔王〟という単語を聞いた途端に瞳を丸くして驚いていた。

「ちょ、ちょっと待った！　今、魔王って言った？　箱庭にはそんなのまで居るの!?」

　少し瞳を輝かせながら問う鈴華。物好きな先せん輩ぱいを持って困ったように苦笑いを浮うかべる彩あや鳥と。魔王と聞いて恐おそれ戦おののくどころか、物もの見み遊ゆ山さんにでも行きかねないテンションだ。

　鈴華のテンションに押されたシャロロに代わり、黒くろウサギが飛び出てウサ耳を立てる。

「ＹＥＳ！　魔王とは個人に与あたえられた名めい称しようではなく、箱庭に蔓延はびこる最強の天災の総そう称しようでございます！　彼らは個々が強力な恩恵を持ち、時に一国を、或いは一時代を改変してしまえるほどの能力を秘ひめている者たちなのですよ！」

「ほ、ほほう？　それは凄いね。スケールが大きすぎて実感わかないかも！」

「まあ、外界の人間はそれが正常っすよ。ぶっちゃけ、鈴華さんたちを召しよう喚かんした女王だって魔王の一人です。粗そ相そうは勘かん弁べんしてくださいね。………つーか、追っ手が本当に魔王だったら私たちの手に余りまくるっす。打つ手なしです」

　ネコミミの裏を搔きながら困ったように告げるシャロロ。

　だがそう簡単に諦あきらめてもいられない。すぐに腕うでを組んで案を練る。

「とはいえ、霊脈にさえ入ってしまえば此方の逃にげ勝ちなんですがね！　超ちよう加速した精霊列車に追いつくことは物理的に不可能なんだから、要は時間を稼かせげればよいわけで！」

「………なるほど。では其そ処この弩ど砲ほうで反はん撃げきしますか？」

「あー無理無理。甲かん板ぱんに弩砲バリスタを上げた所で、この大嵐っすよ？　落雷に撃たれる可能性もあるし、そもそも真っ直すぐに矢を当てるなんて不可能じゃない？」

　精霊列車の車両甲板には開閉可能な個か所しよが幾いくつかあり、其処から車両の上に弩砲バリスタを上じよう昇しようさせて設置するように出来ている。準必中の恩恵を授さずかっている弩砲バリスタの矢は、照準さえ合えば追つい尾びで敵を追う魔ま弾だんだ。対象が叩たたき落とすかよほど激しい雨風で勢いを殺されなければ外すことは無い。しかし雷雨で視界が悪く照準を合わせる事すら難しいこの状じよう況きようでは、その性能を十全に活いかすのは難しいだろう。

　妙みよう手しゆが見つからぬまま黙だまり込む二人に、黒ウサギはウサ耳を伸のばして進言する。

「シャロロ様。敵は明らかに無法者。〝六本傷〟が所有していらっしゃる〝主催者権限〟───〝Der gestiefelte Kater〟を発動してはいけないのですか？」

「んー………今は無理。詳くわしくは話せないけど、アレって敵と対話できる距離じゃないと意味ないの」

「………では乗り込むまで静観し、車両内で迎え撃ちますか？」

　ラプ子Ⅸの提案を受け、それが無ぶ難なんかな、と呟つぶやく一同。

　時間を稼げればそれが一番なのだろうが、詰つめ込んでいる弩砲バリスタは二十五台しかなく、弾だん幕まくを張るにも心もとない数だ。ならば予あらかじめ待ち受ける準備を進めておき、乗り込んできた出で端ばなをくじくというのが王道だろう。

　車両内を荒あらされることになるが状況が状況だけに仕方がない。

　地の利がある以上、格上相手に奇き襲しゆう戦法は有効である。

　シャロロは手を叩いて注目を集めた。

「よしみんな！　すぐに迎撃に取り掛かかろう！　車両内のトラップを全すべて起動させて、各自荷物の移動を！　もし本当に魔王が相手になるようなら、最後尾の車両は霊脈突とつ入にゆうの前に切り捨てるから！　最低限の荷物と貨物の移動が終わり次し第だい、迎撃準備を───」

「お待ちください」

　シャロロの号令を遮さえぎるように、彩鳥がそっと手を上げた。

　意外な人物の提案を受け、シャロロはネコミミを立てて振り向く。

「おう、どうしたよ巨きよ乳にゆうっ子。何かいい案でも？」

「はい。弩砲バリスタの運用について、私に案があります。要するに、今のままでは碌ろくに当たらないというのが問題なのですよね？」

「ＹＥＳ！　ですがこの大おお嵐あらしの中でバリスタ弾だんを命中させるだけの技量は我々にはありませんので………もしその技量を持った方がいるのであれば、話は別ですけれども」

　黒ウサギは少し引っかかる言葉で彩鳥に視線を向ける。黒ウサギは彼女がとある女性と同一人物なのではないかと疑っていた。もし久藤彩鳥が黒ウサギのよく知る人物と同一人物だとしたら、この様な嵐の中であっても的確に敵の頭ず蓋がいを撃ち抜ぬいて見せるだろう。

　しかし彩鳥は黒ウサギの意図など全く意に介かいさぬという体ていで首を振り、鈴華の方へ振り返った。

「鈴華。どうやら出番のようです」

「私？　でもあんな大物使えないよ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。鈴華が撃つのではありません。鈴華は射手ではなく───貴女あなたは、砲台そのものになればいい」

　───はい？　と、一いつ斉せいに疑ぎ問もん符ふが車両の中を埋うめ尽つくす。

　特に鈴華の様子は深刻だ。

　根が真ま面じ目めな彼女は彩鳥に言われた通り〝砲台そのものになった彩里鈴華〟を想像し、味のあるしかめっ面つらのまま両りよう腕うでを組んで呻うなっている。口をパクパクさせている様子を見ると、さぞかし面おも白しろい絵面を想像したのだろう。

　彩鳥は少しだけ楽しそうな笑えみを浮かべたまま、一同に振ふり返る。

「余り深刻に考え込む必要はありません。所しよ詮せん、外界の小こ娘むすめの戯たわ言ごとです。試ためしてみる価値があるかもしれない、という程度の策です。頼たより切ることなく、双そう方ほうの策を進めていただければ良いかと」

「………ＯＫ。そっちは任した！　私たち〝六本傷〟は迎撃準備に入るから、何人か必要な数だけ連れて行って！」

「ありがとうございます、シャロロさん。───ああ、黒ウサギさんはシャロロさんの手伝いをしてあげてください。私の方は数名と鈴華がいれば大丈夫ですから」

「そ、そうですか？　でも御お二人と数名だけではいざというときに困るのでは」

「いえ、大丈夫です」

　柔やわらかくも有う無むを言わせない笑顔に押され、ウサ耳をへにょらせる黒ウサギ。どうやら警けい戒かいされてしまったらしい。こうなると簡単には尻尾しつぽを摑つかませてはくれないだろう。

　仕方なく引き下がり、黒ウサギは車両内で迎撃部隊に回った。




　　　　＊




〝サン＝サウザンド〟号の中で二面作戦の展開が進む中───襲撃者であるアステリオスと白はく額がく虎こは、着々と精霊列車へと歩を進ませていた。仙せん虎こに跨またがる怪かい牛ぎゆうアステリオスは巨きよ大だいな戦せん斧ぷを肩から担ぎ、襲撃する機会を窺うかがっている。

　しかし精霊列車に近づかないのは警けい戒かい心しんからではない。

　道中で合流すると聞いていたもう一人が、一向に姿を現さないからだ。

　アステリオスは痺しびれを切らしたように牙きばを剝むきながら、白額虎に問う。

「おい、白額虎とやら。お前の仲間はまだ合流しないのか？」

『許せ。気分屋でいい加減な娘なのだ。もう間もなく来るとは思うのだが………』

「それも既すでに三度聞いた。貴様、俺が鳥頭とでも思っているのか？」

　むぅ、と言葉を失う白額虎。更さらにコツコツと腹を小突いたアステリオスは、歩を進める様に告げる。

「このまま逃げられては癪しやくだ。そもそもお前たちの目的は俺に正常なゲームを進行させることなのだろう？　ならばつべこべ言わずに俺を運べ。もしくは鉄の城を止めろ」

『………。致いたし方ない。あの娘の小言は後で聞くとしよう』

　小さくため息を吐つく白額虎。その姿は本来在るべき威い厳げんとは程ほど遠とおい様に思えたが───刹せつ那な、その評価は一いつ瞬しゆんにして覆くつがえった。

　踏ふみ出した前足が大気を絡からめた途端、星せい獣じゆうの奔はしる速度が激変した。

　視界を遮っていた雷らい雨うは仙虎の身体からだを避よけるように逸それ、暴風は追い風となって彼の背中を押し始める。急な加速にアステリオスは堪たまらず上体を反らしたが、爪つめを突つき立てる勢いで白い体毛にしがみ付き、仙虎を両足で挟む。

　危あやうく落ちる所だったが、常人ならばまず加速の衝しよう撃げきに体が耐たえられなかっただろう。

　曰いわく───ギリシャ神群の鷲獅子グリフオンは騎き手しゆを加速から守るために、流体を操あやつって騎手を守ると聞き及およんでいる。それは鷲獅子という幻獣が創造された理由が〝戦車の牽けん引いん〟と〝神々の宝守り〟の二つだからだ。自身の加速で戦車の搭とう乗じよう者を殺してしまうようでは騎獣として失格だろう。

　だがこの純白の仙虎は違ちがう。

　此れは本来、己おのれの背中に騎手を乗せるという発想を持っていない。今の加速は搭乗者は勿もち論ろんのこと、周囲の生きている者の命を全て刈かり取るような危険度だ。

　実際、彼の加速は雨風を突き破って精せい霊れい列車に衝撃を与えていた。

　側面から衝撃を受けた精霊列車は激しく揺ゆれ、僅わずかに大河の線路を脱だつする。其処で白額虎は精霊列車が走っているのが霊れい脈みやくの表面だと気が付く。

　少し距きよ離りを取った白額虎は、低い声で唸うなる。

『………む。不味まずいぞ、怪牛。どうやらこの鉄の城は〝金剛鉄アダマンテイウム〟で造られているようだ。しかも霊脈の上を走って加護を得ているらしい。破は壊かいすることはおろか、生半可な力では止めることもできん』

「それはそれは………ギリシャの至宝で城を造るとは、箱庭には剛ごう毅きな者がいるものだ。流石さすがの星獣もお手上げか？」

『業ごう腹はらだが、乗り込むしかあるまい。何処どこかに入り口があるはずだ。或あるいは外がい壁へきを切り崩くずすという手もある。金剛鉄で出来ているとはいえ、貴様の戦斧であれば切り裂さけるはず。見たところその戦斧………ゼウスの雷らい霆ていの原型であろう？』

〝疑プ似ロ神ト格・・ケ星ラ牛ヴ雷ノ霆ス〟を指して告げる白額虎。口調に確信がある様子から、アステリオスは否定することに意味はないかと肩かたを竦すくめる。

　本来のアステリオスが使う両りよう刃ば斧おのは、正式名称をラブリュス───即すなわち〝迷宮ラビリンス〟の語源に相当する恩おん恵けいであり、ケラヴノスとはまた別の武具になる。此れは此れで非常に強力な恩恵なのだが、太陽主権が形となったこのケラヴノスはそれさえも凌りよう駕がする。

　牡お牛うし座ざの主権として授かっているこの両刃斧は、西せい欧おう、北欧、東洋の様々な神々の原型神器に相当する力を持っているからだ。

　両刃斧の両りよう刃ばは過去、最も神聖な獣の一つである牛の角に見立てられ、天空の支配者の権能の象しよう徴ちようとして扱あつかわれることが多かった。

　西欧ではゼウスの雷霆。

　北欧ではトールの鉄てつ槌つい。

　東洋ではインドラの金こん剛ごう杵しよ。

　両りよう端たんで敵を撃うつ力強い造形は、主神や軍神の武器として見られ、云いわば〝最強の証あかし〟でもある。故ゆえにこの斧は十二星座の中でも最強の破は壊かい力を持つ権能を授かっているのだ。

　如何いかに神々の武具に相当する金剛鉄の城じよう塞さいであっても、一ひと振ふりで両断することが可能となるだろう。全ての力を解放したケラヴノスを凌しのげるのは十二星座の加護を得た最堅けんの盾たて───山羊やぎ座のイージスぐらいのものだろう。

「ふん………流石は星獣と云ったところなのか。だが聊いささか以上に見立てが甘いぞ、仙虎。俺が〝疑プ似ロ神ト格・・ケ星ラ牛ヴ雷ノ霆ス〟を本気で振るえば七里四方───地平線までが塵じん芥かいと化すだろう。俺自身に、そのつもりが無くともな」

『ほほう。無益な破壊は好まぬと？　怪牛と呼ばれる割には随ずい分ぶんと手て緩ぬるいな。周囲の被ひ害がいを鑑かんがみるとは、まるで高潔な武人のようではないか』

　茶ちや化かすような口ぶりの白額虎。

　彼にはからかう以上の意図など皆かい無むだったが、此れが予想以上の反応で返ってきた。

　激しく瞳ひとみを揺らして絶句したアステリオスは、恐おそる恐る口を押さえて苦い顔を浮うかべている。白額虎の顔を啞あ然ぜんと見ていた彼だったが、己が何者であるかを嚙かみしめるように手の平を睨にらみつけて告げる。

「………そう、だな。いや、その通りだ。何を言っているんだ、俺は。無む辜この民たみに被害が及ぼうと、怪牛である俺には関係がない。今のは、ミノタウロスが発するべき言葉ではない………いや、」

　アステリオスは己の言葉を吟ぎん味みするように口を閉とざす。

　そもそも怪物とは、志向性を持った災害のことを云う。

　前述したペリュドンなどは正にそれだ。

　ペリュドンは〝生きる為ために他ほかを殺す〟のではなく〝人を殺す〟という本能と理由を以もつて存在している。だが彼らが生を謳おう歌かする上で決して───人を殺す必要はない。殺人種が人類を殺さずとも生きていけるかと問われれば、答えは間ま違ちがいなく是ぜとなるだろう。

　それはミノタウロスにも同じことが云える。

　迷宮の怪物であるミノタウロスは食人種ではあるが、決して人を食さねば生きていけない種族というわけではない。

　むしろ生きていく上で必要な栄養価を鑑みた場合、効率は悪いと断じることが出来る。

　それでもミノタウロスが食人を犯おかすのは───魂たましいを持つ生命体を喰くらうという行こう為い、その冒ぼう瀆とくに宿る怪物性に依い存そんした霊格だからだろう。

「───。そうだ、俺は間違ってない。ミノタウロスは殺人種ではなく、食人種だ。だから食人に繫つながらない殺人は犯すべきではない。………紛まぎらわしい言い方をするな、仙虎。俺は、何も間違っていないではないか」

　憤いきどおりながら白額虎を責めるアステリオス。

　白額虎はその煩はん悶もんにも似た思考と歪ゆがんだ合理性を見み抜ぬきながらも、特に何の感かん慨がいもないままに謝辞を述べた。

『そうか。それは済まないことをした。確かにお前は間違ってない。以後はお節せつ介かいなど慎つつしむとしよう。………して、どうする？　今のままでは侵しん入にゆうは困難だぞ？』

　本題に戻もどす。今はこの巨大な移動城塞にどのように攻せめ入るかが問題だ。

　依い然ぜんとして〝天の牡牛〟の猛もう攻こうに晒さらされている精霊列車だが、その速度は衰おとろえることを知らない。星獣の疾しつ走そうから見れば取るに足らぬ速度だが、どんな切り札が隠かくされているかは定さだかではない。甘く見て反はん撃げきを受けるか取り逃にがすような醜しゆう態たいは避けたい。

　疑似雷霆による必殺の一いち撃げきを封ふうじているアステリオスは、しかしそれでも勝算ありと不敵な笑みを浮かべる。

「其れについてだが、俺に考えがある」

『ふむ。話を聞こう』

「要するに、だ。俺はミノタウロスとして正常なゲームを開かい催さいし連中と戦えばいいんだ。ならば俺たちが中に入らずとも、連中に出てきてもらう方が早いと思わないか？」

　嗜し虐ぎやくの笑みを浮かべるアステリオス。白額虎としてもそれが叶かなうのであれば願ったりだ。しかしどのようにするのだと視線で問う。

　アステリオスは懐ふところから小さな祭さい儀ぎ用の両刃斧を取り出した。

　すぐにそれが強力な恩恵だと気が付いた白額虎だが───突とつ如じよ、大気を踏んで精霊列車から飛び離はなれる。

　何事かと構えるアステリオスだが、すぐに事態を把は握あくした。

　精霊列車の甲かん板ぱんが開き、弩ど砲ほうが現れたのだ。

『来るぞ！　構えろ怪牛！』

　白額虎の警告を受けて身構えるアステリオス。アレが先日と同じ性能を持った弩砲ならば、避けた所で追つい尾びしてくるに違いない。

　全すべて叩たたき落とす覚かく悟ごで挑いどまねば難しいだろう。

　片手に両刃斧を持ち、もう一つの手で白額虎の毛皮を握にぎって構えるアステリオス。

　一いつ斉せい掃そう射しやの合図と思われる銅ど鑼らが鳴ると、雨風を突き破ってバリスタ弾だんが撃ち放たれる。数は十二発、真っ直すぐに迫せまるのは三発のみ。この程度なら叩き落とすのに苦心はしない。

　装そう塡てんした弾たまを即そく座ざに打ち出すも、直線に進んだ割合は似たり寄ったりと見るに堪たえない。この程度の腕うでで挑まれると怒いかりを通り越こして呆あきれてしまう。

　装塡、速射の速度だけは褒ほめてもいいが、此れではまるで素人しろうとのそれだ。

　即座にバリスタ弾を叩き落としたアステリオスは、敵の戦力と状じよう況きようを即座に理解して己を鼓こ舞ぶする。

「この雷雨の中で弩砲を選んだは失敗だったな！　その程度の腕では、まぐれ当たりもあるまい！　未熟を恥はじながら、ケラヴノスの錆さびと成れッ！」

　白額虎の腹を蹴けり、弩砲に接近するように指示を出す。甲板に弩砲が出たということは、開閉用の扉とびらと昇しよう降こう機きがあるということ。

　即座に意図を理解した白額虎は、甲板の上に現れた弩砲に向けて疾しつ駆くする。彼の健けん脚きやくならば弩砲を破壊し射手を討うつまで秒を跨またぐことは無い。

　音を置き去りにし、風を追い抜ぬく俊しゆん足そくで接敵した白額虎は牙きばを剝むいて弩砲に襲おそい掛かかる。しかし彼の牙は───哀あわれにも虚こ空くうを裂くに留とどまった。

『っ、弩砲が消えた………!?』

　そう、消えた。

　───消えたのだ、弩砲そのものが。先ほどまで号ごう砲ほうを放っていた弩砲は、狐きつねに化かされたかのように痕こん跡せき一つ残ってはいない。

　射手を含ふくめて雲うん散さん霧む消しようしてしまったのだ。

　突とつ然ぜんのことに白額虎は勢い余って甲板を滑すべっていく。

　足場が濡ぬれているのに加えて金剛鉄の板の上では爪も立てられない。勢いが止まらず後ろ足で大気を踏み、止とどまった白額虎だが、この場ではそうするべきではなかった。

　アステリオスは白額虎の腹を蹴って叫さけぶ。

「足を止めるな！　囲まれてるぞッ！」

　叱しつ責せきするアステリオスの声で白額虎は気が付く。

　明後日あさつての方向に向かった筈はずの初しよ弾だん九発が、いつの間にかアステリオスと白額虎の四方を囲んでいたのだ。どのような軌き道どうを描えがいて戻ってきたのか定かではないが、限りなく必中に近い恩恵が宿っていなければこのような状況に陥おちいることは無いだろう。

　咄とつ嗟さに四発のバリスタ弾を叩き落とし、五発を避よける。翻ひるがえってくる弾から距離を置いて正面に弾だん道どうが来るように体勢を整えて全ての弾を叩き落とした。

　速度そのものは白額虎やアステリオスの脅きよう威いにはなりえないが、追尾してくる性能と何より数が厄やつ介かいだ。加えて通常の鏃やじりと違ちがってバリスタ弾は太く巨きよ大だいな重みがある。一発でも直ちよく撃げきしたら重じゆう症しようとなるのは必定である。

（………いや、考えるべきは其そ処こではない。そもそも外れたバリスタ弾は追尾することなく逸それていったはず）

　無条件で必中追尾する恩恵というのもあるにはあるが、それほど強力な恩恵が大量生産されているはずがない。ましてや初期照準がずれているにも拘かかわらず対象を狙ねらい定めて撃つなんて論外だ。

　それに先ほどの弩砲が消えたというのも気になる。そもそも天にはまだ〝天の牡牛〟が渦うずを巻いているというのに、この大おお嵐あらしの中で甲板に弩砲を上げるというのが愚ぐ策さくなのだ。

　敵の恩恵に絡から繰くりがあるのは間違いない。

　しかしその謎なぞを解く間もなく、甲板に無数の弩砲と射手が上昇してきた。

　先ほどとは違い距離が近く嵐の中でも照準を合わせるのは難しくない。敵は姿を見せるや否いなや、一斉掃射を放つ。

　白額虎は高度を上げて上じよう昇しようし上空からバリスタ弾を迎むかえ撃つ。

　弩砲もすぐに姿を消すことは無く速射と数で一いつ気き呵か成せいに仕留めようと無数に打ち出す。本来なら覆くつがえりようのない両者の戦いは、徐じよ々じよに拮きつ抗こうし始めている。




　　　　＊




　───〝サン＝サウザンド〟号・最さい後こう尾びの武器庫。

　久藤彩鳥の考案した戦術は、想像以上に功を成していた。

　車両内で横一列に並べられた弩砲は虚空に向けられたままだが、号令と共に弩砲を発射し続けている。しかし車両内をバリスタ弾が貫つらぬくことは無い。

　何故なぜなら───〝物体アポート＆転移アスポート〟を所持する彩里鈴華が、弩砲の端はしに立ち、右手を翳かざして発射されたバリスタ弾を転移させて敵に送りつけているからだ。

「すごい！　すずかすごい！」

「ばりすた消えた！　たまも消えた！」

　ウッキャー♪　と跳はね回る群体精せい霊れいたち。

　ラプ子Ⅸも改めて感心したように彩鳥の肩かたの上で頷うなずく。

「お、驚おどろきました。よもや手を触ふれずに空間転移を行うとは！　過去に多くの転移を見てきましたが、接せつ触しよくを行わずに転移を行う者は、マクスウェルの悪あく魔ましかいなかったはず」

「ええ。幾いくつかの条件はあるようですが、極きわめて強力な転移能力です」

　しかし此こ処こまで完かん璧ぺきにハマるとは思わなんだ。

　彩里鈴華の恩おん恵けい───〝物体アポート＆転移アスポート〟の最も特異な点は二つある。

　一つ、『触れていない物体を転移できる』

　二つ、『転移した物体が運動エネルギーを失わない』

　バリスタ弾の様な飛び道具を敵に向かって転移させれば、四方を囲むことも死角を突つくことも難しくない。弩砲を運ぶ手間や昇降機を使う隙すきも生まれず、安全に退たい避ひさせることが出来る。

　鈴華の『右手の直線上にあるもの』を『左手の直線上に自由に転移可能』という恩恵は転移系の恩恵の中でも破格の戦術性を誇ほこる。そんな鈴華に彩鳥が告げた作戦は、『〝物体転移〟で飛び道具を転移させ、多角的な攻こう撃げきを行う』というもの。

　此れが甲板で行われている攻こう防ぼうの種明かしだ。

　直線上にさえあれば、飛来物や密室空間にさえ干かん渉しようが可能という反則っぷりである。彩里鈴華に与あたえられた恩恵は、個人の力で活いかすよりも集団戦に長たけている恩恵なのだ。

「しかし時間稼かせぎが精いっぱい、というところでしょうか。もしこの場に〝ペルセウス〟の隠いん者じやの恩恵があれば彼女に貸し出しましたのに」

「それは素す晴ばらしい案です。次があれば是ぜ非ひ検討してください」

　隠者と遠方転移の恩恵が組み合わされば無敵の参加者プレイヤーが誕生するに違いない。

　戦いが拮抗し始めると鈴華は状況の確かく認にんを行うために一いつ瞬しゆんだけ遥はるか上空に転移し、すかさず戻ってくる。鈴華は僅わずかに濡れた髪かみを左右に振ふり、握り拳こぶしを作って状況を報告した。

「凄すごい凄い！　彩ちゃんが言った通りの展開になってた！」

「いえ、本当に凄いのは鈴華の方ですよ。一度作戦を提案しただけで、完璧にこなしてるじゃないですか」

　感心半分、呆れ半分で苦笑いを浮うかべる彩鳥。

「でも鈴華。どうして初弾で決めに行かなかったのですか？　この恩恵なら不意を突くことも可能だったはずです」

「そりゃできるけど………初めは少し失敗して見せた方が、相手も油断して飛び込んできてくれるかなって。ほら、私の恩恵って最大一二〇ｍ範はん囲いしか有効じゃないし。逃げられたら困るじゃない？　だから向こうから近づいてもらった方がいいと思って」

　此れが女子力という奴やつだね！　と、人差し指を立てながら誇る鈴華。

　完全にズレた発言だが、彩鳥には目から鱗うろこだった。巧こう緻ちな技術と戦術で敵を攻めきる事が戦いだと考える彼女には未熟さをわざと見せるという案は思い至らぬ発想だったのだろう。

「遠くないうちに種がバレるとは思いますが、これでしばらく時間が稼げるはずです。この間に霊れい脈みやくの中に入ってしまえば超ちよう加速が始まり引き離せるはず」

「………。そっかー。彩ちゃんは物知りだねえ」

　何気ない笑え顔がおと言葉に彩鳥の鼓こ動どうが跳ねる。

　今のは失言だった。彩鳥の今までの言動を鑑かんがみても、彼女が箱庭の関係者だと気が付くのは時間の問題だろう………というか、そろそろ秘密を守るのも限界だ。今のままでは彼女もやりにくいし、何より鈴華や焰ほむらに秘密を作っているのは心苦しい。

　誤ご魔ま化かすように踵きびすを返した彩鳥はラプ子Ⅸを鈴華に預け、前方の車両に向かって歩き始める。

「鈴華。ラプ子Ⅸ。此処をお願いします。私は少し、女王に謁えつ見けんしてきます」

「え？　あ、うん。一人で大だい丈じよう夫ぶ？」

「ええ。もし危なくなったら黒ウサギさんを頼たよってください。この車両の中では、彼女が突き抜けた最高戦力ですから」

　笑顔で言い残し、最後尾の車両を去る彩鳥。

　鈴華は去り際ぎわの言葉に、ポカンと半口を開いて驚いていたが、それも当然だろう。

　あんな幼くも愛らしいウサ耳少女を頼るよりは、まだ騒さわがしくも努力しているシャロロを頼るべきだと考えたのだろう。

　彩鳥はそんな彼女の心情を読み取りながら小さく笑う。

〝箱庭の貴族〟と呼ばれ軍神の眷けん属ぞくである黒ウサギが本気になって戦えば精霊列車を守り抜くことくらい容易たやすいだろう。しかし彼女の本来の役割が審しん判ぱんである以上、不必要に頼るのは良くないし、戦士としても参加者としても格好がつかない。

　傍ぼう観かんを決め込むのにも限界が来ている。




　久藤彩鳥も───己おのれの剣けんを握る時が来たのだ。
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　西さい郷ごう焰ほむらは群体精霊の一いつ匹ぴき、地精のメルルに連れられて貴き賓ひん室の前まで来た。

　手の平サイズしかないこの小さな精霊を頭に乗せると、途と端たんに異世界に来たのだという実感が倍増してしまう。この手の平サイズしかない体の何処どこに生体機能があるのかは定さだかではないが、きっと西郷焰の知る必要のない機能が付ふ随ずいしているに違いない。

「ここ！　女王の部屋、ここ！」

「ありがとな。案内はここまででいいから、お前は機関室に帰っていいぞ」

「わかったー！　あすかの家族によろしくー！」

　ぴょん！　と焰の頭から飛び降りたメルルは、トッタカトッタカと可愛かわいらしい足音を立てて去っていく。焰は小首を傾かしげて「あすかの家族って誰だれだ？」と疑ぎ問もん符ふを浮かべていたが、きっと誰かと勘かん違ちがいしたのだろう。

（小さな小人の精霊か。………年少組に見せたら喜ぶだろうけど、連れ帰るわけにもいかないよな）

　土産みやげ話ばなしにしたくても、流石さすがに突とつ拍ぴよう子しが無さすぎる。

　異世界に行ってきたというだけでも眉まゆ唾つば物ものだというのに、手の平サイズの精霊や水上を奔る巨大列車の話をしても誰も信じないに違いない。〝カナリアファミリーホーム〟の少年少女たちが聊いささか特異と云いっても、中身は現代っ子である。こんな話をすれば、逆に子供扱あつかいされたと思って怒おこり出すだろう。

　さて、と扉とびらへ向き直る。ノックしようと右手を上げたその時、隣となりの車両から彩あや鳥とが走って此方こちらに向かって来た。

「………先輩？　また女王クイーンに呼び出されたのですか？」

「いいや、此方の用件で来た。そっちは？」

「私は………ええ、先輩と似たようなものです。預けていた物を返していただこうかと」

　彩鳥は極めて自然な仕草でそれを口にする。焰も、もう驚きはしなかった。

　何故なら、彼女は事の始まりから既すでにこの異変を知っていた節があるからだ。

　箱庭に召しよう喚かんされる理由となったメールについても、彼女は全すべて知っていた。彼女がどのような理由と経緯いきさつがあって箱庭と関かかわることになったのか定かではないが───だからと言って、学校の先輩と後こう輩はい、依い頼らい主と雇やとわれ研究者という立場が変わるわけではない。

　焰は敢あえて問い返さずに真しん剣けんな表情を浮かべて頷いた。

「そうか。並の相手じゃないってことは知ってるんだよな？」

「ええ。それはもう先輩以上に」

「マジかよ。その辺りの話も聞いてみたいが、それはまた帰ってからだな」

　焰と彩鳥は共に頷き合う。それぞれが別の事情を抱かかえていることを理解しあっているのなら、語るべき時を待つべきだろう。

　緊きん張ちようした面おも持もちで貴賓室の扉をコンコンと叩たたいて入室を求める焰。

　しばらく何も反応が無かったが、焰がもう一度コンコンと軽く叩くと、中から声がした。

「どうぞ。入室を許可します」

　女王の声が響ひびく。やはり中に居るのは間ま違ちがいないらしい。

　改めて姿勢を正した二人は貴賓室に足を踏ふみ入れる。今度はどんな手で脅おどして来るのかと身構えていた焰だが、今回は罠わならしいものは特に仕し掛かけられていなかった。

　代わりに執しつ事じ服を着た使用人らしき女性と、歩くキャンドルランプの姿が見えた。

　使用人の女性は、一つに束ねた三つ編みの髪を長く垂らし、柔にゆう和わな瞳ひとみでこちらを見み据すえている。

　大人の女性として完成した雰ふん囲い気きを持つ使用人の女性は、にこやかに彩鳥を見てヒラヒラと手を振った。彩鳥はぎこちない笑みで僅かに目礼し、姿勢を正す。

　内装は貴賓室に似つかわしい絢けん爛らんな調度品が用意されており、カット硝子ガラスで出来たシャンデリアの蠟ろう燭そくの火が部屋をユラユラと照らしていた。

　蒼そう炎えんの旗印が刻まれた歩くキャンドルランプはドタバタと走り回ってお茶の用意を進めている。部屋の奥にある五〇㎝程ほどしかない扉の向こうで淹いれているのだろうが、どのように淹れているのか大変疑問である。

　しかし、そんな世間話を安易に投げかけてもいい相手ではない。

　落葉樹オーク製の円えん卓たくに礼れい儀ぎ正ただしく座っている女王〝クイーン・ハロウィン〟。黄金の女王の二つ名に相応ふさわしいその金きん髪ぱつと容よう貌ぼうは相も変わらず美び麗れいで整ってはいる───の、だが。

　何故なぜか今は、無表情ながらも少し苛いら立だたしげな視線で焰たちを見ていた。

　早々に用件を告げるつもりだった焰だが、此処まであからさまに不ふ機き嫌げんな様子を見せつけられると先に切り出すのは難しい。

　………何か、無礼な振る舞まいでもしてしまったのだろうか？

　焰は彩鳥に視線だけで問う。だが意外にも彩鳥は彩鳥で苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で焰を見ている。どうやら彼女の目から見ても何か無礼な行こう為いをしてしまったらしい。

　謝罪しようにも心当たりがない焰は気まずそうに女王を見るしかない。

　しばし剣けん吞のんな空気が流れる中───使用人の女性が、半笑いで間違いを指し摘てきした。

「あのね、少年。ノックの回数、間違えたでしょ？」

「は？」

「先輩。国際的なマナーでは、既き知ちならばノックは三回、初対面や上流階級にある方なら四回以上と決まっています。二回だけのノックというのは………ええと、その。本来ならお手洗いの場などで使われるものであり………間違っても、高貴な身分にある方の部屋を訪ねるのには使われません」

　しまった、と焰は背筋が凍こおるのを感じた。

　日本では省略されがちなマナーだが、相手は西せい欧おう文化出身の神様である。自分の部屋を厠かわや扱いされたのでは気を悪くするのも仕方がない。加えて焰は前回の謁見で遅ち刻こくするという非礼もしてしまった。前回は許されたが、こうも連続すると心証も悪い。

　女王も非難するように唇くちびるを尖とがらせ、端たん的てきに断じた。

「西郷焰。貴方あなたは我々の代表候補者ということもあり、非礼も二度までは許すわ。それぐらいは寛かん大だいに見てあげる。───でも、次は無いわ。今この瞬しゆん間かんにも、よっぽど殺そうか迷ったぐらいだもの」

　以後気を付けなさい、と注意を与あたえて女王は紅茶を口にする。

　しかし非礼を二度までも許されるとは、話に聞くより随ずい分ぶんと寛大な女王である。

　焰の運が良いということもあるのだろうが、己でも気付かないうちに死線を跨またぐような愚ぐは今後犯おかしたくない。帰ってからはまず英国式のマナーを覚えなければならないようだと焰は胸に刻み、一礼してから一歩下がる。

　先に焰が用件を告げるより彩鳥が先に申し出た方がいいだろう。

　彩鳥もすぐに空気を察し、一歩前に出る。

　焰の手前、どのように切り出すべきか逡しゆん巡じゆんした彩鳥だが───彼女も決断すれば行動が速い。最初の一言はこうあるべきだと思い至り、優ゆう雅がに一礼した。

「お久しぶりです、女王。スカハサ先生。女王騎き士し〝フェイスレス〟、只ただ今いま戻もどりました」

「そう。久しぶりね。貴女あなたの体感時間では十四年ぶりになるのかしら、スカハサ」

　女王が視線で尋たずねると、スカハサと呼ばれた女性は歩くキャンドルランプが運んできた紅茶を注ぎつつ同意する。

「左様でございます、女王。───ふふ、彩鳥も元気そうで何よりよ。その騎士号は転生前の物だから、名乗るのなら久く藤どうの姓せいか英国姓を名乗るようになさいな」

「恐きよう縮しゆくです。以後はそのように。………先生もお変わりないようですね。今は執事長ロード・バトラーに就つかれているのですか？」

「そうよ。似合う？」

　執事長のスカハサは腰こしに手を当ててポーズを取る。彩鳥は思わず苦笑いで同意するが、確かに似合ってはいた。執事服のタイトな服は身体からだのボディラインがハッキリ見える為ため、長身で抜ばつ群ぐんのプロポーションを誇ほこる彼女が着ると立っているだけで絵に成るほどだ。異性、同性を問わず魅み力りよく的に映るのは間違いないだろう。

　彩鳥は困ったように愛あい想そ笑いを浮うかべつつ、当たり障さわりのない言葉で続ける。

「先生なら何を着ても似合うかと思われます。───他ほかの師は来ていないのですか？」

「来てはいないけれど、報告は逐ちく一いち入っているでしょうね。今いま頃ごろは貴女のこの度たびの醜しゆう態たいに、怒いかり心しん頭とうとなっているに違ちがいないわ。現に私がそうだもの」

　柔和な笑えみを浮かべるも、瞳を滾たぎらせて怒りを伝えるスカハサ。

　苦い表情で顔を下げる彩鳥と、紅茶を口に運びながら心底楽しそうに微笑ほほえむ女王。

　だが傍そばで聞いていた焰はそれどころではない。

　言葉の端はし々ばしから察するに、女王と彩鳥の関係は主従であるように聞こえた。

　加えて〝転生〟という単語は如何なる意味なのか、流石に説明を受けたい。他にも気になることがあり即そく座ざに横から問おうとした焰だが、女王はその焰の反応さえ愉たのしんでいる節がある。彩鳥の立場を考えれば今は黙だまっているのが無難だろう。

「………面めん目ぼく次し第だいもありません。騎士号剝はく奪だつも覚かく悟ごしています」

「そうね。女王が貴女を庇かばわなければ、是ぜ非ひもなくそうしているところよ」

　彩鳥と焰は驚おどろいて女王を見る。悠ゆう々ゆうと紅茶を飲んでいた女王だが、この物言いには少し不機嫌な様子で眉まゆを顰ひそめる。

「………スカハサ。私は別に庇ったわけではないのだけれど」

「あら、左様でしたか。女王にしては慈じ悲ひ深ぶかい判断だったので」

「慈悲というわけでもないわ。でも勿もつ体たい無ないでしょう？　私、この子の血筋は殊こと更さら気に入っているの。壊こわすのは簡単だけど、手放すのは惜おしいと思わない？」

　そう告げると、女王は右手を伸のばして手の平を上に向ける。

　手首を返す仕草と共に、虚こ空くうから白銀のカードが現れた。中心に刻まれている太陽と黄金の旗印は〝クイーン・ハロウィン〟を象しよう徴ちようするものだろう。

　西郷焰はその旗印を見て、はてと首を傾げる。

（あれ………あのマークって確か、〝エヴリシングカンパニー〟の………？）

　焰は視線を下げて携けい帯たい電でん話わのロゴを確かく認にんする。〝エヴリシングカンパニー〟製の携帯電話にも、女王の旗印に酷こく似じした商標が使われていた。

　此れが何を意味するのかを考察する西郷焰。

　スカハサは女王の意思を察し、口元に手を当てて怪あやしげに微笑んだ。

「なるほど。愛あい剣けんを返して再評定、というわけですか」

「そういうこと。使い慣れた武具を取り上げられたまま敗北したんだもの。一度ぐらいの敗北は大目に見ても良いでしょう？」

　女王はカードを指先で弾はじくと、回転させながら彩鳥に渡わたす。

　スカハサは後ろで腕うでを組み、笑みを消して告げる。

「───そういうわけだ、久藤彩鳥。女王は貴女の敗北を不問にすると言っている。次こそはギリシャの怪かい物ぶつと中ちゆう華かの俗ぞく物ぶつに、アルスターの流りゆう儀ぎを見せてあげなさい」

　出しゆつ陣じんせよと、瞳に鋭するどい光を浮かべて命令する。彩鳥は〝クイーン・ハロウィン〟の旗印が刻まれているカードを一いち瞥べつし恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「勅ちよく命めい、謹つつしんで承うけたまわります。───それでは先せん輩ぱい。先に失礼します」

「あ、ああ。けど大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「問題ありません。これより先は先輩にも鈴すず華かにも指一本───いえ、髪かみの一本ほどの危害も加えさせませんから」

　静かに微笑んで、貴き賓ひん室を後にする彩鳥。まもなく扉の向こうから最さい後こう尾びに走り去っていく音が聞こえた。此れから襲おそいくる敵を迎むかえ撃うちにいったのだろう。

　その音が完全に消え去ると、二人は西郷焰に視線を向けた。

　焰は何から口にするべきかわからず、顔を強こわ張ばらせている。

　それを見かねたスカハサが、笑いを嚙み殺して一歩前に出て一礼した。

「初めまして、かしらね？　執事長兼けんメイド長兼女王のお目付役───名をスカハサと言います。私の目の届く所では理り不ふ尽じんに殺されることは無いと思うから、そんなに緊張しなくてもいいわよ？」

「………いえ、別にそういうわけじゃないですけど」

　ニヤニヤと笑いながら指摘されるも、問題はそこではない。兎とに角、聞くべきことと告げるべきことが多すぎる。今のやり取りだけで此方こちらの質問量は一〇倍ほどになった。

　しかしこのまま黙って相手に主導権を握にぎられるわけにはいかない。

　彩鳥の件は後回しに、今は先日の答えを出すのが先だ。

「女王。先まず先日の件について、俺なりの答えを持ってきた」

「そう。聞きましょう」

　紅茶の入ったティーカップから手を離はなし、焰の瞳を見つめる女王。

　喜き怒ど哀あい楽らくは微かすかに感じられる彼女だが、基本的に何を考えているかわかりにくいところがある。加えて言葉も端的と来ては交こう渉しようもやりにくい。

　焰は最初の一言に迷ったが、隠かくしていても仕方がないと思い切って告げる。

「女王。アンタは俺に、太陽の主権戦争に出て一いつ緒しよに戦って欲しいんだよな？」

「語ご弊へいがあるけど、そういうことね」

「それについては承しよう諾だくしてもいい。星せい辰しん粒りゆう子し体たいを悪用しようとしている奴やつがいるなら戦うというのも了りよう解かいした。───但ただし、戦う理由は相そう互ご利益の為だと思って欲しい」

　相互利益の為───その言葉を口にした途と端たん、女王は僅わずかに眉を動かす。意外というほどの物でもなかったのだろうが、退たい屈くつな判断だと思うところもあったのだろう。

　こういう相手にはまず手の内の七割を叩たたきつけて反応を見るのが定石だ。

　案の定、女王も即そく断だんすることは無かった。しかしそれで興味は尽つきたのだろう。視線を下げて紅茶に意識を向けた彼女は、西郷焰を意識の外に置いて機械的に問う。

「そう。───それで？」

「戦う上で、敵の詳しよう細さいを問いたい。〝天の牡牛〟の正体と、〝精せい霊れい列れつ車しや〟を襲ってきている敵について、知っていることを全すべて」

「そりゃまた、随分と吹ふっ掛かけて来たわね」

　隣となりで話を聞いていたスカハサが大げさに声を上げる。焰の言い分に呆あきれてしまったのだろうが、この無む謀ぼうとも言える条件が逆に女王の気を引いた。

〝相互利益〟と口にした以上、西郷焰から提示できる情報が何かしら無ければ話にならない。敵の情報を全てとは当然、ギフトゲームの解答に触ふれる情報も寄よ越こせということだ。

　それほどの情報を要求しておきながら、対等と成りえるだけの情報を提示できるという。西郷焰の手札がどの程度のものか推おし量る機会であり、同時に切るべきか否かも判断できる。

　女王は改めて焰に向かって微笑み、最後になるかもしれない問い掛けをする。

「教えてあげてもいいけれど………その情報と引き換かえに、貴方は何を提示できるの？」

「残りの太陽の主権者、その詳細を」

　焰の放言に、流石さすがの女王も僅かに瞳ひとみを瞬またたかせた。つまらないことを口にすれば即座に挿すげ替かえるつもりだったが、今の言葉は流石に聞き捨てならない。箱庭の世界に召しよう喚かんされたばかりの彼が太陽の主権について一体何を知っているというのか。

　携帯電話を取り出した焰は其そ処こに貼はられたロゴを指さす。

「この太陽の商標………〝エヴリシングカンパニー〟のシンボルロゴを見てピンときた。アンタ達や箱庭の神様は、何かの伝承や旗印を与あたえた組織を仲ちゆう介かいしないと、俺たちの世界に介かい入にゆうできないんじゃないかってな」

　月の兎うさぎ、白しら雪ゆき姫ひめ、ミノタウロス、天の牡牛。

　全て外界の伝承であるにも拘かかわらず、箱庭には当たり前の様に受け入れられている。此れは箱庭と外界が相そう互ご干かん渉しようしている証しよう拠こであり、外界の過去に干かん渉しようしてきた証あかしでもある。

「二〇〇〇年代に生きる俺が呼ばれた時点で気付くべきだった。箱庭の神様は過去だけじゃなく、俺たちの視点からみた現代も含ふくめて、全ての時代に干渉してる。いやむしろ、過去への干渉を可能としているのに、現代へ干渉していない理由が無い」

　口にしておきながら、正直、盲もう点てんだった。だが考えてみれば当然だろう。

　過去と現代は観測できるか否かという違いがあるだけで、基本的には等価なのだ。

　女王は少し興が乗ったように足を組み、問いに答える。

「そうよ。私たち箱庭の神しん霊れいが外界に干渉する場合、何らかの形で人間の組織を通すようにしているの。宗教組織なんかはその代表的な例だけど、他にも旗印を貸している国家や組織とも深い関係があるわ」

「というと、英国旗のユニオンフラッグとか？」

　焰の問いに、今度はスカハサが頷うなずいて返す。

「そういうことね。ウェールズの赤せき龍りゆう旗もそうだし、世界保World Health　健機関Organizationの二匹ひきの蛇へびの杖つえもそうなるわ。彩鳥の〝エヴリシングカンパニー〟の紋章シンボルは太陽をモチーフにしているわよね？　アレは財ざい閥ばつの黎れい明めい期きに私たちが支し援えんしたことと引き換えに与えたシンボルなの。時代としては戦後間もなく、って辺りかしら？」

　ふむ、と焰は己おのれの記き憶おくを辿たどる。そういえば世界保健機関のシンボルマークである二匹の蛇の杖はギリシャ神話に所縁ゆかりのある旗印だったはずだ。

「それはまた………国際機関にまで干渉しているとは恐おそろしい話だな」

「勿もち論ろん、干渉した事実を集束固定するためには幾いくつかのハードルが存在するわ。今回のギフトゲームもその一いつ環かんだと思って」

「………〝天の牡牛〟が世界で暴れることも？」

「いいえ。星辰粒子体が世界を救う、という事実がよ」

　それは即すなわち、西郷焰が世界を救うという結果が先に用意されているという意味でもある。それを聞いて確信を深めた焰は語ご尾びを強くして続ける。

「それで、話を戻もどすが。女王は〝天の牡牛〟を造った奴と俺を戦わせたがっている。これはつまり───太陽主権のゲームに参戦する対戦者と、粒子体を悪用している奴が同一人物だからだよな？」

　女王は無言で頷き、仕草で先を促うながす。

「となると逆説的に、星辰粒子体を狙ねらってくる奴らは太陽の主権戦争に絡からんだ一派の可能性が高い。それについて俺は幾つか心当たりがある。何なら今此こ処こで、その一派がシンボルとして使っている旗印を提示してもいい」

　此れには流石の女王とスカハサも視線を合わせた。数秒の間だが、共に異論は上がらない。話の落としどころとしては悪くないと判断したのだろう。

　彼女たちも星辰粒子体の研究者を徒いたずらに減らしたいわけではないのだ。

　焰は携帯電話を取り出して画像フォルダを開き、即そく座ざに提示できるように準備する。

「画像を見せるだけなら今ここで可能だ。だけど詳くわしい資料が欲しいというのなら、俺の研究室に行かないと無理なんだけど………どうだ？　手札としてはまだ弱いか？」

「そうね。ギフトゲームの解答を教えるにはまだ弱いわ」

「ですが女王。放ほう逐ちくして仏門に美味おいしいところを取られるのも癪しやくですよ。星辰粒子体も、この原石もね」

　にっこり、と愉たのしそうな笑えみを浮うかべて焰を見る執しつ事じ長。途端、焰は背筋が凍こおるような悪お寒かんに襲われた。まるで面おも白しろい玩具おもちやを見つけた時の子供の様なこの視線に、焰は覚えがあった。一見して真ま面じ目めそうなこの女性も、根本は女王と同類らしい。

　女王は肩かた肘ひじを突つき、怪け訝げんそうに焰を見る。

「………磨みがいて輝かがやく戦士には見えないけれど。貴女あなたなら磨けるというの？」

「確信はありませんが、挑ちよう戦せんしたいとは思っています。幸いなことに此れまでは弟で子しに恵めぐまれてきました。武力ではセタンタ、技量では彩鳥がいましたけれど………そろそろ一人ぐらい、非力ながらも知勇に長たけた弟子が欲しかったところです」

　そう、と端たん的てきに返す女王。反論が無いということは、二人の間で話は纏まとまったらしい。

　スカハサは長く垂らした三つ編みを左右に振ふりながら焰に歩み寄ると、先ほどまでの柔にゆう和わな笑みを浮かべて告げる。

「焰君。貴方あなたの意見を一部受け入れましょう。この太陽主権のゲームが終わるまで、私が貴方を指導する、っていうのはどう？」

「あ、いや………悪いけど、俺は切った張ったは得意じゃないというか苦手というか」

「あら、黒くろウサギから聞いてないの？　ギフトゲームは武知勇の三つを試ためす物なのだから貴方に知勇があれば十分に勝ち目を狙えるのよ？」

「………。初心者にゲームの戦い方を教えるってこと？」

「そういうこと。質問があるなら答えるし、意見があるなら聞いてあげる。武力参加も………まあ、少しだけならしてもいいかな」

　どうかしら？　と、腰こしに手を当てて得意げに告げる執事長。

　スカハサの提案に、焰は一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらった。この戦いに助勢してくれるというのはありがたいのだが、如何いかんせんこの女性は危険な香かおりがする。パッと見は常識人だが間ま違ちがいなく女王と同じ類たぐいの人種だと本能的に感じ取っている。何よりあの誰だれにでも人当たりのいい彩鳥の見せたぎこちない笑みが、彼女の隠れた本質を物語っているように思えた。

（情報は欲しい、けどリスクは軽く済ませたい。………そんなうまい話は無いか）

　虎こ穴けつに入いらずんば、という言葉もある。何より今の脅きよう威いを取り除くのが先決だ。

「これ以上は贅ぜい沢たく、か。───わかりました。以後、ギフトゲームについては貴女に師事します」

「あら、急に敬語？　もっとフランクでいいわよ？」

「心構えの問題です。教えを飲み込むのに必要なのは素す直なおさと畏い敬けいです。師事する方を敬うには、形から入るのが一番ですから」

　背筋を伸のばして一礼する西郷焰。

　三つ編みを揺ゆらして目を見張ったスカハサは、感動したように声を震ふるわせる。

「お、おお………！　き、聞きましたか女王！　こんな殊しゆ勝しような言葉を弟子から言われたの、私生まれてこの方初めてなんですけども！　いやもう本当に、他ほかの馬ば鹿か弟子たちに百万回聞かせたいフレーズだわ………[image: !!!]」

　感動と悲しみで天を仰あおぐスカハサ。どうやら彼女はかなり多くの弟子を持つ身らしい。女王はその様子を無表情で見つめた後、小さく呟つぶやく。

「………ふぅん。真面目なのはいいけれど、精々気を付けることね。彼女の教育方針はスパルタな反面、面めん倒どう見みはドロ甘だから」

「ど、ドロ甘？」

「そう、ドロ甘。あとついでに言っておくけれど、彩鳥に関する質問はするだけ無む駄だよ」

「………何故なぜ？」

「悪い意味ではないの。あの子は財閥とは無関係な所でも、日本人にとって特別だから。来るべき時が来るまでお互たがいに知らない方がいいわ」

　女王の言い分に、益ます々ます以もつて焰は首を傾かしげた。流石に今の言葉はどのようにも解かい釈しやくできない。西郷焰本人ではなく、日本人にとって特別とは如何いかなる意味なのだ。

　女王は後ろ髪がみを優ゆう雅がに搔かき揚あげる仕草をして紅茶を口に運び少しだけ機き嫌げんよく告げる。

「でもそうね。当たり障さわりない程度に教えてあげてもいいわ。説明してあげて」

「承うけたまわりました。───ちなみに焰君は、〝ハロウィン〟について何処どこまで知ってる？」

「さわりだけ。要するに女王は、秋のお盆ぼんが擬ぎ人じん化したものだよな？」

　───瞬しゆん間かん、女王は一瞬にして不ふ機き嫌げんな顔になった。眉まゆを顰ひそめて焰を睨にらみつけるその様は、正に暖かな春から極ごつ寒かんの冬に移り変わったかのようである。

　焰は何が地じ雷らいになったのかわからないまま表情を凍らせた。事と次し第だいによっては今の一瞬が死地になったのではないかと錯さつ覚かくしたほどだ。言葉遣づかいに関しては前回の時に無礼講の許可は取っている筈はずなので、踏ふんだ地雷は別のことだろう。

　焰は慎しん重ちように、地雷処理を行う様に問う。

「………ええと。もしかして、お盆と呼ばれるのは嫌いやなのか？」

「やぁよ。だって響ひびきが可愛かわいくないもの。大きく間違ってはないけど、以後はダメ」

　つぃ、と顔を背そむけて唇くちびるを尖とがらせて拗すねる女王。

　焰には彼女の感性が今一わからないが、嫌がるものを強制するのは良くない。焰は地雷が何処にあるのかをまた一つ記憶し、改めて告げる。

「わかった、なら言い換える。簡単に説明すると、季節の移り変わりに死生観を重ねたケルト民族の祭事………ですよね、スカハサさん？」

「先生と呼んで。皆みなそう呼ぶから。でも二〇〇〇年代出身者にしては随ずい分ぶんと詳しいのね。………もしかして、私の伝承も知ってる？」

「ええと、スイマセン。知らないです。ただ孤こ児じ院いんの風習で、ハロウィンは盛大に楽しむっていうのが決まりなんです。創始者の人が一番好きなお祭りでしたから」

　西郷焰は、心からの敬愛を込めて言葉を紡つむぐ。

　孤児院〝カナリアファミリーホーム〟の創始者───金糸雀カナリアという名前以外は何も知らない女性だが、そんな彼女が熱ねつ烈れつに愛好した祭事がハロウィン祭だった。
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　近代日本に於おいてハロウィン祭ほど広域で親しまれ、大人も子供も童心のままに参加できる祭事は無いだろう。無論、地方で行われる佞ね武ぶ多た祭り、天神祭、祇ぎ園おん祭等の大規模な祭りはあるだろうが、日本全国で親しまれている祭事はハロウィン祭とクリスマス、そして元がん旦たんの三つくらいの物だろう。

　ある意味で女王に対する畏敬を込めた焰の言葉だったが───二人は何故か、憂うれいを瞳に浮かべて視線を逸そらす。

「………そっか。あの子も外界では、ずっとハロウィンに感謝してたんだ」

「え？」

「なんでもないわ。でもそうね。近代のハロウィン祭は大衆祭事の為ためにアレンジが加えられているのは間違いない。本来は生と死、そして星と星の境界を預かるのが女王の霊れい格かく。彩鳥はそんな女王が見つけた死し霊りよう───とは、少し違ちがうわね。要するに〝生まれてくることが出来なかった赤子の魂たましい〟に肉体を与あたえて転生させたの。〝エヴリシングカンパニー〟の一員として、星せい辰しん粒りゆう子し体たいに携たずさわるもの───つまり、焰君と接せつ触しよくするために」

「なら彩鳥の前世は………流産した子供、ってことですか？」

「違うわ。それならそう言うでしょう？　わざと濁にごしたのだから、適当に察して」

　一転して厳しい視線を向けるスカハサ。其そ処こは触ふれてはならないらしい。話の濁し方からして相当に気分を害しかねない理由があるのだろう。

　だがそれだけ聞けば十分だ。焰は安あん堵どしたように息を吐つく。

「そうか………でもよかった。強要されてるんじゃないかと心配したけど、今の理由なら彩鳥が女王に従うのも理解できる。アイツにとって女王は恩人みたいなものなのか」

　それがずっと気がかりだったのだろう。焰の心配事の根幹を知ったスカハサは益ます々ます意外そうに目を見張り、そして心より優やさしく微笑ほほえんで見せた。

「驚おどろいたわ。君、演技とかじゃなく本当に真面目なのね。その誠実さは大切にしなきゃ駄だ目めよ？　悪党には付け込まれる隙すきになるけど、悪あく魔まと怪かい物ぶつには最強の武器になるから」

「そ、そうなんですか？」

「ええ、そうなんです。彩鳥はその点が欠けてるから補ってあげて。あの子、腕うでは立つし誠実なんだけど………純じゆん粋すいすぎて、つまらない罠わなにコロリと引っ掛かかるのよね」

　詰つめが甘いのよ、人差し指を立てて苦言を口にする執事長。確かにそれはわかる気がする。彼女は実直で強い正義感を持っているが箱はこ入いり娘むすめであるという一点で脆もろい所がある。純粋すぎるというのはそういうことを言いたいのだろう。

「だけど女王がいなかったら彩鳥には会えなかったし、孤児院の存続も危あやうかった。そういう繫つながりが見えただけでも俺は女王と会えてよかったと思う」

「そう。全部マルッと私のおかげ。寛かん大だいでしょう？」

「ああ、寛大だ。………でも、彩鳥一人で行かせて良かったんですか？」

「問題ないわ。平和過ぎて少し緩ゆるんでいただけでしょうから、痛い目を見て頭が冷えたんじゃない？　あの子が本気になって勝ちに行けば、ケルト神群の戦士たちでも対たい抗こうできるのは限られているもの。素体だけで言えばセタンタに比ひ肩けんする逸いつ材ざいよ」

　ふふん、と上じよう機き嫌げんな様子を見せるスカハサ。部下であり弟子である彩鳥が席を外したことで、素すが出てるのだろう。

　焰は少し緊きん張ちようを解き、脱だつ力りよくしたように座って背せ凭もたれに身を預ける。

　ふと、焰は思い出したように顔を上げた。

「そういえば女王。太陽の主権戦争に出るのはいいとして、報ほう酬しゆうは何かでないのか？」

　ピタリ、と紅茶を飲む手を止めて焰を見る女王。

　瞳ひとみを細めて見つめるその視線には、怜れい悧りな鋭するどさが籠こもっている。此これは地雷だったかと冷や汗を搔かくが、女王は危害を加える様子もなく紅茶を改めて口に運んでいる。

　それが何かの合図だったのだろう。スカハサは苦笑いを浮かべて一歩前に出た。

「焰君。君がどんな報酬を求めているのかは定さだかではないけれど………この太陽の主権戦争を勝ち進んでいけば、自おのずと報酬が何なのか理解できるはずよ」

「………取り敢あえず初戦は何も考えずに勝てってことですか？」

「そういうこと。吞のみ込みが早いのはいいことね。まあ、この予選ゲームをクリアしたその時点で君の周りでも何か大きな変化がある筈はずよ。今はそれを楽しみにしてなさい」

　スカハサは唇くちびるに手を当てて茶目っ気を込めてウインクする。少女的な仕草なのに随ずい分ぶんと様になる辺り、精神的には若いのだろう。

　何は無くともまずは勝利すること。

　女王とスカハサはそれが第一前提だと告げる。




　外部からの衝しよう撃げきで精せい霊れい列れつ車しやが激しく揺れたのは、その時だった。




　　　　＊




　列車の甲かん板ぱんは鋼の矢が降り注ぐ戦場と化していた。あらゆる方向から飛び交かうバリスタ弾だんを悉ことごとく撃うち落とすアステリオスと、負けじと速射で応じる〝六本傷〟の戦士たち。

　拮きつ抗こうしてはいるが、共に一度の失敗も許されない戦いだ。甲板に上げた弩ど砲ほうが破は壊かいされ始めたら〝六本傷〟は急激に不利になる。

　少しでも回転率を上げるために最さい後こう尾びの車両は流れる様に依い然ぜん準備を進めていた。

「装そう塡てんが完かん了りようした射手は旗を上げろ！」

「バリスタ弾の予備を全すべて出せ！」

「霊脈内に入るまであと少しだ！　絶対に逃にげ切るぞ！」

　雄お々おと声を上げて気合いを入れる獣じゆう人じんたち。敵はこの猛もう攻こうを凌しのぐほどの手て練だれだ。もし車両内に攻せめ込まれでもしたら一気に切り崩くずされる。そうなっては御おしまいだ。

　鈴すず華かは緊張で滴したたる汗あせと雨う滴てきを拭ぬぐい、思考を回す。

（参ったなあ。一瞬でも足が止まるかなと思ったけど、全然止まんないし。止まったと思ったら射程外に出てるし）

　むむむ、と難しい顔で両りよう腕うでを組む鈴華。彩鳥には話さなかったが、彼女の恩おん恵けいにはもう一つ妙みよう手しゆが隠かくされている。うまくいけばこの拮抗した戦せん況きようを完全に覆くつがえすことが可能だ。

　だが敵には既すでに此方こちらの射程距きよ離りを気付かれている節がある。もう不用意に飛び込んでくる下策はしてこないだろう。

（[image: ]～………手て詰づまり、かな？　今後の為でもあったんだけれど、仕方ないな！）

　よし！　と、新作戦を諦あきらめて現行の作戦の継けい続ぞくに気合いを入れる。思い通りにゲームメイクが出来ずともすんなり心の切り替かえが出来るのは彼女の長所だろう。此こ処こで下手へたに引き摺ずるようでは、それが隙になりうるからだ。

　一方のアステリオスは、小回りの利きかない大だい戦せん斧ぷで数を相手にするという状じよう況きように苦戦していた。手にしていたのが三さん叉さ槍そうか長ちよう剣けんだったのならばとっくに切り崩していただろう。

　白はく額がく虎こは苛いら立だたしげに牙きばを剝むき、大気に爪つめを立てている。

『此方が大きく出られぬことをいいことに、随分と好き勝手にやってくれるな。いっそのこと参加者ごと全て破壊してしまうという選せん択たく肢しもあるぞ、怪かい牛ぎゆう』

「そんな選択肢はない。それをすれば全てが謎なぞのままだ」

　アステリオスには西郷焰に会わねばならない理由がある。

　救済の意味がハッキリしないまま勝利してしまっては、喉のどに小骨が刺ささったような釈しやく然ぜんとしない勝利となってしまう。そんなのは許されない。

　大戦斧を構えたまま、攻こう略りやく法が無いものかと上空から俯ふ瞰かんする。

「こと此処に至り、敵の手の内は割れている。敵に転移の恩恵を授さずかっている者がいるのは明白だ。射程は精々一二〇ｍといったところだが、『発射したバリスタ弾を転移』出来るらしい。射程内で足を止めれば後頭部を撃ち抜ぬかれるのは必定だろうな」

　此処まで理解している以上、攻略法は明確だ。要するに頭数が足りないのである。あと一人実力者が集つどえば、あの鉄の城は容易たやすく侵しん入にゆうを許すだろう。

「仙せん虎こよ。お前の仲間とやらはまだ来ないのか？　何時いつまで待たせる？」

『うむ、待たせたな。噂うわさの相方が来たらしい』

　仙虎が牙を剝いて笑うと、嵐あらしの風向きが変わった。

　精霊列車を食い止めようと吹ふき荒すさんでいた東方の風が、西方より吹き始める。突とつ然ぜんのことに驚くアステリオスだが、〝天の牡牛〟の積乱雲に変化はない。にも拘かかわらず、風向きだけが劇的に変化したのだ。

　アステリオスは直すぐに別の術者がいることを悟さとる。

　地表を見下ろして探すアステリオスだったが───その気配は、遥はるか上空から現れた。しかもただ現れたのではない。術者と思われる人ひと影かげは両手を広げるや否いなや、四方に飛び交う雨風を全て己おのれの周囲に集め、螺ら旋せん状に編み始めたのだ。

「………おい仙虎。お前の相棒のアレは、何の真似まねだ？」

　アステリオスは嫌な予感に眉を顰める。

　此れより何が起こるのかを悟った白額虎は、焦あせったように声を上げた。

『っ、不味まずい………！　あの馬ば鹿か娘むすめめ、鉄の城を破壊するつもりか!?』

「何!?　ちょっと待て、俺の事情はどうなる!?」

『そんな気き遣づかいがあの娘に出来たら、私の胃は常に平へい穏おんだッ！』

　この仙虎、どうやら胃痛を患わずらっているらしい。叫さけびには実に切実な感情が込められている。だが術者は一向に手を止める様子が無い。

　既に何百トンもの降水を集め、数千トンもの水流を大河からくみ上げ、空間が歪ゆがむほどの風力を蓄たくわえた術者は、今にもそれを解き放とうと犬歯を見せて笑っていた。

『ええい………！　今から止めても間に合わんッ！　一度離はなれるぞ!!』

　待て、という制止は暴風の中に消え去っていく。アステリオスは焦あせった。

　彼の目的は西郷焰という男と会うことであって精霊列車の破壊ではない。何が何でもやめさせなければならないのだが、今この場で上空の術師を止められるのは〝疑似神格・星牛雷霆〟を所持する己おのれしかない。神格を解き放って撃たれる雷らい光こうは術師も巻き込んで消し飛ばすだろうが、そうもいっていられない。

　問題は術師を倒たおした後の白額虎だ。

　今はまだ手の内を明かしていないこの星獣が本気になれば神格武具を持つアステリオスでも分が悪いかもしれない

（だが他ほかに方法が無い！　………やるしかないか!?）

　戦斧に雷光が宿る。こうなっては一ひと太刀たちの許もとに術師も白額虎もまとめて斬きるしかない。今はまだ力を隠しているが、星獣を敵に回せる余力は無いだろう。

　白額虎から離れようと、その背中に足を掛ける。

　───その時だった。

　精霊列車〝サン＝サウザンド〟号の甲板から、天を穿うがつ様に奔はしる一いち条じようの閃せん光こう。千里の先でも撃ち貫ぬけるかのような洗練された一いつ矢しは荒あれ狂くるう水流と暴風の隙すき間まを縫ぬうように突つき進み、見事に術師の首を撥はね飛ばした。

「………な、」

　絶句するアステリオス。それは正に絶技と呼ぶのが相応ふさわしい一ひと刺さしだった。

　もしこれが飛ひ距きよ離りを飛ばすだけの技わざならば、この箱庭にも数あるだろう。

　しかしこの荒れ狂う雨風を読み切り、変へん幻げん自じ在ざいに姿を変える流体が術師を守る最中、たった一矢で敵の首級を挙げるなど、正に神域としか喩たとえようのない弓技だ。

　賞賛の声を上げるべきか、敵の脅きよう威いに驚くべきか。アステリオスは武む者しや震ぶるいを抑おさえられぬままに甲板へ視線を向ける。

　精霊列車の甲板の上に立っていた戦士は、たった一人だけだった。

　嵐の中にあっても輝かがやきを失わぬ金きん髪ぱつを靡なびかせ、憤ふん然ぜんと此方を睨にらみつける少女。

　平時の仮面を脱ぬぎ捨て、戦士の顔を露あらわにした女王騎き士し───久藤彩鳥が、一人と一いつ匹ぴきの前に立ちはだかっていた。
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　クレタ島は台風二十四号の直ちよく撃げきを受けた為ため、一いつ般ぱん人は立ち入り禁止となり、半ば無人となっていた。復旧作業を行っているそうだが、それは真実を隠すための方便だろう。

　何せ実際に足を運んだ十六夜いざよいたちが見たクレタ島には、一人も滞たい在ざいしていなかったからだ。領土的に四国の半分ほどもある島だというのに、近日で誰だれかが滞在した形けい跡せきが見られない。台風二十四号が直撃した直後に避ひ難なんが始まった証あかしである。

　海岸沿いのヤシの樹きは折れたまま散乱し、売店は破壊されたまま商品が投げ出されている。特とく徴ちよう的な白い街並みは風と海の音だけが響ひびき、何処どこもがらんとしている。

　急いで逃げた形跡がそのまま残されているということは、避ひ難なん勧かん告こくが出されて以降、誰一人としてこの島に足を運んでいないということだ。

　十六夜は道を塞ふさいでいる折れた樹を蹴けり飛ばし、面おも白しろそうに笑う。

「出入り禁止の病びよう魔まの島ってことか。予想通り、クレタ島はウイルスだらけになってるみたいだな。人っ子一人いやしない」

「どういうことだ？」

「以前、ミノタウロスと戦ったという話はもうしただろ？　その時は迷めい宮きゆうと一体化した怪かい物ぶつで知性が無い雰ふん囲い気きだったんだけど、再会した時は僅わずかだが知性があるように見えた。───それで気がついたのさ。もしかしたら何かの理由で、ミノタウロスが人間に戻もどりかけているんじゃないかってな」

　更さらに樹を蹴り飛ばし、一直線に目的地を目指す三人。

　釈とく天てるは何故なぜか虫に集たかられながら、詳くわしい理由を問う。

「なるほど。それがどうしてクレタ島のパンデミックに繫つながる？」

「ミノタウロスの伝承の読み解き方を変えてみた結果、かな。ミノタウロスが後天的怪物である場合、その後天性には何か理由があるはずだ」

　神話に於おいてその神性・怪物性が先天性であるか後天性であるかには大きな隔かく絶ぜつがある。前者は世界の概がい念ねんがそのまま形になったものが多く、後者は生前の行動によるものが多い。人の名前を与あたえられてから怪物になったミノタウロスは、典型的な後天性怪物であると判断できる。

　プリトゥは群がる虫に「そんなところに入ってはダメだぞ」と語りかけて諌いさめ、納なつ得とくしたように頷うなずく。

「ふむ。そういえば聞いたことがあるな。ケルト神群の魔ま王おうバロールなどがその代表例になるのだろうか？」

「黒死病で他民族を支配したって奴やつか。あれも病魔による後天的な神性だな」

　三本目の折れた樹を蹴り飛ばした十六夜は、こんなこともあろうかと用意していた虫よけスプレーを軽くだけ噴ふん射しやし、釈天に投げて寄よ越こす。

　大量の虫に集られていた釈天はその施ほどこしに感謝しつつ、虫よけスプレーを大量に噴射して言葉を続ける。

「あーつまりあれか？　病原である二頭の怪牛が召しよう喚かんされたのは、この地に関係があると考えているわけだな？」

「ああ。もしくはイラク南部のどちらかかなって。箱庭の神様が外界に干かん渉しようするには、何かしら自身と縁えんがある場所を使わないと駄だ目めなんだろ？　候補としてはその二つが有力かと思って、なッ！」

　四本目と五本目の樹を蹴り飛ばす。

　彼なりに気を遣つかって道の脇わきに蹴り除よけているのだが、聊いささか衝しよう撃げきが強すぎたらしい。嵐の中で細々と巣を守っていた蜂はちたちは怒いかり狂い、一いつ斉せいに釈天へ襲おそい掛かかった。

　慌あわててヤシの葉で応戦し始める釈天を尻しり目めに、十六夜とプリトゥはサクサクと歩を進め、目的の場所に辿たどり着いた。

「其れで此こ処こ───クレタ島の遺い跡せき〝クノッソス宮きゆう殿でん〟が怪あやしいというわけか」

　二人は目的の場所である宮殿に着くと、共に周囲を見回した。

　現存する青銅器時代の中では最大級とも評される遺跡だが、今は風化が進み、隠かくしきれない傷いたみも各所に見られている。しかし修しゆう繕ぜんの跡あとも見られ、入り口から俯瞰できる白はく亜あの宮殿はそれだけでも過去の営みを感じさせた。

　きっと、観光客がいないのもその理由の一つだろう。

　地上の人類が消えた後に何千年と残った文明は、何いずれもこのような景観になるのかもしれない。そう考えると哀あい愁しゆうの籠こもった景観の様にも思えた。

　二人より遅おくれてやってきた釈天は蜂の猛もう攻こうを全すべて躱かわし、少し得意げな様子で腰こしに手を当てる。

「は、話は分かった。では何処どこか怪しいところが無いか手分けして探すか？」

「それには及およばない。俺の相棒が先に宮殿に来てる」

　ほう？　と釈天とプリトゥの二人は共に声を上げた。話には聞いていたが、彼の言っていた神殿とはクノッソス宮殿のことだったらしい。

　地中海の空に旋せん風ぷうが巻き起こったのは、その直後のことだった。巨きよ大だいな鳥の影かげが地上に映し出されて高速で過ぎ去る。

　プリトゥは敵かと身構えたが、十六夜と釈天の二人は違ちがった。

　十六夜は呆あきれた様に笑い、釈天は驚おどろいたように天を仰あおいでいる。徐じよ々じよに近づいてきた巨大な影を迎むかえた釈天は納得がいった様に声を上げた。

「お前は………何時いつかのグリフォンか！　いやはや、随ずい分ぶんと懐なつかしいな！」

『お久しぶりです、釈天殿どの。ご健勝で何より』

　旋風を巻き起こして下降してきたのは、彼らの知ち己きでもある、鷲わしの上半身と獅し子しの下半身を持つ幻げん獣じゆう〝鷲獅子グリフオン〟だった。大気を踏ふみしめるように奔るという鷲獅子は階段を下るかのように足を前後させて舞まい降り、恭うやうやしく頭こうべを垂れる。

　釈天は手首を振ふる素そ振ぶりで無礼講を許し、事情を問う。

「ははあ。お前が此方こちらに先行していたわけか。確かにグリフォンたるお前はギリシャの地を見ておくことに多くの利があるだろう。しかし外界でその姿になるのは感心しないな。───それとも、何かあったのか？」

　釈天は鋭するどく視線を変え、獅子の下半身を見る。

　よく見ると後ろ足が折れているように窺うかがえる。

『はい。箱庭との出入り口と思われる場所を玉座の間にて確かく認にんしたのですが………その先で思わぬ敵と遭そう遇ぐうし、今に至ります。お気を付け下さい。かなりの手て練だれ揃ぞろいでした』

　それだけ告げると鷲獅子は疲つかれた様に腰を下ろす。慌てて近づこうとした十六夜だが、それより先にプリトゥが前に出てその傷に触ふれた。

「酷ひどいな。骨が砕くだけている。まともに歩くだけでも辛つらいだろうに」

「プリトゥ。お前が面めん倒どうを見てやれ。このままにしておく訳にもいくまい」

『面めん目ぼく次し第だいもありません』

　改めて頭を垂れるグリフォン。それを険しい顔で見ていた十六夜は大おお股またでグリフォンに近づき、短く告げる。

「………悪い、グリー。飛行機なんかに頼たよらず、もう少し早く来るべきだった」

『馬ば鹿かを言うな。独断で先走ったのは私の判断だ。お前に非はないだろう？』

「だけどお前のおかげで奇き襲しゆうを免まぬかれた。それだけで十分な戦果だ。───安心して寝ねてな。万倍返しで殴なぐり飛ばしてきてやる」

　ヤハハと十六夜が笑うと、グリーと呼ばれた鷲獅子もニヤリと笑って返した。

　重じゆう傷しようを負ってもこのように笑える男に過か剰じような心配は不要だ。今は只ただ、この受けた傷の借りを返すことだけを考えるべきだろう。

「じゃあ、此処でプリトゥとはお別れだな。悪いけど、コイツは任せた。女王にクレーム付けたらすぐにでも迎えに来る」

「そうしてくれ。………二人とも油断するなよ」

　プリトゥに見送られて十六夜と釈天の二人はクノッソス宮殿の奥にある玉座の間へと足を向ける。




　青銅器時代最大の遺跡であるクノッソス宮殿は聊いささか以上に入り組んだ造りをしていた。簡単には踏とう破はできないその造りは、さながら迷宮ラビリンスとはこのような物を指すのだと教えられているかのようだ。世界最古の玉座があるというクノッソス宮殿の玉座の間に辿り着いた二人は即そく座ざに異変に気が付いた。釈天が己おのれの神格を表す紋もん様ようを虚こ空くうに描かくと、空間に視覚化出来るほどの亀き裂れつが現れた。

　柴しば又また帝たい釈しやく天てんで箱庭に繫げた時より容易たやすく、遥はるかに巨大で明確な亀裂。

　人ひと払ばらいがされていたのは幸いかもしれない。クレタ島の観光名所である宮殿にこんな物ぶつ騒そうな亀裂があったのでは、神かみ隠かくしの被ひ害がいが跡あとを絶たなくなっていただろう。

　十六夜と釈天は共に目配せしてから亀裂に飛び込む。

　すると急転直下、視界が七色の極光で満たされた。瞳ひとみを閉じようとも波の様に押し寄せる極光を妨さまたげることはできない。全身の細部までを極光が照らし尽つくすと、唐とう突とつに視界が開けた。

　上空、四〇〇〇ｍ地点に召喚された二人は特に驚いた素振りもなく自由落下に身を任せる。共にもう幾いく度ども経験したことだ。今いま更さら驚おどろくようなことは何もない。

　冷静に風に煽あおられながら、上空から眼下を俯ふ瞰かんする。

　召喚されたのは地平まで見み渡わたせるほど巨大な大迷宮だった。白亜の壁かべで区切られた迷宮は細い小道から大きな広場まで多た彩さいな道が巡めぐらされている。

　大迷宮の中心と思わしき祭さい壇だんの近くに落下してきた十六夜と釈天は大の字のまま大地に着陸し、埃ほこりを巻き上げる。それでも無傷な所を見ると、やはり二人ともまともではない。

　周囲の埃を払はらった二人は自分たちが落ちてきた中央広間の祭壇を見て、何処に落ちて来たのかを悟さとる。

「ああ、なるほど。どうやら俺達、ゴールから迷宮に侵しん入にゆうしちまったみたいだぜ、釈天」

「らしいな。あの祭壇の中心が出入り口か？」

　二人は共に祭壇の中心にある玉座を見る。石造りの古ぼけたその玉座はどう見ても、先ほど拝見したクノッソス宮殿にある世界最古の玉座だった。この祭壇は本来なら、西さい郷ごう焰ほむらをゲームクリアと同時に外界へ転送する仕し掛かけになっていたのだろう。

　十六夜はヤハハと笑って頭を左右に振る。

「いやはや参ったね。もしかして、箱庭側から外界に行くための出入り口だったとは。これゲームクリアしても俺は帰れないんじゃね？」

「まあ、普ふ通つうに考えればな。何か鍵かぎとなるものが無いと箱庭側に帰るのは難しい」

「そうかそうか。じゃあそれについては心置きなく割り切るとして───とりあえず今は、其処の連中にお礼参りで我が慢まんしよう」

　瞳を細め、鋭い眼光で祭壇を見る。

　十六夜は敵意を隠す素振りもなく、真っ直すぐに告げた。

「隠れてないで、そろそろ出て来いよ。それとも出で迎むかえ用のサプライズを練ってる最中か？　もしそうなら三分間だけ待ってやる。サプライズと共に念仏でも唱えてろ」

　緩ゆるやかな速度で歩き始めた十六夜は、怒りの双そう眸ぼうで玉座と祭壇を睨にらむ。待つとは言っても危害を加えないとは言ってない。

　傍はた目めからは無む茶ちやな理論だが、無法者に礼れい儀ぎを重んじる必要など何処どこにもない。宵よい越ごしの遺恨ゼニなんぞは糞喰らえだ。同士が奇襲を受けた以上、お礼参りは刹せつ那なでも早い方がいい。焰と鈴すず華かの件は襲しゆう撃げき者の横っ面つらを殴り飛ばしたその後でも十分間に合う。

　いっそ祭壇ごと粉ふん砕さいしてしまおうかという勢いで歩いていく十六夜。そんなはた迷めい惑わくな気き迫はくが伝わったのだろう。

　物もの陰かげに隠れていた襲撃者たちは、一斉にその姿を見せた。

「………参りましたね。慈じ悲ひで生かして帰したというのに、随分な嫌きらわれようだ」

　呆れた声こわ音ねで玉座の背後から現れる二つの人ひと影かげ。

　声を上げたのは、青あお髪がみが特とく徴ちよう的な少年の方だろう。年ねん齢れい的には焰たちと同じか少し上と言ったところか。その手には稲いな妻ずまを纏まとった剛ごう弓きゆうが握にぎられている。

　属性的に神格武器と想定したが、何処の神格かはわからない。しかし得物を見るに、この少年がグリーを奇襲したわけではなさそうだ。

　十六夜はその少年を無視し、隣となりに現れたもう一人の男を見る。

「………おい、隣の色男。グリフォンをやったのはお前か？」

「さて、どうだったかな？」

　艶つややかな黒髪の下に立派な牛角を生やした、麻あさ布ぬのの服を着た軽装の美び丈じよう夫ふ。此方は二十代後半に見えるが、牛角を持つ牛の化け生しようだ。

　少し年季の入った口調から察するに、年齢を誤ご魔ま化かしているのは勿もち論ろんのこと、一目見て実力者であることがわかる。今回の〝天の牡牛〟もそうだが、〝牛〟に纏まつわる伝承を持つ者は総じて実力者であることが多い。神の御み使つかいや主神の化身などの神性を持つこともあれば、怪かい物ぶつや魔王などと呼ばれるものも多い。牛や鹿しか等の〝角付きの獣けもの〟は力有る者の象しよう徴ちようとして世界各国で信しん仰こうの対象に見られる傾けい向こうが強いからだ。

　神格武器を持つ少年と牛の化生を前にした十六夜は不用意に近づくのは危険だと察し、祭壇に続く階段の手前で足を止めた。

（………ふん。不意を喰くらっただけじゃなさそうだな）

　両者共に───想像以上の実力者だ。

　十六夜は怒りを抑おさえ冷静になる。

　先ほどの〝生かして帰した〟というのは噓うそでは無いのだろう。このレベルの実力者を二人も相手にして自力で撤てつ退たいするのは難しい。間ま違ちがいなく両者ともに魔ま王おうに比ひ肩けんする者たちだ。十六夜は腰に手を当て、深いため息と共に玉座を睨む。

「───それで。三人目は何処にいる？」

　青髪の少年と黒髪の美丈夫は共に少しだけ驚いた。

　特に牛角を持つ美丈夫の男はクツクツと楽しそうに笑いながら十六夜を見る。

「なるほどなるほど。大した慧けい眼がんだ。奴やつも上手うまく姿を晦くらましていると思うたが、隠しきれなんだか。末すえ恐おそろしい青年になったものよ」

「………ふぅん？　俺とお前は初対面だと思うが？」

「応よ。俺と童わつぱは初対面。しかし俺の義ぎ兄きよう弟だいとならば会おうた事があるぞ。───どうだ？　蛟こう劉りゆうと迦か陵りようは元気にしていたか？」

　瞬しゆん間かん、十六夜は呆あつ気けに取られたように瞳を見開いた。

　牛角の美丈夫が口にした蛟劉と迦陵とは、西遊記に伝わる七人の大魔王───蛟こう魔ま王おうと鵬ほう魔ま王おうのことだ。

〝斉天大聖天に斉しき大聖者〟孫そん悟ご空くうを筆頭に立ち上げられた〝七なな天てん大たい聖せい〟と呼ばれるこのコミュニティに属した七人の魔王たちは、共に義兄弟の契ちぎりを交かわした朋ほう友ゆうだったと伝え聞いている。

　しかし蛟劉と迦陵の二人は魔王として働いた悪事を清算する為ため、今は箱庭の世界の守護者に従事しており、逆さか廻まき十六夜とも親しい人物でもある。

　この二人の他ほかにも所属していた五人の魔王は共に強大な力を持つ魔王だが、旗はた頭がしらとされる二名は天上天下にその名が轟とどろくほど有名な魔王だ。

〝七天大聖〟に数えられる魔王の中で牛角を持つ魔王は一人しかいない。

　彼こそは〝斉天大聖〟孫悟空に勝まさるとも劣おとらぬ伝説の大魔王。かつて義ぎ妹まいを救うために数多あまたの神群を相手取り、虐しいたげられし化生たちの〝平天〟の為に戦った勇士の名は───

「〝平天大聖天を平定せし大聖者〟………！　お前が七兄弟の長おさ、伝説の牛ぎゆう魔ま王おうか!?」

「応よッ！　我こそは七天の長ちよう兄けいにして、中ちゆう華かに蔓延はびこる化生を束ねる者！　───ふふ。俺の義兄弟が三さん頭とう龍りゆうとの戦いで世話になったそうだな、逆廻十六夜」

　穏おだやかな口調だが、口元の笑えみには隠かくしきれない凶きよう暴ぼうな牙きばが見え隠れしている。

　覇は気きを抑えられぬとばかりに得物である長なが柄えの棍こん棒ぼうを取り出す牛魔王。艶やかな黒髪は高こう揚ようする戦意と共に戦慄わななき始め、紅あかい瞳で十六夜を見み据すえる。

「貴様や蛟劉たちの武勇を耳にするたび、一度手合わせしたいと思っていた。今までは機会を得られなんだが、この度たびようやく巡ってきたというわけだ。───よもや、受けぬとは言うまいな？」

「いやそりゃアンタ、俺も明めい瞭りよう快活に『是ぜ非ひ一手！』と気前よく言いたいけど………」

　珍めずらしく言い淀よどむ十六夜。いや、これは心底困った。何せ天下に名高き大魔王からのお誘さそいである。断る方が恐おそれ多いし正直言って勿もつ体たい無ない。

　別に義兄弟である蛟劉や迦陵に義理立てしているわけではないし、この際相手が何処どこの組織であるかを問う気もないのだが、今は先に返さねばならない同士の屈くつ辱じよくがある。

　棚たな上あげするには重すぎる荷物だが………そこでふと、背後の人物を思い出す。

　いっそ屈辱の万倍返しは釈天に任せてもいいかもしれない。最強の軍神である帝たい釈しやく天てんの凄すごいところを見せてもらうのも一興だ───と、振ふり向いた十六夜だが。

　そんな軽口が叩たたけなくなるほど、釈天の表情は衝しよう撃げきを受けて固まっていた。

　釈天には先ほどまでのやり取りが一いつ切さい耳に入っていない。彼の視線は青髪の少年に釘くぎ付づけにされたまま固定されている。

　馬ば鹿かな………と、囁ささやくように呟つぶやいた釈天は首を左右に振って目の前の相手を否定する。青髪の少年はそんな釈天の視線に耐たえきれず、サッと瞳を逸そらした。

　此方こちらは此方で複雑な事情があるらしい。こうなればいっそ全員纏めて俺が相手をするべきかと思い直していた所で、新たな甲かん高だかい笑い声が迷めい宮きゆうの中に響ひびいた。

　その笑い声は、声音から間違いなく少女の物だろう。

　失笑噴ふん飯ぱん、最も早はやこの状じよう況きように耐えられぬとばかりに哄こう笑しようを上げた少女は何の前まえ触ぶれもなく、正に霞かすみの如ごとく玉座の上に現れて十六夜と釈天の前に姿を見せる。

「ふ、ふふ………いやあ、面おも白しろい！　面白いですね、牛魔王！　私としたことが、この展開は全く想定していなかった！　まさかあのインドラが、あんな呆ほうけた顔を見せるなんて！　旧知の友である私ですが、奴のあんな顔は本当に初めて見ました………[image: !!!]」

　腹を抱かかえながら霞の如く現れる謎なぞの女───いや、外見的に少女と言うべきだろう。

　歳は焰たちより更さらに若い。しかし発展途と上じようながら絹の様に柔やわらかい肢し体たいは、肌はだを見せるだけで異性を高揚させるだろう。黄色い厚手のガウンは神気を漂ただよわせているものの、十六夜の知識にある文化の衣類にはどれも当てはまらない。

　遠目からでもわかる程ほどに良質な幻げん獣じゆうの皮で造られているが、今はそれだけしかわからない。恐らくは染色の段階から神域の技わざが介かい入にゆうされているのだろう。身の回りの品から正体を察するのは難しい。

　牛魔王と同じくこの女も頭上に角が生えていたが、牛角ではないように見て取れた。恐らくは牛魔王と別の種族───考えたくはないが、恐らくは純血の龍種だろう。

　話しかけられた牛魔王は鼻白んだようにため息を吐つき、棍棒を肩かたに担かついで一歩下がる。

「………帝釈天に同情なんぞせんが、別におかしくもない。俺もかつて似たような経験をした。奴の胸中は容易たやすく推おし量れる」

「ふふ、そうですか。君も息子むすこを仏門に連れていかれたのでしたね。………うん、私が悪かった。少し悪ふざけが過ぎましたね、我が同士よ」

「よい構わん。過ぎたことだ。───それより世せ界かい王おうよ。お前が姿を見せたのなら名乗りを上げる、という予定ではなかったかな？」

「私が名乗るのですか？」

「当然だ。客かく将しようの俺たちでは華はなに欠けよう。我らが連盟の名、高らかに名乗られよ」

　微笑ほほえんで更に一歩下がる牛魔王。世界王と呼ばれた龍種の少女は、コホン！　とわざとらしく咳せき込んで玉座を立ち、両手を広げる。

　十六夜は身構え、臨戦態勢を取った。仮にも相手は純血の龍種。つまりは最強種の一角だ。もし戦うのであれば、死し闘とうを覚かく悟ごせねばならない。

　世界王と呼ばれた少女は誇ほこるように、そして楽しそうに己おのが組織の名を口にした。




「では、改めて名乗りましょう。──心して聞くといい、終末の英えい傑けつよ！　護法の王よ！　我らは太陽主権の戦争に参戦し〝終末論カリ＝ユガ〟を乗り越こえる為に集結した、十天の王座！

　其その名は〝アヴァターラ〟！　此度の主権戦争を制する、最強の王群であるッ[image: !!!]」




　世界王が天を指さすと、巨きよ大だいな旗印が三人の背後に靡なびいた。

　十人の王を示す王おう冠かんと太陽の運行を意味する転輪が描かかれている。その旗印が何を意味するのかを語ろうと胸を張る世界王だったが、それは叶かなわなかった。




　彼女が天を指さした途と端たん───迷宮に、地鳴りが響ひびき始めた。間もなく空間を打ち破るように汽笛が鳴り、迷宮の空を覆おおい尽つくすように巨大な精せい霊れい列れつ車しやが落下してきたのだ。
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　───精せい霊れい列れつ車しや〝サン＝サウザンド〟号車両内。

　雷らい鳴めいが鳴り響ひびく暗雲の下、精霊列車は今も走り続けていた。〝天の牡牛〟を人ひと里ざと離はなれた場所まで誘ゆう導どうするという話だったが、突とつ然ぜんの襲しゆう撃げき者によってその作業も中止せざるを得なくなっているのだろう。逃にげるにしてもまずは車外の敵を駆く逐ちくせねばならない。

　女王との謁えつ見けんを終えた西さい郷ごう焰ほむらは執しつ事じ長スカハサが口にした組織について首を傾かしげた。

「〝アヴァターラ〟………ですか？」

「そう───王群〝アヴァターラ〟。それが今襲おそってきてるコミュニティの名前。インド神話で語られている十人の神様＆王様のことなんだけど、聞いたことない？」

「いいえ、初耳です」

「そっか。なら歩きながら軽く説明してあげましょ。君にも無関係じゃないから」

　歩く速度を緩ゆるめて人差し指を立てるスカハサ。焰としてはすぐにでも彩あや鳥とのもとに行って欲しかったが、敵の事を知らないままではどうにもならない。焰は静かに頷うなずき返す。

　───太陽の王群コミュニティ〝アヴァターラ〟。

　古代インド神群にて語られる太陽の十化け身しん。彼ら十人は全員が隔かく絶ぜつした恩おん恵けいを所有する神しん霊れい・王族であり、それぞれの時代で栄光を手にし、天下泰たい平へいの使命を帯びている。

　第一の化身〝箱はこ舟ぶね〟や第二の化身〝世界龍クールマ〟、第九の化身〝解げ脱だつ者シッダールタ〟は、神々の箱庭でも比ひ肩けんする者は数えるほどしか存在しない。彼らが太陽の主権戦争に参戦したなら〝クイーン・ハロウィン〟さえ手が出せない最大の優勝候補となるだろう。

　だがその可能性をスカハサはやんわりと否定する。

「〝アヴァターラ〟最強戦力であるその三人が参戦することはまずないでしょう。参加するとしても、〝出資者スポンサー〟枠わくでしょうね」

「〝出資者スポンサー〟？　ゲームの〝主しゆ催さい者しや〟ではなく？」

「そう。聞いてない？　今回のゲームには三つのポジションが用意されているの」

　三本の指を立てたスカハサは、歩きながら三つの役割について説明する。

「一つ、主権戦争の管理運営を任された〝主催者ホスト〟

　二つ、主権戦争に参戦して戦うための〝参加者プレイヤー〟

　三つ、主権戦争にて参加者を支し援えんする〝出資者スポンサー〟

　───以上三つのポジションが用意されているの。この場合だと焰君たちが〝参加者〟で、私や女王が〝出資者〟ね」

　焰は小さくため息を吐ついてスカハサの言葉を咀そ嚼しやくする。

　戦う者と、支援する者───焰の様な人間が参加者として戦い、神々は自じ陣じんの英えい傑けつたちに恩恵を与あたえるという関係性なのだろう。如何いかに強力な力を持った神霊でも、優ゆう秀しゆうな駒こまが無いと勝ち抜ぬけない。女王が優秀な参加者を募つのっていたのはそういう意味もあったのだ。

「まあ、そんなところだと思ってました」

「予想してた？」

「ええ。俺と〝エヴリシングカンパニー〟の関係が正にそれですからね。異世界に来たからと言ってその関係が簡単に変わるとは思ってませんよ。───それで〝アヴァターラ〟の出資者は何処どこの神様なんですか？」

　話を戻もどし、核かく心しんを問う。

　スカハサは意外そうに瞳ひとみを瞬またたかせてから、微笑ほほえみを浮うかべて答える。

「私は〝アヴァターラ〟を、参加者と出資者の連合コミュニティなんだと思ってるわ。今回の場合、参加者枠は年ねん齢れい制限もあるしね」

「あ、それ超ちよう朗報です。具体的には？」

「未成年以外は参戦禁止。ゲームの最中に年齢超過した場合は即そく時じに別べつ枠わく移動。此これを鑑かんがみるに、逆さか廻まき十六夜いざよいの参加可能期間は残り三か月ってところね」

「………え？」

「ん？」

「あ、いや………すいません。続けてください」

　突然の名前に声を裏返らせる焰。スカハサはニタニタと笑って続ける。

「今回の横よこ槍やりやその他ほかの暴挙から推測すると、今の〝アヴァターラ〟は正道の王群じゃないんでしょうね。噂うわさだと太陽の主権戦争に出たがっている魔ま王おうたちが、東西南北の敷しき居い無く集まっているということよ」

「………つまり王群を名乗る為ためだけに〝アヴァターラ〟を名乗っていると？」

「いやあ、そうとも言い切れないのよね。少なくとも〝アヴァターラ〟十の化身のうち、三割以上は参戦しているって話よ。となると当然、出資者枠になるものも限られてくる」

　第一の化身〝箱舟〟

　第二の化身〝世界龍クールマ〟

　第九の化身〝解脱者シッダールタ〟

　最高戦力である三王の中の一人は確実に出資者として参戦していることだろう。

「まあ、仏門の創設者である第九の化身はシロだとして、問題は第一か第二よね。ただ彼らを呼び覚ますとなると十二星座の〝魚座〟か、十二辰しんの〝龍〟が必要なんだけれど………、それは開会式になればわかるから良いわ。問題は貴方あなたたちの世界に干かん渉しようしている〝アヴァターラ〟のメンバーよ。彼らは間ま違ちがいなく星せい辰しん粒りゆう子し体たいに関かん与よしてきてる」

　スカハサの言葉に、焰は耳を疑う様に足を止めた。

　怪け訝げんそうに彼女を見た焰は意味が分からず問い返す。

「………ちょっと待ってください。どうして其そ処こで星辰粒子体が出てくるんです？　其処の繫つながりがよくわからないのですが」

　焰の問いに、今度はスカハサが驚おどろいた。

「あれ、彩鳥から聞いてないの？　星辰粒子体の散布計画のこと」

「………ああ、あれですか？　星辰粒子体の持つ環かん境きよう改善機能を駆く使ししてテラヒーリングを実行するとかいう夢物語？」

　呆あきれた笑えみを浮かべる西郷焰。

　星辰粒子体の散布計画とは文字通り、世界中に粒子体を散布する為の巨きよ塔とうを立てて星の環境改善に役立てるというロマン溢あふれる与よ太た話だ。確かに〝原典オリジン〟を大量生産して粒子体の動向を精密操作できるようになれば不可能なことではない。

　砂さ漠ばく化する大地、汚お染せんされる大気、上じよう昇しようする気温等々。

　粒子体によるテラヒーリングが上手うまくいけばそれらは僅わずか三年で改善される見込みだ。

　だが其そ処こに行き付くまでの問題は、山の高さに至るほど積み上がっている。

　散布を行う巨塔の建設場所や、粒子体による人体への影響、ナノハザードの懸け念ねん、宗教的問題、環境保護団体との折り合いetc.……と、上げ始めればきりがない。

　万が一それらを全すべてクリアしたとしても、今度は生産ラインが整わない。

　散布計画が順当にいけば十年ほどで星の大気中の一七％が粒子体で満たされることになるだろうが、その大量の粒子体をどのようにして生産するのかという問題もある。

　先述したように〝原典〟の増産は膨ぼう大だいな時間がかかり、生命体での寄生増ぞう殖しよくは劣れつ化か品しか出来上がらない。

　もしも寄生増殖しても粒子体が劣化しない特異体質の人間や動物、植物が居るのなら話は別だが───今のところ、そんな都合の良い物は見つかっていない。

「いくら〝エヴリシングカンパニー〟でも無理ですよ、あんな荒こう唐とう無む稽けいな計画。金があればどうにかなるって問題じゃないでしょう？　社会的な理解を得られませんよ」

「ふふん、それはどうかな？　少なくとも今回の事件で星辰粒子体の国際的な影響力は相当に大きくなるでしょうね。焰君が考えてる問題のうち半分はそれで解決するんじゃない？」

　スカハサの笑みに、むっとしかめっ面つらで返す。それはまあ、そうかもしれない。

　人体に対して有害どころか有益であると証明し、印象付けられる機会を得られたのは大きな成果だ。一般市民の理解が得られると国家や国際組織に対して働きかけやすくなる。

　だがそれでも、最後の問題が残る。

　生産ラインが整わなければ、全ては絵に描かいた餅もちでしかない。

　そんな焰の煩はん悶もんを読み取ったスカハサは、人差し指を立てて彼に問う。

「じゃあ、視点を変えてみましょう。もしも諸もろ々もろの問題を全てクリアできたとして、焰君なら何処に散布施設を置く？」

　粒子体の散布施し設せつ───スカハサの話す〝Ifもし〟の可能性を怪訝な表情で考えるものの、焰は真ま面じ目めに考察してみる。

　試作段階の粒子体ではなく、本物の〝原典〟の確保も全て可能だと仮定する。

　最初は環境情報の綿密なデータが欲しい。

　故ゆえに第一条件は、気候が穏おだやかでほぼ変化しない土地がいい。地ち軸じくのある北極と南極に一本ずつ立てるとして、他は四季による気候変化が全まつたくない土地柄がらが好ましい。

　それらの条件を全て加味した上で、散布施設を造るなら───

「俺なら………散布施設は、赤道線上に立てます」

「へえ、赤道線上に立てるの」

　スカハサは特に声こわ音ねを変えないままサクサクと歩き続ける。焰は顎あごに手を当てながら、不ふ吉きつな予感に駆かり立てられていた。理由は説明するまでもないだろう。

　この太陽の主権戦争は〝黄道の十二宮〟と〝赤道の十二辰しん〟を争う戦いの筈はずだ。

　なのにスカハサは今、粒子体までも戦いに関かかわりがあると示し唆さしている。

（馬ば鹿かな、絶対に在りえない！　粒子体の散布計画は───環境制御塔計画は、頓とん挫ざした筈じゃ………！）

　薄うすら寒い予感が焰の背筋をなぞる。彼女が何を示唆しているのか問いただそうとしたその時───。

　雷らい鳴めいすら超こえる、激しい揺ゆれが車両内を襲った。

　天を仰あおいだスカハサは緩んだ顔を一いつ瞬しゆんで強こわ張ばらせ、警けい戒かい心しんを募つのらせる。

「………あの未熟者。怪かい牛ぎゆうを仕留め損そこなったか」

「は？」

「ごめん、事情説明中止。これヤバいやつだ」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる焰。

　既き視し感かんのある浮ふ力りよくが彼を襲ったのは、その直後だった。




　　　　＊




　彩鳥の放った一いち撃げきは精霊列車の上空に、激しい鮮せん血けつを撒まき散らした。

　一いつ矢しにて撃うち抜かれた首は、クルリクルリと宙を舞まっている。雨風を読み切って放たれた一矢は天を穿うがつが如ごとく直進し術師の首を撥はね飛ばした。其れは人の身で可能な技わざではない。神域と呼ばれる程ほどに研けん鑽さんされた武ぶ錬れんがあって初めて実現する一矢だ。反はん撃げきを予想していなかった術師が為なす術すべもなく的となったのは必定だろう。

　次いで放たれる三本の矢。何いずれも必殺の軌き道どうを描えがいて首なし死体に迫せまる。

　だが首の無い死体に矢を放つなど、死体に鞭むちを打つより卑ひ劣れつな行こう為いだ。首を飛ばし生命活動を停止させた以上、これ以上の行為は必要ない。

　しかし、違い和わ感かんはあった。首を飛ばされた胴どう体たいは撃ち抜かれたまま硬こう直ちよくしている。不動のまま滞たい空くうしていた首なし死体は───落下することなく、上空に留とどまっていたのだ。

「………ちぇっ。バレちゃったか」

　途と端たん、首なし死体が動いた。

　クルリクルリと弧こを描いて落下してくる生首を片手で受け取り、胴体に装着。切り離はなされた首と胴体は何事もなかったかのように癒ゆ着ちやくし、傷は一瞬で癒いえた。

　カッと瞳を見開いた術師は雨風を凌しのいでいたローブを脱ぬぎ捨て、先ほどまで流体を操あやつっていた七つの宝玉を奔はしらせる。

　彩鳥が射いた三本の矢は、空を高速で駆かける七つの宝玉によって阻はばまれた。

（………やはり、生きていましたか）

　己おのれの直感が正しかったことを確かく認にんし、剛ごう弓きゆうを仕し舞まう彩鳥。今のタイミングで防がれるのなら、この距きよ離りで射い貫ぬくのは難しい。先ほどの油断ももうないだろう。

（白い毛皮の仙せん虎こに、首を斬きられても死なない身体からだ。そして虚こ空くうを駆ける宝玉。………なるほど。先生が言っていた中ちゆう華かの俗ぞく物ぶつとは彼女のことでしたか）

　敵の出自を看破する彩鳥。此こ処こまで完かん璧ぺきに符ふ合ごうする伝承は世界広しといえど一つしかない。しかし彩鳥の予測が正しければ、敵は魔王に比肩する敵ということになる。

　それも彼女の記き憶おくが正しければ、遥はるか昔に封ふう印いんされた魔王の一人だ。真実ならば、先手を取れても侮あなどることはできない。警けい戒かいを怠おこたることなく敵を睨にらみつける彩鳥。

　だが首を斬られた術師は特に何をすることもなく、薄い笑みを浮かべたまま精霊列車を見送った。

　そんな術師の後ろから、呆れたような声がかかる。

『遅おそい。何をしていた、申しん公こう豹ひよう』

「仕方ないじゃん。集合場所の〝アンダーウッド〟に行ったら既すでに蛻もぬけの殻からだったんだし。………って、背中のソイツは誰だれさ？」

　不ぶ躾しつけ且かつ怪訝な表情でアステリオスを見る少女。

　アステリオスも瞳を見開いて驚いた。

「それは此方こちらの台詞せりふだ。お前が………申公豹だと？　あの中華神話〝封ほう神しん演えん義ぎ〟のか？」

「当たり前じゃん。僕以外に申公豹が居るなんて聞いたことないんですけど？」

　殊こと更さらに偉えらそうな口調で返す申公豹を名乗る少女。年相応に柔やわらかそうな顔をショートカットの髪かみの向こうに覗のぞかせている。少し跳はね毛が多いようだが、それが尚なお更さらに外見の年齢を若く見せているのだろう。

　だがそれが尚の事、疑問を大きくした。ゲームギミックの怪かい物ぶつとして召しよう喚かんされたアステリオスに中華神話の知識は与えられていない。故に詳しいことは定さだかではないが、確か────申公豹とは、初老の姿をした男性の仙せん人にんではなかったのか。

　依い然ぜんとして小生意気な態度を崩くずそうとしない申公豹だったが、アステリオスの混乱も理解できているのだろう。

　頭を搔かきながら、面めん倒どうくさそうに白はく額がく虎こを指さす。

「君も何か失礼な勘かん違ちがいしてるようだなあ。白髭ひげの小こ汚ぎたない爺じじいの仙人って、その白額虎っていうジジイが人化した姿のことだからね？　僕こそが、本物の申公豹ですよー[image: !!!]………って口を酸すっぱくして訴うつたえても、紂ちゆう王おうや側近達が僕を小こ娘むすめとしかみないんだもん」

『小汚いは余計だ。全ては貴様に貫かん禄ろくが足らぬのが原因であろう？　だから勘違いされるのだ』

　五月蠅うるさいなあ、と舌打ち混じりに顔を背そむける申公豹。それでようやく疑問が解けた。

　申公豹が記述されている〝封神演義〟───中国にて明みんの時代に成立した、非常に新しい神話の一つである。新旧の道教神や神しん仙せんが入り混じって戦ったというこの〝封神演義〟は時代検証が不確かなものとして語られているが、それには訳がある。

　此この〝封神演義〟は〝西遊記〟と同じく、外界から流出した神話の一つだからだ。本来なら箱庭の戦いは外界で認知されるはずの無い神々による代理戦争なのだが、この二つは謎なぞの要因によって外界と箱庭の情報が入り混じり混在時空が生まれてしまったのだ。

〝封神演義〟の中でもこの申公豹は特異点の一つである。

　申公豹を名乗るこの少女は、先の神話、後の神話にも一いつ切さい語られることが無い。

　封神の戦争が激化していく中、数多くの者を陥おとしいれ乱世を拡大させた人物であるにも拘かかわらず───〝封神演義〟の中で存在が完結している、謎の多い仙せん道どうの一人である。

「大まかにだが理解した。つまりお前自身はその娘むすめの姿が本物なんだな？」

「まあね。本当の身体は成人してるんだけど、今回の太陽主権のゲームは年齢制限があるらしいから、肉体年齢下げてんの」

『頭の中身は幼少だがな』

「うっさいぞジジイ。っていうか、怪牛君もそうなんだろ？　どう見ても子供だし」

　さも当然の様に腰こしに手を当てて告げる申公豹。年齢制限があるというのは初耳だったが、それでアステリオスも己の姿に納なつ得とくがいった。

　そうか、太陽の主権戦争には年齢制限があるのか。

　ならば〝ミノタウロス〟である彼が、少年の姿に変へん幻げんしたのも理由が───

「………っ、いや………[image: !!?]」

　どういうことだと、息を吞のむアステリオス。

　驚きよう愕がくの余り瞳を見開き、背筋が凍こおる。

　彼───アステリオスは太陽の主権戦争に招待されたわけではない筈だ。

　この太陽の主権戦争に関わるのは太陽に関連する逸いつ話わを持つ者だと聞いている。ギリシャ神群の代表なのかとも思ったが、ミノタウロスである彼よりも適任者は多くいるだろう。彼に白羽の矢が立つことは到とう底てい有りえない。

　なのにどうして、アステリオスが少年の姿になっているのだ。

　この少年の姿は、主権戦争とは無関係の要因があるというのか。

　今まで疑問視してこなかった事実に直面した彼は、己の小さな手の平を見て愕がく然ぜんとする。しかし違和感は全くない。十五歳前後と推測できるが、この少年の肉体は、間違いなく自分のものだ。肉体年ねん齢れいを変化させているわけでもない。正しよう真しん正しよう銘めい〝アステリオス〟というクレタ島の王子は───この少年の姿が本来の姿なのだ。

　それが何を意味するのか。

　記憶が曖あい昧まいな己の真実が何処どこにあるのか。

　アステリオスは立ち眩くらみの様に頭を押さえて、上体を屈くつする。

「どうしたの？　乗り物もの酔よい？　気持ち悪いならドバッとブヒャッと背中に吐はいちゃえ」

『貴様とは一度決着を付ける必要があるな、申公豹。───それはともかく、如何いかがした怪牛？　もし吐くのならそれなりに気を遣つかってくれるとありがたいのだが』

「………なんでもない。どうでもいい話は此処までだ」

　右手に己の本来の武器である〝ラブリュス〟を取り出す。ケラヴノスに比べるとかなり小さいが、此これは元々戦いくさに使う為の武器ではない。真の用よう途とは別にある。

　鬼き気き迫せまる形相で体を起こしたアステリオスは、高速で去っていく精せい霊れい列れつ車しやに両刃斧ラブリユスの先せん端たんを向けて睨みつける。

　彼は依然として〝ミノタウロス〟に救いが必要だとは思っていない。

　しかし、どうしても解き明かさねばならない謎が出来た。

　それを知るのが西郷焰と云いう人物ならば、此処で逃にがす訳にはいかない。

　迷めい宮きゆうの語源に相当する〝ラブリュス〟の戦せん斧ぷを掲かかげたアステリオスは両手を捻ひねる様にして───鍵かぎ穴あなを開く様に、虚空を斬った。




　　　　＊




「ごめん、事情説明中止。これヤバいやつだ」

　そう呟つぶやいたのは車両内を歩いていた執しつ事じ服の女性、スカハサ。

　彼女は険しい顔で天を仰ぐと、焰の二の腕うでを急に摑つかみ寄せた。後ろに続いていた焰は突とつ然ぜんのことに驚いて足を止める。

　何事かと思った焰だが、異変は直すぐに起きた。

　精霊列車の車両から、僅わずかに足が浮うき始める。浮ふ遊ゆう感かんに一瞬混乱した焰だが、この浮遊感はついこの間体験したばかりですぐに察しがついた。

　手て摺すりに摑まり、車両の窓を見る。

「まさか………落下してるのか!?　精霊列車ごと!?」

「大正解！　私から離れるな、下手へたしたら死ぬわよ！」

　上空に投げ出された精霊列車の中が、阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれる。獣じゆう人じんたちも精霊列車の中の備品につかまるが、このままではまずい。鈴すず華かは咄とつ嗟さに周囲の何人かを地表近くに飛ばすが、車両内には非ひ戦せん闘とう員いんも合わせるとかなり乗務員がいる。流石さすがに間に合わない。

　小さな精霊たちや長なが靴ぐつの三み毛け猫ねこも、車両内をコロコロと転がっている。

「おちるー!?」

「おちない!?」

「おちないの!?」

「いや、どう考えても落ちとるやろッ[image: !!!]」

　ウッキャー♪　と楽しそうに転がる群体精霊。彼女たちの重量ならこれぐらいの高さから落下したところでさほど問題ないのだが、三毛猫はアウトだ。

　だが最も危険なのは、列車の甲かん板ぱんに立っていた彩鳥だろう。

　甲板の突とつ起きに摑まっていた彼女には、今何が起きているのかを正確に把は握あくできている。

（仙虎に乗っている少年………彼がミノタウロスの正体か!?）

　両刃斧をその手に持つ少年が虚空を斬ると同時に、視界が七つの光に包まれた。迷宮のゲーム盤ばんに呼び出されたのだと察するのは難しくない。

　それと同時に、彩鳥は自分たちの推理が正しかったことを悟さとる。

　次いで彩鳥は、落下しながら眼下の迷宮を見た。

　巨きよ大だいな浮ふ遊ゆう島に造られた迷宮は、間ま違ちがいなくミノタウロスの迷宮だろう。敵地に呼びこまれたわけだが、半ば解答を得ている彩鳥たちにしては悪くない条件だ。これで敵も逃げられない。後はミノタウロスを返り討うちにすればゲームクリアできるだろう。

　彩鳥は渡わたされたギフトカードから愛あい剣けんを取り出す。すると自然と笑みが零こぼれた。

　かつて数多あまたの修しゆ羅ら神仏に挑いどみ、死し闘とうを潜くぐり抜ぬけ、拝火の魔ま王おうとさえ切り結んだ愛剣だ。敵地とはいえ、僅かばかりの懐なつかしさを抱いだくことぐらい許されるだろう。

　だがそれは本当に刹せつ那なにも満たない時間。彩鳥は直ぐに身構えた。

（───来るッ[image: !!!]）

　妖よう精せい族の錬れん鉄てつ術で鍛きたえられた剣を正眼に構え、直進してくる二つの敵てき影えいを迎むかえ撃うつ。

　対する申公豹、白額虎、アステリオスは虚空を駆けて彩鳥に迫せまる。特に申公豹は先ほどの首斬りの借りがある。突とつ出しゆつするように先手をとった。

「你好ハローー你好ハローー、首斬り騎き士し！　見み惚とれる様な一いつ矢しをありがとう！　コイツは僕からのお返しだ、粉々に吹ふっ飛べこの野や郎ろうッ[image: !!!]」

　申公豹は先ほど流水をかき集めていた宝ほう珠じゆ───〝開かい転てん珠じゆ〟と呼ばれる七つの宝貝パオペイを巧たくみに操あやつり彩鳥を囲い込む。この宝貝と呼ばれる武器は中ちゆう華かの仙道だけが創作できる武器型の恩恵ギフトだ。この飛ひ翔しようする七つの珠は流体を操って空を駆かける武具なのだろう。

　攻こう防ぼう速そくの全てが揃そろった、万ばん能のう型の宝貝。特化している分野がないものの、戦略性が高い。この類たぐいの武具は数を集めて使われると厄やつ介かいなことこの上ない。

　申公豹も自身の武器の特性を良く理解しているのだろう。

〝開転珠〟は四方八方、上下左右から弧こを描えがいて標的を囲い込み、七体同時に襲おそい掛かかる。

　だが彩鳥は怯ひるまない。囲まれているならば、強きよう行こう突とつ破ぱすればいいだけのこと。

　落下する精霊列車の甲板から下方に向かって走る。正面から迫る二つの〝開転珠〟を即そく座ざに斬きり落とすが、破は壊かいには至らない。しかし正面が空いた。

　振ふり返った彩鳥は追つい撃げきする五つの〝開転珠〟に突とつ貫かんする。申公豹本人を討つつもりなのだろうが、幾いくら何でも無む謀ぼうである。

　迎げい撃げきする為ためだろうが、此れでは物理的に手が足りない。

「ハッ、驕おごったな首斬り騎士！」

　五つの〝開転珠〟が彩鳥に迫る。流体を操作する宝貝は視覚化出来るほどの密度の高い風を纏まとい、艦かん砲ぽうもかくやという勢いで呻うなりを上げる。

　だが彩鳥の瞳ひとみに恐きよう怖ふの色はない。

　愛剣の柄つかを僅かに捻る。すると刀身が分かれ、剣の軌き跡せきが弧を描いた。

　一ひと振ふりすれば三日月の様に弧を描き、二振りすれば蛇だ蝎かつの様に蜷局とぐろを巻く。彼女と相対した者からは蛇蝎の剣けん閃せんと恐おそれられた絶技が今、仙道の秘奥に挑む。

「ふっ───！」

　呼吸を合わせる。流体の軌き道どうを読むために瞳を凝こらす。恐らくは刹那の狂くるいが死を招く。連接剣が描く蛇蝎の軌跡が的確に〝開転珠〟を捉とらえる。

　───なるほど、確かに速く鋭するどく的確だ。

　先ほどの一矢が偶ぐう然ぜんではないと感じ取れる。だがしかし〝開転珠〟を叩たたき落とせるだけの剣圧はこの剣けん技ぎにはない。嵐あらしの中心に蛇へびが飛び込んだとしても渦うずに巻かれるのが落ちだ。

　勝利を確信する申公豹。だがそれは聊いささか早かった。

　彩鳥は初めから〝開転珠〟を破壊できるとは考えていない。何せつい先ほど試ためしたばかりだ。故ゆえに眼前の弾だん幕まくから生き延びる方法は只ただ一つ。

　渦を巻く〝開転珠〟の一つに、蛇蝎の頭が喰くらいかかったその刹那───五つの弾だん丸がんはその進行方向を変え、一いつ斉せいに同士討ちしたのだ。

「何ッ!?」

『なんとッ!?』

　申公豹とその後続にいる白額虎から驚きよう嘆たんの声が上がる。二人は共に目の前で起きた絶技を理解していたが故に絶句せざるを得なかった。連接剣の剣先が渦巻く〝開転珠〟の一つに巻き込まれた所までは申公豹の読み通りだったのだろう。しかし彩鳥は巻き込まれた連接剣を激しく引き直すことで気流を乱し、〝開転珠〟の一つの軌道を変えた。

　気流を乱され軌道を変えられた〝開転珠〟は次々に衝しよう突とつし始めたのだ。

　此これで彩鳥と申公豹の間を阻はばむものは何もない。一気に距きよ離りを詰つめようとした彩鳥だが、それをさせまいと白額虎とアステリオスが肉にく薄はくする。

　白額虎の背中から大上段に振りかざされた両刃斧ラブリユス。彩鳥はカードから更さらに剛ごう槍そうを取り出して片手で受け止めに行く。当然ながら力負けするが、彩鳥は初めから正面衝突する気はない。

　彩鳥を押し潰つぶす様に振り下ろされた一いち撃げきだったが、僅かに傾かたむけられた槍やりの柄を滑すべり両刃斧は虚こ空くうを切る。火花を散らしながら慣性に任せたまま落ちる両刃斧だが、此れも偶然ではない。持ち主の制せい御ぎよが利きかないタイミングを見計らって彩鳥は槍を傾けたのだ。

「っ………貴様、先日とは別の者か!?」

　飛び退のいて距離を取るアステリオスと白額虎。忸じく怩じたる思いだが、近接では分が悪いと咄嗟に判断したのは正解だろう。彼女の振るう武技は何いずれも常じよう軌きを逸いつしている。

　だがそれを逃のがすほど彩鳥の追撃は手て緩ぬるくない。

　一度崩くずしたのなら徹てつ底てい的に追い込め。

　師にそう叩き込まれてきた彼女は、喰らい付けば簡単には離はなさない。剣と槍を収めた彼女は距離を詰めるのではなく再度、剛ごう弓きゆうを取り出して速射を放つ。

　一息で三度放たれた矢はアステリオスの右みぎ肩かた、左足、頰ほおの三点を掠かすめて行く。その冴さえに、敵対していた三人は己おのれの敵が神域の技量を持つのだと認にん識しきを改めた。

「ッ───強い………！」

　苦く悶もんの声を上げるアステリオス。怪かい牛ぎゆうの時に戦ったのとは別人のような戦闘能力だ。或あるいは武器の性能───いや、性質が変わったというべきか。

　近きん距きよ離りの槍、中距離の連接剣、遠距離の剛弓。

　オールレンジで巧みに敵を翻ほん弄ろうし数の不利さえ覆くつがえすとは、信じ難がたい練度の武技だ。アステリオスの武技ではこの女王騎士と相対するのは難しい。両刃斧との相あい性しようも最悪だ。

　だが女王騎士が如何いかに実力者であろうとも、如何どうにもならないものもある。この精霊列車の落下などが正にそうだ。先ほどまで残っていた霊脈の加護が完全に消えれば落下は加速する。

　彩鳥は焦あせりながら周囲を確認した。

（不味まずい………このままでは迷宮に激げき突とつする………[image: !!!]）

　甲板に槍を突つき立てた彩鳥だったが───その時ふと、目の前に鈴華が現れた。

「彩ちゃん、摑まって！」

「鈴華!?　ど、どうして甲板に!?」

「話はあと！　今は列車の落下を止めないと！」

「と、止めるのですか!?　落下を!?　鈴華が!?」

　どうやって!?　と、すっかり少女の顔に戻もどる彩鳥。彩鳥は混乱したように連接剣を構える。連接剣で鈴華を絡からめてしまうつもりなのだろう。だが余り意味はない。このままでは不味いと分かっているが他ほかに方法が無い。

　だが意外にも、鈴華は冷静だった。

　慌あわてふためく彩鳥を尻しり目めに、鈴華は真っ直すぐ申公豹を見る。彼女に向かって手を伸のばした鈴華は摑まっていた左手を離し───




「浮かせる方法なら───あの子が持ってる！」




　途と端たん、鈴華は精せい霊れい列れつ車しやから離れて甲板から宙に浮く。だが自由落下をしたのは僅か一いつ瞬しゆんのこと。

　全身に風を纏まとった鈴華は、甲板の上で飛翔し始めたのだ。

「え………は、はあ!?」

　その手に握にぎられているのが〝開転珠〟の一つであることを察した申公豹は、ハッとなって数を数える。〝開転珠〟が六つしか無いことに気が付いた申公豹だったが、今度はその六つ目が姿を消して鈴華の手の上に現れた。

　申公豹は混乱したように声を上げる。

「ど、どういうこと!?　なんで僕の〝開転珠〟が奪うばわれてるの!?」

『しまった………！　あの娘むすめが空間転移能力者かッ!!』

　白額虎は先ほどの攻防を思い出して舌打ちする。

　同時に彼は鈴華の恩恵がどのような物なのかを理解した。

　一つが〝ある物体を離れた場所に転移させる能力〟───〝アスポート〟の恩恵だ。

　バリスタ弾だんが発射された状態で転移してきたのはそのためだ。止まっているバリスタ弾を転移させた所でああはなるまい。しかし此れも強力な恩恵だが、彼女にはもう一つ逆ベクトルの恩恵がある。

　それが〝離れた場所にある物体を身近に転移させる能力〟───俗ぞくに〝アポート〟と呼ばれる恩恵だ。この恩恵は武具の類を使う者にとって最悪の恩恵の一つだろう。

　何せ、無条件で武具を奪われるのだ。

　しかも今の申公豹の様子を見る限り、所有権まで失ってしまう可能性があるらしい。こうなると仙せん道どうの宝貝は迂う闊かつに使えない。

『何てことだ………〝疑プ似ロ神ト格・・ケ星ラ牛ヴ雷ノ霆ス〟を奪われては不味い！　距離を置くぞ！』

「ちょ、ちょっと待てよ！　僕の〝開転珠〟はどうするの!?　───って言ってる傍そばから三つ目も盗とられたあああああ[image: !!?]」

　フンガー[image: !!!]　と憤ふん慨がいした申公豹は、怒いかりの余り他の宝貝を取り出そうとする。それが逆効果なのは言うに及およばない。白額虎は彼女の襟えりを咥くわえて迷めい宮きゆうの陰かげへと姿を消す。

　一方の鈴華は三つの〝開転珠〟を得たわけだが、即そつ興きようで使いこなすにはこの恩恵の操作は難しすぎた。精霊列車の下に潜り込み、〝開転珠〟の力で落下を支えるものの、落下を防ぐには至らない。このままでは精霊列車に鈴華が押し潰されてしまう。

　彩鳥は甲かん板ぱんから声を上げた。

「鈴華、列車の下にいては駄だ目めです！　〝開転珠〟の遠えん隔かく操作は出来ないのですか!?」

「か、身体から離すと途端に操作が難しくなって………これ以上は無理かも………[image: !!!]」

　周囲に暴風を撒まき散らす〝開転珠〟。出力が散ってしまっている証しよう拠こだ。あれでは浮うかせられるものも浮かせられない。彩鳥はいっそ切断してしまおうかと考えたが、精霊列車の装そう甲こうは固く彼女でも破壊するのは不可能だ。

　こうなった以上、ギリギリまで地上に引き付けて転移するしかない。鈴華の力でかなり減速出来ているものの、車両内にはかなりの衝しよう撃げきになるだろう。しかし他に方法が無い。

　だがその時、列車の窓から女性の声が響ひびいた。

「おーい、そこの少女！　ナイスファイト、後はこっちに任せなさい！」

　落下した精霊列車が巨きよ大だいな影に包まれたのはその時だった。

「え？　───わっ、何コレ!?」

　巨大精霊列車〝サン＝サウザンド〟号を丸々包み込むほど、巨大な影。影は車体を受け止めて緩やかに地に下ろす───とはいっても、この巨体だ。広こう範はん囲いに亘わたって迷宮が破壊されるのは仕方がない。

　瓦が解かいしていく迷宮と精霊列車の備品。

　それでも車両が無事な辺りはやはり相当に堅けん固ごな造りなのだろう。

　彩鳥は列車の甲板から飛び離れ、誰だれが列車を救ったのかすぐに察した。

（此れは、先生の〝影の城Dun Scaith〟!?　こんな使い方もあったのですか!?）

　執しつ事じ長を名乗ったスカハサ───実のところ、彼女は正しよう真しん正しよう銘めいの神しん霊れいである。

　決して著名な神霊ではない事に加え、祖そ霊れい崇すう拝はいの概がい念ねんによって生まれた為に系統ルーツも曖あい昧まい、しかも北ほく欧おうとケルトの両神群に別々の逸いつ話わを持つという特例中の特例の女め神がみである。

　太陽の陰かげりと死を司つかさどる神霊である彼女が扱あつかう〝影の城〟とは、女王〝クイーン・ハロウィン〟の居城の影を切り取った恩おん恵けいである。此れは女王が眠ねむる夜間は彼女がケルト世界を預かっているという証あかしであり、この影の国に於おいてのみ女王と対等であることを示す───のだが、今はまだ日中だ。

　此れでは〝影の城〟の本来の力は出し切れない。

（この時間帯は先生も本調子ではない。となるとやっぱり、私が頑がん張ばるしかありません）

　気を引き締しめる彩鳥。だが本調子でないのは彼女も同じことだ。

　先ほどにしてもそう。以前の彼女ならば、弾はじいた〝開転珠〟で三体ともに致ち命めい的てきな傷を負わせられただろう。随ずい分ぶんと錆さびついてしまったと嘆なげくのは仕方がない。

　如何いかんせん、外界は平和過ぎた。話には聞いていたが特定の紛ふん争そう地域以外ではよっぽどのことが無い限り命の危険に晒さらされることは無い。

　怪牛、仙道、星せい獣じゆう。此れほどの敵ならば、慣らしには丁度いい。

　改めて剣けんを構える彩鳥。

　後ろから鈴華たちの声がしたのは、その時だった。

　迷宮の瓦が礫れきと埃ほこりを払はらいのけて精霊列車から出てきた鈴華は猫ねこの様に髪かみを振ふりながら立ち上がり、その後ろに西郷焰とスカハサが続く。

「こ、今回こそ駄目かと思った………！　私、箱庭に来てから三回くらい死にかけてるんですけども、労災とか下りないのかなこれ！　どうなの姉弟ブラザー!?」

「いやあ、下りないんじゃないか兄妹シスター？」

「あら、それぐらいなら女王が払ってくれるんじゃないかしら？　ああ見えて、女王は金払いはいいわよ？」

「………。鈴華、先せん輩ぱい、先生。空気を読んでください」

　彩鳥は窮きゆう地ちを生き延びたものの、間の抜ぬけた声を上げる仲間たちに対しドッと疲つかれたように右肩を下げる。

　だが安あん堵どするには少し早かった。




　　　　＊




　───少し離れた迷宮内。

　迷宮の陰に隠かくれていた申公豹たちは、精霊列車から離れて難しそうな声を上げる。

「………駄目だ。〝開転珠〟は完全に奪われてる。こっからじゃ操作出来ない」

『そうか。女王騎き士しだけでも厄やつ介かいだというのに特とく殊しゆな転移能力者とは面めん倒どうな』

「そうだなあ。僕ら仙せん人にんって宝貝無しで戦うと其そ処こまで強くないし。………っていうか、さっきの女王騎士凄すごかったな！　宝貝を武技で退けるとか、黄こう飛ひ虎こ以来じゃない白額虎!?　あの連接剣って只ただの鉄剣だよね!?」

『うむ。奇き形けいの武器だが、特別な恩恵が宿っている様子はない。誠まことに見事というしかないが───参ったな。あの騎士は私とは相性が最悪だ』

　歯は嚙がみするように気まずい声を上げる白額虎。

　申公豹もお手上げとばかりに手をヒラヒラと振る。

「僕もだよ。視界が開けた場所で戦うならともかく、こんな隠れるところが沢たく山さんある場所じゃ迂闊に宝貝は使えない。使った傍から転移で奪だつ取しゆされるのが見えてる。皆殺ししていいなら話は別だけど。───白額虎、あの転移の女と影使いの女も女王騎士？」

『転移の娘むすめは知らんが、影使いの女は女王騎士だろう。先ほどの影が〝影の城〟だとすれば、スカハサに間ま違ちがいない』

「………へえ？　噂うわさのケルトと北欧の二つの伝承を持つ神しん霊れい？　さっきのがケルト魔ま術じゆつの業わざなら、ルーン魔術にも気を付けた方がいいの？」

『どうだろうな。その二つの魔術は致命的に相性が悪い。そもそもあの女神は紀元前には存在していたはず。ルーン魔術とは縁えんが無いはずだ』

　白額虎は冷静に相手の霊格を分ぶん析せきする。

　今でこそケルト神群に籍せきを置いているスカハサだが、本来なら古代ケルト魔術と、北欧のルーン魔術は全く別の文化圏けんの魔術───いやそもそもの問題として、スカハサがケルト神群に移い籍せきした際には、まだルーン魔術という魔術体系が存在していなかった。

　何せ彼女自身は、紀元前には霊格が成立していた女神である。

　成立が西せい暦れき後のルーン魔術を使えるはずがない。

　後に知友の神霊が造ったルーン魔術の輝き石せきを分けてもらったことはあったが、それも結局魔術体系を破は壊かいしてしまう可能性があると多方面からクレームが入ったため、結局はルーンの輝石を全すべて北欧に返納したと昔に聞いたことがある。

　文化圏が違ちがいすぎたため、文字の価値が薄うすかった古代ケルト神群に於おいては、ルーン魔術はほぼ意味を成さないのだ。スカハサが咄とつ嗟さに〝影の城〟ほどの大規模な恩恵を使わざるを得なくなったのは、現在も魔術禁止令が生きているからかもしれない。

『手て練だれの女王騎士、転移能力者、おまけに女王の側近である影の王か。我らだけでは分が悪い。他の〝アヴァターラ〟の面子メンツが来ているのなら彼らに助勢を───』

　其処でハッと、白額虎は己おのれの背中が軽いことに気が付いた。

『───おい、申公豹。あの怪かい牛ぎゆうは何処どこに行った？』

「ん？　さっき僕を咥えて逃にげたときに飛び降りてたけど？」

　あっけらかんと告げる申公豹。

　ポカンと半口を開いて呆ほうける白額虎。

『ば………馬ば鹿かか、それを先に言えッ!!　我らは奴を確保しておくのが任務なのだぞ！』

「え、そうなの!?　僕は何も聞かされてないんだけど[image: !!?]」

『ホウレンソウが出来ぬ奴らばかりか！　ええい、すぐにでも捜さがしに───』

「その必要はないわ」

　慌あわてる二人の前に、黒い風が靡なびいた。

　同時に現れる黒い斑まだら模様の服の少女。ジン＝ラッセルの従者にして右みぎ腕うでである黒こく死し斑はんのペストが二人に手紙を渡す。

「二人ともお疲れ様。上手うまく誘ゆう導どうできたみたいね。貴方あなたたちはもう帰っていいわよ」

『………何？』

「いやちょっと待ってよペスト！　僕の〝開転珠〟はどうすりゃいいの!?」

「知らないわよそんなの。宝貝なら太たい上じよう老ろう君くんと元げん始し天てん尊そんから大量に奪ったでしょ？」

「それはそれ、コレはコレ！　自作の武器は愛着が違うんだって！」

　ウガー！　と吼ほえる申公豹。五月蠅うるさい申公豹を面めん倒どうくさそうな視線で見るペストは、耳を塞ふさぐ素そ振ぶりを見せながら睨にらみつける。

「いいから。このまま迷宮にいたら巻き込まれるわよ」

『巻き込まれる？　何にだ？』

　白額虎は不満を押し殺しながら問う。アステリオスの持つ〝疑似神格・星牛雷霆〟が解放されれば激しい戦いになるだろうが、彼女の言葉にはそれ以外の含ふくみが感じられる。

　ペストも白額虎の言いたいことを理解したのだろう。

　不ふ吉きつな黒死の旋せん風ぷうに身を包みながら、天を仰あおいで愉たのしそうに告げた。

「そんなの決まってるじゃない。無分別に迷宮の侵しん入にゆう者を喰くらう食人の怪かい物ぶつ………本当のミノタウロスの戦いに、よ」




　　　　＊




　───少し時を遡さかのぼり。

　迷宮の中心で〝アヴァターラ〟と名乗る敵と相対していた逆廻十六夜もまた、落下してきた精せい霊れい列れつ車しやを見上げて舌打ちしていた。

（アレは………〝サン＝サウザンド〟号!?　ポロロが発車許可を出したのか!?）

　十六夜は即そく座ざに状じよう況きようを把は握あくする。恐おそらくは〝天の牡牛〟から逃げ出すのに精霊列車を使ったのだ。だがその道中で精霊列車ごとミノタウロスの迷宮へ召しよう喚かんされたに違いない。妙みよう手しゆではあったが、今回は相手の手札と相あい性しようが悪かった。

　誰かが受け止めねば迷宮に激げき突とつする。十六夜が精霊列車に向かって走りだそうとしたその直後、玉座から二つの影かげが飛び出した。

「行かせるものかよ！　貴様は帝たい釈しやく天てんを押さえろ、アルジュナ！」

「了りよう解かいした」

　十六夜に牛ぎゆう魔ま王おうが飛び掛かかる。

　神弓を手にした少年は、短く了りよう承しようして御み門かど釈とく天てるに接敵する。

　雷らい光こうを纏まとった青髪の少年は釈天に神弓を構える。十六夜は牛魔王の棍こん棒ぼうを辛かろうじて受け止めたものの、青髪の少年の名を聞いて驚きよう愕がくの色に染まった。

　鍔つば迫ぜり合いする様に棍棒を押さえていた十六夜は、牛魔王に問う。

「アルジュナ………？　お前今、あのガキをアルジュナと呼んだか[image: !!?]」

「ハッ、四方八方と何いずれも忙いそがしいな逆廻十六夜！　他人の心配をしてる場合か!?」

　受け止められた棍棒を巧たくみに回し、柄えで十六夜の腹を搗かち上げる。だが十六夜は即座に右手の甲こうでそれを受け止めて押し返す。長柄の武器には距きよ離りを詰つめるのが良策だ。

　懐ふところに入ったこの距離なら棍棒の先せん端たんでも柄でも打てはすまい。

　意外に上手いな、と呟つぶやいて距離を取ろうとする牛魔王。

　だが十六夜は後退する相手を逃のがすほど甘くはない。跳とび下がった際に僅わずかに牛魔王は上体を反らす。此れでは両りよう腕うでにも体幹にも力が入りはしない。

　棍棒を蹴けり飛ばした十六夜は徒と手しゆ空くう拳けんとなった牛魔王に追つい撃げきをかける。

　牛魔王は心底感心したように瞳ひとみを瞬またたかせた。

「───なるほど。たまには格闘もいいか！」

　仰のけ反った体を起こすことなく後転し、飛び掛かってきた十六夜の胴どう体たいを今度こそ搗ち上げる。十六夜は鳩尾みぞおちを打たれ咳せき込んだ。

　意識を刈かり取られるのではないかという衝しよう撃げきに、十六夜は眩暈めまいを起こす。

　この三年で受けた一撃の中でも上位に食い込む一発だ。事と次第によってはこの一発で沈しずんでいてもおかしくない。十六夜は唇くちびるを嚙かみ切ることで意識を辛うじて保つ。

　牛魔王は追撃する為に素す手でのまま今度は己から距離を詰める。

　しかし簡単に追撃を許す十六夜ではない。崩くずれた体勢のまま迎むかえ撃うつのは難しいと判断した彼は───足元の地面を、全力で蹴り飛ばした。

「しゃら、くさいッ[image: !!!]」

　捲めくれ上がった地面が一いつ斉せいに牛魔王に襲おそい掛かる。だが木っ端ぱ妖よう怪かいならいざ知らず、大陸屈くつ指しの大化け生しようである牛魔王がこの程度の虚こ仮け威おどしに怯ひるむはずもない。

　並の城じよう塞さいなら半はん壊かいさせかねない土ど砂しやの波は迷めい宮きゆうの壁かべを破壊していくものの、牛魔王の突とつ進しんを止めるには至らない。発破の中を駆かけ抜けるかのような強きよう靱じんさだ。

　踏ふみ込んだ牛魔王は掌しよう底ていで十六夜の顎あごを狙ねらう。

　しかし十六夜はこれを読んでいた。頭を揺ゆらすだけの最小限の体たい捌さばきで避よけた十六夜は伸のびた牛魔王の右腕を脇わきに挟はさみ込んで組み伏ふせにかかる。

　関節の可動域を熟知した動きで腕うでを捩ねじり、大地に牛魔王を叩たたきつけた。

「ぬっ………！」

「ハッ、ヤマが当たったぜ牛魔王！　テメェ───蛟こう魔ま王おうと同門だな？」

　四し肢しの崩しから入って鳩尾を打ち、動きを奪うばってから仕留めに掛かる。十六夜はこの一連の流れに身に覚えがあった。

　十六夜の体捌きの良さを察した牛魔王も、押さえ込まれたままニヤリと笑う。

「ほほう。読みが鋭するどいと思ったら、蛟こう劉りゆうの奴に師事していたのか？」

「なわけねえだろ。あくまで俺の独学の参考にしただけだっての。ステゴロじゃアイツが一番強かったんで、な………！」

　ギチギチと関節を捻ひねり上げる十六夜。精霊列車の落下には間に合わなかったが、地面に衝しよう突とつした音が随ずい分ぶんと柔やわらかい。女王かその側近が手を回したのだろう。

　対する牛魔王は組み伏せられているというのに、心底楽しそうにクツクツと笑っている。

「模も倣ほうも立派な師事だと思うんだが………そうか。枯かれ木の流木も火が付いたか」

「ああ。今は東の〝階層フロア支配者マスター〟をやってるぜ。奴もさぞかし驚おどろくだろうよ。まさか行方ゆくえ不明の義ぎ兄けいが、自分の敵対している〝魔王連盟〟の下部組織に所属していたとはね」

　十六夜は責めるように牛魔王を見る。

〝魔王連盟〟───様々な神話・歴史で暴れ回った魔王たちが造ったという連盟組織。箱庭で暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくす〝魔王連盟〟と十六夜は、箱庭に召喚されてからというもの、幾いく度どとなく敵対した。

　世せ界かい王おうを名乗る少女が口にした〝アヴァターラ〟とは、かつて〝魔王連盟〟に所属していたインド神群の魔王が所属していた組織の筈はずだ。

「この三年間は大人しくしていたようだが、奴らも太陽の主権戦争に向けて動き出したってわけだ。お前たちには聞きたいこともある。色々と話してもらうぞ………！」

　十六夜は牛魔王の関節を逆方向に曲げる。先まずは腕を折り、四肢の自由を奪おうというのだろう。だが牛魔王は特に意に介かいした様子もなく、笑いを嚙み殺すだけだ。

「ふふん、なるほどな。貴様たちは〝アヴァターラ〟を魔王連盟の末まつ端たんと誤解しているようだが………それは過去の話だぞ」

「何？」

「世界王が名乗っただろう？　〝アヴァターラ〟はそれそのものが王群だと。其そ処こに集つどうのは最も早はや、魔王だけじゃねえってことさッ………！」

　牛魔王は関節を極きめられているにも拘かかわらず、膝ひざに力を入れ、十六夜を腕に抱かかえたまま何事も無く立ち上がる。此れには流石さすがの十六夜も驚愕した。

　先ほどから腕を折ろうと力を入れているというのに、一向に折れる気配がない。

（コイツ………！　腕わん力りよくじゃ俺や蛟劉の比じゃねえぞ………！）

　十六夜が渾こん身しんの力を込めても牛魔王の腕はビクともしない。或あるいは何か特とく殊しゆな恩おん恵けいを授さずかっているのかもしれないが、それにしても信じ難がたい怪かい力りきである。

「だが他ほかならぬお前の頼たのみだからな。質問に答える程度は構わないが………いいのか？　そのままで」

「ッ───[image: !!!]」

　ミシリ、と牛魔王の二の腕が軋きしむ。

　十六夜は身の危険を察して牛魔王の腕を放したが、僅かに遅おそかった。

　腕の関節を極めに来ていた十六夜をそのまま抱えて立ち上がった牛魔王は、そのまま無造作に腕を振ふるった。十六夜すら歯し牙がにも掛かけない剛ごう力りきは鼓こ膜まくを破るほどの爆ばく音おんを迷宮に響ひびかせる。それは十六夜が土砂を起こした発破とは比べ物にならない。

　縦一文字に振るわれた拳こぶしは秒を跨またぐことなく数キロに亘わたる亀き裂れつを造りだし、迷宮の壁を粉ふん砕さいしていく。衝しよう撃げき波はで弾はじき飛ばされた十六夜は迷宮の壁を幾いく枚も突つき破って叩きつけられた。

（痛いつっぅ………この野や郎ろう、何て馬ば鹿か力ぢからだ………[image: !!!]）

　瓦が礫れきの中で頭を押さえる。今まで戦った敵の中でも膂りよ力りよくだけならツートップだ。武技なら蛟劉の方が上だろうが、腕力に此こ処こまでの差があると武技の差など些さ細さいなものだ。

　しかも敵が魔王である以上、必ず切り札となる秘奥が存在する。

〝主催者ホスト権限マスター〟と呼ばれるそれは、高位の修しゆ羅ら神仏のみが行使できる箱庭の最高権限だ。もしも今使われれば劣れつ勢せいは必至だろう。

（クソッタレ。コッチは主権戦争を控ひかえて準備中だっていうのに！　こんなことなら完成させておくべきだった………[image: !!!]）

　今の手札では勝機は薄うすい。もしくは周囲を巻き込んでしまう。

　悠ゆう然ぜんと歩いてくる牛魔王を、睨みつける十六夜。彼の言う通り、他を気にしていられる敵ではないようだ。十六夜は全神経を牛魔王に向け、戦いに集中する。




　　　　＊




　一方の御門釈天もまた、アルジュナと呼ばれた青あお髪がみの少年に苦戦を強しいられていた。

　神格武具と推定される弓から次々と繰くり出される稲いな妻ずまの矢の速射はさながら爆ばく撃げきのようだ。釈天は金こん剛ごう杵しよを二ふた叉またの槍やりに変へん幻げんさせて応戦するもののとてもではないが火力が違ちがう。

　息切れしながら逃にげ惑まどう釈天は、半ギレになって叫さけんだ。

「おい、ちょ、ちょっと待てアルジュナ！　どういうことか説明しろ！　どうしてお前が太陽の主権戦争に絡からんでいる!?　無関係だろお前には！」

「話すことなどありません。確かなことは只ただ一つ。我々は今、敵同士ということです！　………いい加減に逃げ回るのを止やめて本気を出したら如何いかがですか、我が父よッ[image: !!!]」

　苛いら立だちと共に放たれる蒼あおい稲妻の矢。すんでの所で躱かわしたが、着ちやく弾だんした地面は爆音を上げて大地を捲れ上げさせている。釈天は爆発に巻き込まれて吹ふき飛んだ。大地を転がりながらもなんとか体を起こした釈天は、我が子であるアルジュナを睨んだ。

　顔を見合わせたアルジュナには、確かに釈天の面おも影かげがある。

　雷光を彷ほう彿ふつとさせる青い髪などは父譲ゆずりの神格を象しよう徴ちようしたものだろう。

　釈天は困こん惑わくした様子で金剛杵の穂ほ先さきを向け、改めて問う。

「………何故なぜだ、アルジュナ。箱庭に招かれてから道を誤る英えい傑けつは少なからずいたが、それは自身の生しよう涯がいに憂うれいがあった者たちだけだ。国を平定に導き霊れい山ざんにて安らかに眠ねむっていた筈のお前がどうして〝アヴァターラ〟に与くみし太陽の主権戦争に出たがるのだ？」

　珍めずらしく静かな声で問い掛ける釈天。その声こわ音ねには、この息子むすこだけは決して正道を踏み外さないと信じていた親心が感じ取れた。

　それもその筈だろう。インド神群の最古の一角であり最も強く聡そう明めいな神しん霊れいだった帝釈天インドラだが、後の世の様々なプロパガンダと後続の神霊の為ために霊格を縮小せざるを得なかったという不ふ遇ぐうな経歴を持つ。だがそんな彼にも陰かげり一つない至宝があった。

　大英傑アルジュナ───階級社会にあった古代インドに於おいて、最強の戦士階級クシヤトリヤと呼ばれた半神半人の男性。少年の姿で現れたのは、太陽の主権戦争に出場するためだろう。

　だが理由がわからない。確かに太陽の主権には様々な恩恵がある。

　其れこそ人類史に干かん渉しよう可能なほどに強力な力を秘ひめた二十四の太陽主権は、数を集めればアカシックレコードさえ改変できるだろう。

　だが彼の息子であるアルジュナの人生に、そんなものは不要の筈だ。押しも押されもせぬ大英傑である彼は、その栄光を冠かんしたまま生涯を生き抜ぬいたはずなのだ。

　青髪の少年アルジュナはそんな視線を苦く悶もんの表情で受け止める。

　苦悶の表情は、徐じよ々じよに自じ嘲ちようの笑えみへと変わっていった。

「………父よ。軍神インドラよ。貴方あなたでさえも、俺の本当の苦しみを理解してはくれないのですね」

「何だと？」

「確かに俺には栄光が与あたえられた。家族に恵めぐまれ、仲間に恵まれ、戦争を平定し、多くの武ぶ勲くんを立てた。………最強のクシャトリヤと。そんな称しよう号ごうさえも手にした俺の人生に異を唱えること自体が、烏滸おこがましい冒ぼう瀆とくでしょう」

　ならば何故───そう問う釈天の視線に、アルジュナは怜れい悧りな怒いかりを込めて問い返す。

「逆に問いましょう。貴方は本当に、俺が太陽の主権戦争に出ることについて心当たりが無いとお思いですか？　かつて得た栄光を地に落としてでも戦いに参加したいと願う理由が、何一つとして思い当たらないと？」

　アルジュナの怒りは問答を繰り返す度に強くなる。だが釈天は眉まゆを顰ひそめるだけだ。

　………いや、本当は心当たりが無いわけではない。

　実は一つだけ思い当たる節がある。

　だがしかし、それは、まさか───そんなことの為に、あの世に誇ほこれる大英傑が魔ま王おうに協力するとは思えなかった。

「………馬ば鹿かな。誰だれに何を吹き込まれたのかは知らんが、お前が今の〝アヴァターラ〟に協力する正当な理由などないはずだ」

「此これは異なことを。〝アヴァターラ〟は本来、人類史を末世から救うために集う太陽の王群。俺の友が籍せきを置いているのもそれが理由です。最強と称しようされるクシャトリヤの俺が手を貸すのはむしろ当然のことでは？」

「本来ならそうだろうが、今の〝アヴァターラ〟は正常に機能していない！　それはお前も感じているだろう!?　それとも本気で〝アヴァターラ〟を魔ま道どうに落とすつもりか!?」

　本心を明かすつもりの無いアルジュナに、釈天は声を上げた。

　其処で少し、アルジュナは意外そうに瞳ひとみを細める。

「………驚きました。貴方の地位でも、第三種永久機関と太陽主権の関連性を聞かされていないらしい。アレこそは正に〝アヴァターラ〟が所有し管理するべき物だというのに」

　第三種永久機関───その名詞に、釈天は改めて絶句した。

　古代インド神話の英傑であるアルジュナが永久機関について詳くわしいはずがない。ならばこの情報は〝アヴァターラ〟が保有しているものだ。此れは即すなわち〝アヴァターラ〟という組織が、現代に干渉し始めている可能性があるということでもある。

（まさか、俺たち〝護ご法ほう十じゆう二に天てん〟が気付かない内に外界に渡った奴やつがいるというのか!?）

　本来ならそんなことはあってはならない。

　天軍と呼ばれる彼らには、箱庭から外界に干渉する全すべての事象が報告されるはずだ。その目を盗ぬすんで外界で活動しているものがいるというのか。

　釈天はアルジュナを恫どう喝かつするものの、彼は瞳を閉じて黙もく秘ひするだけに留とどまり、答える様子がない。

　アルジュナは父神の理解を得られぬことを悟さとり、怒りを哀かなしみに変えて矢を番つがえる。

「問答は此処までです。此れより先、俺は貴方を父とは思わない。我が本心と慟どう哭こく、そして〝アヴァターラ〟の真実を聞きたいのであれば───本気で来い、軍神インドラッ[image: !!!]」

　神弓に稲妻が宿る。彼が持つ神弓は、本気で使えば数十万の敵さえ薙なぎ払はらう本物の神格武具だ。それ程ほどの力の奔ほん流りゆうを一いつ矢しに込め、実の父親に向かって番える。

　此処まで比ひ較かく的に冷静を努めていた御門釈天だが───

　刹せつ那な、迷めい宮きゆうに雷らい鳴めいが轟とどろきはじめた。

　髪を搔かき揚あげた釈天は、蟀谷こめかみを戦慄わななかせてアルジュナを睨にらみ、

「本気で来い………だと………!?」

　息子の不敬に対し、とうとうブチギレた。

　時代錯さく誤ごと言われるかもしれないが、彼らが生きた時代と文明の中で、息子が父親にこのような口を利きくことなど許されない。ましてやそれが神霊とあっては尚なおのことだ。

　青髪に神じん雷らいが走り始め、怒ど髪はつ天を衝つく形相に変わっていく。

　並の戦士ならばその睨みだけで竦すくみ上がるだろう。

　地じ盤ばんを溶よう解かいさせるほどの熱を放つ御門釈天は、実の息子に対して憤ふん怒ぬを込めて吼ほえる。

「ハッ。問答をするような難しい話でもなかったな。道を踏ふみ外しそうな馬ば鹿か息むす子こは、ぶん殴なぐって説教するのが筋だったッ[image: !!!]　泣き見ても知らねえぞ愚ぐ息そくッ[image: !!!]」

　天から降り注ぐ数多あまたの落らく雷らい。怒りを露あらわにするだけで、天候が崩くずれていくのがわかる。激げき闘とうを予感したアルジュナは即そく座ざに神弓の矢を放つ。

　釈天は金剛杵を掲かかげて神雷を招来しそれを迎むかえ撃うつ。

　幾千年を超こえた親おや子こ喧げん嘩かは、激しい爆発を繰り広げながら始まった。




　　　　＊




　激しい地鳴りと土つち埃ぼこりが迷宮に漂ただよい始める。迷宮内の各所で激しい戦いが行われている証あかしだろう。道を仕切る壁かべが次々と破は壊かいされ更さら地ちになるのも時間の問題だ。

　西郷焰たちが立つ場所も同様に広く開けた場所になっていた。

　精せい霊れい列れつ車しやはその車体で迷宮の壁を破壊している。

　申公豹と白額虎の相手をしていた彩鳥だが、彼女も傷らしいものは何も負っていない。このまま連戦になった所で問題はないだろう。むしろ鈴華が敵の宝貝を奪うばったことで戦力的にはより優位に立ったと考えてもいい。戦いに参加させるのは論外だとしても、自衛手段を彼女が持っているのは戦いやすくなる。奪だつ取しゆ転移もいい牽けん制せいになるだろう。此これであの二人はほぼ無力化出来たと考えて良い。

「─────」

　そう───敵の本命がその言葉を口にするまでは、彩鳥はそう考えていた。

「動くな、転移能力者」

　瓦礫の向こうから現れた少年が鈴華に命令する。咄とつ嗟さに反応しようとした彩鳥だったが、彼女も不用意に動けなくなっていた。彼の右手に握にぎられていた武器を見れば、否いや応おうなしにそうならざるを得ないだろう。

　怪かい牛ぎゆうアステリオスの手に握られていたのは先ほどまでの〝両刃斧ラブリユス〟ではない。あれは迷宮に対象を招き入れる為に作り出された祭さい儀ぎ用であって戦せん闘とうに使われるものではない。

〝疑プ似ロ神ト格・・ケ星ラ牛ヴ雷ノ霆ス〟───十二星座の中で最強の破壊能力を持つ戦せん斧ぷ。

　稲妻を[image: ]ほとばしらせて輝かがやく巨きよ大だいな両刃斧は今にも雷鳴を轟かせて彩鳥たちを屠ほふりそうな威い圧あつ感かんを漂わせている。一度でも使われれば、迷宮ごと敵を撃つだろう。

　彩鳥は冷や汗あせをかきながらアステリオスの手にある神格武具を見る。

（神格武具………！　しまった、まさかそんな物まで持っていたなんて………！）

　焰たちと無事に合流出来た一いつ瞬しゆんの安あん堵どが、隙すきを作ってしまった。

　これも以前の彩鳥ならば考えられない醜しゆう態たいだ。連接剣けんの間合いをはかっているものの、敵は武器を振ふるう所作だけで神格武具を発動させられるだろう。

　幾いくら彩鳥でも間に合わない。

　そしてそれは鈴華も同じだ。彼女は右手を翳かざすだけで武器を奪い取れる。冷や汗をかきながら戦斧を取り上げる機会を窺うかがっていたが、スカハサが右手で押さえて首を振る。

「っ、なんで………!?」

「止めときなさい。不意打ちじゃないと成功しないわ。巻き添ぞえでみんな死ぬわよ」

　端たん的てき且かつ核かく心しんを突ついた制止。誰とも知らない人の短い言葉だが、真実味があった。この場で一番の年長者だからということもあるのだろうが、それだけではない。

　鈴華は大きく瞳を見開いて驚おどろくも、言葉を飲み込んで下がる。

　アステリオスは神格武具を構えたまま全員の顔を一つ一つ確かく認にんしている。

　彩鳥、鈴華、スカハサの顔を確認し───最後に、西郷焰の顔を見た。

（………奴がそうか）

　背せ丈たけから判断するに、年ねん齢れいは十五歳程度。今の自分と同じぐらいの少年が居た。ようやく目的の相手を見つけたアステリオスだが、その脆ぜい弱じやくな霊格に戸と惑まどっていた。

　何故なぜかと言えば───拍ひよう子し抜ぬけにも程がある。心技体の何いずれも平均以下だと、立ち姿だけで判断できる。此れでは獣じゆう人じんはおろかクレタ島の民たみでも容易たやすく首を刎はねられるだろう。

　こんな男の何が、己おのれの救いになるというのだ。いやそれ以前に、己が抱かかえている謎なぞの解答を用意できるのか。それすらも怪あやしくなってきた。

　苛いら立だたしげな視線を向けるアステリオス。即座に決着を付けてしまおうかと短たん絡らく的な思考が脳のう裏りを過よぎるものの、問うべきことは問うておくべきだろう。もしその応答に納なつ得とくできないのであれば、即座に雷らい霆ていを振り下ろす。それでこのギフトゲームは御おしまいだ。

　西郷焰に視線を向けた彼は、最初で最後の問い掛かけをした。

「其そ処この男。俺に───〝ミノタウロス〟に、何か言うべきことは無いのか？」

　言葉を発する許可を出す。但ただし、武装は解かない。脅きよう迫はくに等しい行こう為いだが容よう赦しやするつもりはない。雷霆は輝きを増して今にも稲いな妻ずまを解き放とうとしていた。

　アステリオスは回答を静かに待つ。

　しかし当人である西郷焰は、驚きよう愕がくした瞳のまま固まっていた。其れは何もアステリオスの問い掛けによるものではない。彼はアステリオスの言葉が一字一句頭に入っていない。彼がミノタウロスの正体だと知ってから、焰は硬こう直ちよくしたまま顔を強こわ張ばらせている。

「─────マジ、かよ」

　信じられない、と。アステリオスの問い掛けとは無関係な言葉をつぶやく。それが駆かけ引きの類たぐいであったなら有う無むを言わさず雷霆を振り下ろしていただろう。

　だが焰の様子は明らかにおかしい。アステリオスも怪け訝げんな顔をした。思い返すと彼がこの場に現れた時から、焰はアステリオスに驚愕していた。

　つまり彼は───西郷焰は、アステリオスの姿そのものに驚愕し、衝しよう撃げきを受けていた。

　それはアステリオス自身の疑問でもある。望のぞみ薄うすかと思っていたが、或あるいは何か知っているのかもしれない。

　雷霆を傾かたむけたアステリオスは、声を強めて再度問う。

「どうなのだ？　お前は、俺の何を知っている!?　俺のこの少年の姿は何だ!?　俺は………クレタ島の怪牛・アステリオスではないのか………[image: !!?]」

　隠かくしていた本心が焦あせりと共に零こぼれた。

　彼が自身を〝伝説のミノタウロス〟と認識しているのは只ただ一つ。

　地中海の潮しお騒さいと澄すみ渡わたった空、そして白はく亜あの色しき彩さいをした街並み。その記き憶おくだけが自分に確信を持たせてくれる。

　だが人の記憶というのは物証ではない。確たる証無くして確証とは胸を張れない。

　せめて、誰かに保証してほしかった。

　………なるほど、確かに救いが必要かもしれない。アステリオスは内心で、虚きよ勢せいを張ってきた己に向けて自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべていた。もし本当に彼が応こたえられるなら、食い殺すのは許してやってもいい。

　───返答や如何いかに、と。最さい後ご通つう牒ちようの意図を込めた視線で問う。

　焰もその視線には気づいていたが、答えがすぐに返ってくる様子はない。口元を押さえて苦々しい顔をし続けている。思考の海に沈しずんでいる時の彼は基本的に人の話を聞かない。意見も求めない。己が納得する解答が出るまで言葉を発さない。

　地鳴りは遠く響き、雷らい光こうが迷宮内に満ちている。それほど時間がないことにようやく気が付いた焰は、突とつ然ぜん顔をあげた。

「アステリオス。………落ち着いて聞いてくれ。多分今から、恐ろしいことが起きる」

　予想外の言葉だった。傍ぼう聴ちようしていた彩鳥たちでさえ訝いぶかしげに顔を見合わせている。何を示し唆さしているのかすら判断に困る言葉だった。焰も言葉を選ぶように逡しゆん巡じゆんした後───最後の勝利条件を。

〝雷光を搔き消せ〟を口にした。




「アステリオス。お前は───ミノタウロスじゃない」




　その真実を口にした途と端たん。

　真なる食人の怪かい物ぶつが、迷宮に鼓こ動どうを響かせ始めた。







[image: 第八章]




　白亜の石造りで出来た迷めい宮きゆうの中心。異変に一番最初に気が付いたのは、玉座に座って楽しそうに観戦していた世せ界かい王おうだった。

　玉座の上で膝ひざを抱えながら、「若いっていいですねー」と外見からは考えられない老成した言葉を楽しそうに呟つぶやいていた彼女だが、迷宮内に響く巨大な鼓動にふと片かた眉まゆを跳ねさせた。

「………おや？　風向きが変わりましたね。ゲームクリアしたのでしょうか？」

　唇くちびるを尖とがらせて拗すねる世界王。待ち時間が長かっただけに物足りなかったのだろう。彼女が立ち上がると、周囲の建造物がまるで人ひと肌はだの様に鼓動を打ち波を起こす。

　此れが何を意味するのかは、ゲームの内容を知らない世界王では分からない。

　唯ただ、自分の居るこの玉座の周りに異変が起きつつあることは分かった。

「後ろ髪がみを引かれる思いですが………仕方がありません。私は当初の目的通り、〝天の牡牛〟の捕ほ獲かくに乗り出しましょうか」

　第八の化け身しんが居たら楽なんですけどねーと、肩かたを回しながら呟く世界王。

　世界王はガウンを羽根の様に軽かろやかに翻ひるがえして出口である亀き裂れつを見上げる。その亀裂の向こうには地中海の蒼あおい空が広がっていた。

「ふふ。迷宮の勝者は逃にげ出すように這はい出るのか。それとも名めい誉よある凱がい旋せんとなるのか。楽しみですね」

　滑なめらかな長ちよう髪はつを搔かき揚あげると、円えん錐すい状に広がって雅みやびな風を吹ふかせる。しかし円錐状に広がった長髪が回転と共に閉じると、少女姿の世界王は風と共に姿を消した。




　一方、同じく異変に気が付いた十六夜いざよいと牛ぎゆう魔ま王おうだが、戦いを止める気配はない。共に神経を研とぎ澄すませて極限を競きそい合う彼らにそんな余よ裕ゆうはない。

　牛魔王が振ふり上げた拳こぶしを、十六夜は手の甲こうを滑すべらせるようにいなして流す。大地を殴なぐりつけた牛魔王の拳は巨大な窪くぼみを迷宮に造りそれがクレーターとなって広がる。

　本来ならこの拳けん圧あつだけで即そく死しだろうが、十六夜の異常さも負けてはいない。

　吹き飛びそうになった所で牛魔王の角を摑つかみ、反転してから膝ひざを顔面に叩たたきつける。体勢が崩くずれていた牛魔王の身体からだは容易たやすく吹き飛び、迷宮の壁かべを幾いく層そうも突つき破って吹き飛んだ。

「ハッ………此これでどうだ、畜ちく生しよう魔王………！」

　軽く息切れしながら汗あせを拭ぬぐう。攻せめているのは十六夜だが、手数と神経をすり減らせていることが消しよう耗もうに繫つながっているのだろう。

　彼らの拳は山河を砕くだき海を割る必殺の拳だ。

　本来なら一発でも粉ふん砕さい出来るその拳を叩きつけ合っているのだ。

　如何いかに相手が魔王といえど、牛角を持って膝を顔面に叩きつけたとあれば、相応の傷を負っている筈はず───

「いやあ、参った参った！　思った以上に洗練されてるな！　武技の才があるとは初耳だったぞ、逆さか廻まき十六夜！」

　ガシャァンッ[image: !!!]　と、瓦が礫れきを蹴けり飛ばして立ち上がる牛魔王。

　信じられないことに、牛魔王は無傷だった。

　牛魔王は腰こしに手を当てて仁に王おう立だちしているのに対し、十六夜は口元に血を滲にじませて壁かべに凭もたれ掛かかっている。十六夜は周囲の異変以上に、牛魔王の膂りよ力りよくに対して驚きよう嘆たんを隠せずにいた。

（幾ら何でもタフすぎる………！　どんな恩おん恵けいを使ってやがる………[image: !!?]）

　地ち殻かく変動に比するとまで称しようされた十六夜の拳を受けても、牛魔王の肉体に響いた様子は一いつ切さいない。肉にく弾だん戦で此こ処こまで一方的な戦いを強しいられたのは三年ぶりだ。

　山さん岳がくを上回る巨きよ体たいと怪かい力りきを持つという牛魔王の伝承を考えれば、確かにこれぐらいの戦力は在るべきなのだろうが、十六夜が驚愕を隠しきれないのはもう一つある。

　箱庭の噂うわさでは、牛魔王の得意とする戦術は───〝この世の全すべての武器を使いこなす〟という恩恵を駆く使しするものだと聞いたことがあった。

　つまりこの男は、まだ本気を出していない。

　真しん髄ずいとなる恩恵を使うことなく、牛魔王は十六夜を此処まで追い込んだのだ。

「ふーむ。どうやら素す手での格かく闘とうではお前に分があるようだな。存外やるではないか」

「ハッ、どの口で言いやがる。殆ほとんど効いてねえだろうが………！」

　ペッと血ち反吐へどを吐はき捨てる。牛魔王の初手によるダメージはまだ残っている。

　牛魔王は顎あごに手を当てて繁しげ々しげと十六夜を見ている。何が楽しいのかは知らないが、この男は万ばん事じこの調子だった。何か思おも惑わくがあるのか、それとも好戦的なだけなのか。

　どちらでもよいが、このままでは不味まずい。

　呼吸を整えた十六夜は臨戦態勢に入るものの、牛魔王がそれを制止する。

「まあ待て。どうやら状じよう況きようが変わった。俺はもう一つの仕事に向かわないといかん。それにこの迷宮の変動………焰ほむらたちに何かあったのかもしれん。あの子たちにはまだ、お前の庇ひ護ごが必要だ」

[image: ]

「………な……!?」

　再度驚嘆する十六夜。今の言葉には明らかな知ち己きの響きが含ふくまれていた。それも十六夜だけではなく、焰や鈴すず華かに対しても同じような思いが込められていたように思える。

　確かに牛魔王と云いえば高度な変へん幻げん術の使い手として有名だが、今までに十六夜たちと出会ったことがあったというのか。しかも十六夜だけならまだしも、その二人と関係があるとなると人物は限られてくる。

　一体誰だれだと、思考を奔はしらせる十六夜。

　彼ら金糸雀カナリアの家の少年少女と面識があり、尚なお且かつ牛魔王が化けるに相応ふさわしい人物。それでいて外界から箱庭に渡った可能性がある者。

　それらの条件に当てはまる人物は………一人しかいない。

　答えが出てくるまで、さほど時間はかからなかった。

「お………お前、まさか………[image: !!?]」

　確信に近い解答を得ておきながら言い淀よどむ。普ふ段だんの十六夜ならば考えられない挙動だ。だがそれも当然だろう。

　彼の脳裏に浮かんだ人物は、二年前に亡なくなったという話なのだから。

　一方の牛魔王はその反応に気を良くしたらしく、虚こ空くうより芭ば蕉しようの扇おうぎを取り出して一薙なぎ振ふるう。

「まあ、そういうわけだ。積もる話もあるのだが、此こ度たびは共にお開きにして………今は急を要するようだ。今日のところは───焰の下もとに飛んで行くがいいッ[image: !!!]」

「な………ちょ、ちょっと待て、まだ話は終わってねえぞクソジジイ───[image: !!!]」

　大地から吹きあがる風を受けて、十六夜の身体からだが宙に舞まう。流石さすがの十六夜も地表から風が吹いたのでは踏ふん張ることもできはしない。

　芭ば蕉しよう扇せん───大地より突とつ風ぷうを巻き起こす仙術を宿した宝貝パオペイ。本来は彼の妻である鉄てつ扇せん公女の宝貝なのだが、今回の仕切り直し用の武具として預かってきたのだろう。

　突風の吹くままに迷宮の彼方かなたに吹き飛んで行った十六夜を見送った牛魔王は、棍こん棒ぼうをひょいと担かつぎ上げ、精せい霊れい列れつ車しやの方角を見て呟く。

「………本当なら俺も駆けつけてやりたいが、焰たちにはまだ合わす顔が無い。後は頼たのんだぞ、十六夜」




　　　　＊




　その頃ころ───時同じくして、一つの戦いに決着が付いていた。

「っ………！」

　御み門かど釈天とくてるは脇わき腹ばらから大量の血を流し、膝ひざを突ついた。見れば稲いな妻ずまの矢が彼の腹部を深々と貫つなぬいている。其それが誰だれの手によるものかは明らかだ。彼と戦っていた大英えい傑けつ───インドラの息子であるアルジュナは、苦々しい表情と視線で膝を屈くつした釈天を見下ろしている。

　神弓ガンディーヴァを下ろした彼は、戸と惑まどう様子で問うた。

「………馬ば鹿かな。幾いくら何でも弱すぎる。これが、今の貴方あなたの力なのですか………？」

　その声音には哀かなしみこそあれ、失意は微み塵じんも無い。

　アルジュナはこの決着を薄うす々うすわかってはいた。

　帝釈天───インドラが最強の軍神と呼ばれていたのは遥はるかな過去の話。後に現れる神々や人類史を存続させるために、彼はその力を様々な形で他者に分け与あたえた。

　インド神話最古の聖典〝リグ・ヴェーダ〟から後の叙じよ事じ詩しで急激に霊れい格かくが上がった神霊たちは、彼から最強の座を譲ゆずられたことで初めて神群を成立させられたのだ。

　そしてそれは神々だけに留とどまらない。

　インドラの息子であるアルジュナもまた、聖典に記された最強たる力を分け与えられた英傑である。

　加えてインド神群屈指の神格武具を幾つも与えられているアルジュナとインドラでは、父神と息子であっても力関係が逆転してしまったのだ。

　本来なら全能領域に属するはずの神々の王は───今や、並の英傑かそれ以下の力しかない。

「我が父よ。かつてはシヴァよりも逞たくましく、ブラフマーよりも聡そう明めいだった最強の軍神よ。ゼウスとすら並び称しようされた貴方が………本当にこれが、貴方の本気なのか？　何か封ふう印いんを施ほどこされてるのではないのですか？」

「………耳に痛いこと言ってくれる息子むすこだな。正しよう真しん正しよう銘めい、此これが今の本気だっての」

　脂あぶら汗あせを搔かきながら出血を押さえる釈天。今は治ち癒ゆに全力を注がねば命が危ない。人間の致ち死し量に匹ひつ敵てきする量の血が既すでに迷めい宮きゆうにはぶちまけられていた。

　それでも命があるのは神霊だからだろうが、そもそもそんな物理的な事象で神霊を傷つけることなど不可能だ。人類史と密接な関係にある神霊を倒たおすには対神の恩おん恵けいか、一時代を終わらせるほどの大規模な破は壊かい能力が無ければ不可能の筈はずだ。

　アルジュナの疑問は尽つきない。だが彼も歴戦の戦士だ。

　膝を屈するほどの傷を負った相手を見み逃のがすほど、未熟でも甘くもなかった。

「そうですか。或あるいは何者かの邪じや魔ま立てがあったのではないかと邪推しましたが………本気であったのなら仕方ない。此れも戦場の習わしです」

　───どうか、御ご覚かく悟ごを。

　父神に弓引く無礼に心を痛めるが、彼にも彼の目的がある。一度戦いを始めた以上、易やす々やすと退くわけには行かない。

　神弓ガンディーヴァを構えると、迷宮に雷らい鳴めいが蘇よみがえった。百万の軍勢を薙なぎ払はらうという稲妻を一矢に集中し、神雷は空間を歪ゆがめるほどに密度を高めていく。

　釈天は歯は嚙がみしながらその一矢を見上げる。その一撃は今の釈天の限界を一ひと桁けた以上も上回っていた。本来なら息子の成長を喜びながら消え去るのだが、今はそれはできない。

　この神の子は───何者かに道を誤らされている。

〝アヴァターラ〟と同じく正道を正すための存在が、世に災わざわいを振ふりまこうとしている。如何いかに力を失った神霊とはいえ───善神を統すべる護法の王として、其れだけはどんな手を使ってでも阻そ止ししなければならなかった。

「クソッタレ。父として、この手段だけは使いたくなかった。だがそうも言ってられんか。───スマン。後は任せた、我が眷けん属ぞくよッ！」

「ＹＥＳ！　お助けいたしますッ！」

　刹せつ那な、アルジュナの死角から驚きよう異い的な速度の一撃が脇腹に突き刺ささった。

「ガァッ[image: !!?]」

　強きよう襲しゆうを受けて血ち反吐へどを吐き、何度も跳はねながら吹ふき飛ぶアルジュナ。

　深しん紅くに燃え上がった御お髪ぐしを靡なびかせて突とつ撃げきしてきた彼女───〝月の兎うさぎ〟の黒くろウサギは、第三宇宙速度でアルジュナを蹴けり飛ばしたのだ。

「〝月の兎〟[image: !!?]　箱庭の貴族に生き残りがいたのですか!?」

「ＹＥＳ！　お初にお目にかかります、アルジュナ様！　此こ処こからはご無礼を承知で、黒ウサギがお相手するのですよ！」

〝疑似神格ヴアジユラ・金剛杵・レプリカ〟を構え、臨戦態勢に入る黒ウサギ。

　その膨ぼう大だいな霊格に、アルジュナは目を見張った。〝審しん判ぱん権限〟を与えられている彼女たち〝月の兎〟は、箱庭の中でも屈指の戦闘能力を与えられている。だがこの兎の霊格はそれを差し引いても尋じん常じようではない霊格が感じられた。全身から[image: ]ほとばしる神雷はガンディーヴァに匹敵し、総身に漲みなぎる膂りよ力りよくは少年のアルジュナを遥かに上回るだろう。

「なるほど………！　父はこの兎に霊格を預けていたということか………！」

　其そ処こに至るまでどんな経緯いきさつがあったのかは定さだかではない。

　だが黒ウサギの所有する霊格は〝月の兎〟の中でも異常なほどに別格だ。

　成人しているならともかく、今の少年のアルジュナでは戦いにすらならない規模の霊格である。帝たい釈しやく天てんの神格を預けられているという推測はまず間ま違ちがいないだろう。

　黒ウサギはウサ耳をウサッ！　と伸ばして金こん剛ごう杵しよをアルジュナに向ける。

「お察しが早くて助かります。今の黒ウサギは少々特別な事情で、帝釈天様と月神チヤンドラ様の変わり身と化しております。もしお父上に物申したい事があるならば、それはまず黒ウサギがお伺うかがいしましょう」

「………いや、それには及およびません。疑問は解け、問答は済んだ。これ以上のことを父と話す必要はありませんから」

　神弓を収め、武装を解くアルジュナ。彼はただ父の理解を得て晴れやかに太陽主権を争う戦いに参戦したかっただけだ。しかし凡およその予想通り、父神の理解は得られなかった。だが父神の加護を得られずとも、戦士としての本ほん懐かいを遂とげられるならばそれでいい。

　アルジュナにはどうしても───如何なる汚名を被かぶってでも、再戦しなければならない宿敵がいるのだ。

「………そうでございますか。黒ウサギも太陽の主権戦争には審判長として参加します。参加者と無益な戦いは望みません」

「そうですか。ありがとう、感謝します」

「ですがアルジュナ様。見逃す代わりに、一つだけご忠告してもよろしいですか？」

[image: ]

　はてと、小首を傾かしげるアルジュナ。

　黒ウサギは少し気まずそうに躊躇ためらいながら、忠告を口にした。

「その………悪いご友人とは、縁を切った方がいいと思いますよ？」

「………。ふふ。肝きもに銘じておきます」

　苦笑いを浮うかべ、天の亀き裂れつに向かって跳ちよう躍やくするアルジュナ。彼が通過すると亀裂は一いつ瞬しゆんだけ箱庭を映し、また地中海の空に戻もどる。あの迷宮の出口は一見して地中海に繫つながっているものの、実際は入り口の世界に繫がっている。

　入ってきた世界に戻る仕組みになっている以上、彼も箱庭に戻ったのだろう。例外は正規の参加者プレイヤーである焰とその仲間たちだけだ。

　黒ウサギはクルリとスカートを靡かせて反転し、釈天に駆け寄った。

「た、帝釈天様！　お怪け我がは大丈夫ですか!?」

「ああ………悪いな、黒ウサギ。審判に戦わせるとは面めん目ぼく次し第だいもない。………あと俺のことは釈天と呼んでくれ」

「あ、ＹＥＳ！　釈天様が無事で何よりです！」

　慌あわてて言い直す黒ウサギは、釈天の止血が済むと彼を背負って立ち上がった。

「迷宮は危険です。黒ウサギと共に脱だつ出しゆつしましょう」

「助かる。───だが、いいのか？　焰たちを助けないで」

「黒ウサギは審判ですから、ゲームには参加できません。私し闘とうを止めるのがギリギリのラインなのですよ。───それに」

　ウサ耳を震ふるわせ、精霊列車を振り返る。ゲームの審判である彼女のウサ耳には、現在のゲーム状況を把は握あくする恩おん恵けいが備わっている。

　ウサウサとウサ耳を揺ゆらした黒ウサギは、何処どこか安あん堵どしたように笑った。

「きっと、大丈夫でございますよ。焰さんには………とっても頼たよりになるお兄さんが付いていますから！」

　その分───ブッチギリで問題児でございますけども！

　と言い残し、黒ウサギと釈天は迷宮を飛び去っていった。




　　　　＊




　焰がその真実を口にした途端、アステリオスの牛角が砕くだけた。同時にケラヴノスは威い光こうを失い、アステリオスの手から転げ落ちる。

　彼は激痛と衝撃に襲おそわれ、その場に膝を突ついた。

「ギッ………グ、ッガ………!?」

　言葉を紡つむごうとしても上手うまく出てこない。聞きたいことも問わねばならないことも山の様にあった。激痛の苦しみよりも言語を発せない苦痛の方が今は大きい。

　西さい郷ごう焰の口にした言葉。あの真意を問いたださねば、死んでも死にきれない。

〝───お前は、ミノタウロスじゃない〟

　では───此処にいる己は、一体何だというのだ。

　怪かい牛ぎゆうミノタウロスとは迷宮に巣くう食人の魔ま獣じゆうではないのか。クレタ島の王子ではないのか。記き憶おくにある地中海の潮しお騒さいと空は、偽いつわりの記憶なのか。




　星と雷光の名を持つ少年───アステリオスとは、一体何者なのだ………[image: !!?]




　答えの無い煩はん悶もんに捕つかまったまま、謎なぞの少年は地に臥ふして動かなくなった。

　彩あや鳥とは未いまだに剣けんを構えて警けい戒かいしている。未だに鈍なまりを感じている彼女だが、嘗かつて磨みがいてきた直感が〝まだ戦いは終わっていない〟と警笛を鳴らしているからだ。

　静せい寂じやくと共に風が過ぎ去る。すると徐じよ々じよに地鳴りが迷宮内に響ひびき始めた。他の者たちの戦いの余波もあったのだろうが、此これはもっと大地の深奥から響く地鳴りだ。

　焰は即そく座ざに状況を悟さとり、鈴華に向かって叫さけぶ。

「鈴華！　ソイツと斧おのを持って精霊列車の中に逃げるぞッ！」

「え、こ、この子も連れて行くの!?」

「事情は後で説明する！　早くしてくれ、時間が無い！」

　首を傾かしげる鈴華だったが、理由は直すぐに理解することとなった。焰たちを覆おおう様に巨きよ大だいな影かげが伸のびて覆いかぶさる。何事かと顔を上げた三人だったが、その反応は少し遅おそかった。

　三人の頭上には───迷宮の地じ盤ばんより伸びる、白はく亜あの岩がん塊かいが腕うでの様に覆いかぶさっていたのだ。

「先せん輩ぱい、鈴華！　下がってください！」

　連接剣から剛ごう弓きゆうに持ち替かえる彩鳥は一息で三本の矢を射る。速射もさることながら破は壊かい力も十分な矢だったが、白亜の岩塊は四割ほど削けずられただけで止まる様子がない。

　生命体が相手ならこれで決着だったのだが、相手は只ただの岩塊だ。それで止まる筈はずもない。だが幸いにも巨大な岩塊の腕は彼らの頭上を素す通どおりしていく。

　岩塊の目的がアステリオスとケラヴノスだと悟った鈴華は、すぐに手元に引き寄せた。敵対していた相手ではあるが、同年ねん齢れいのまだ幼く若い少年を見捨てられる筈もない。

　焰がアステリオスを担ぎ、彩鳥がケラヴノスを持つ。

　岩塊は、すぐに彼らを敵と見み做なした。

「鈴華、急げ！」

「分かってる！」

　白亜の岩塊は迷宮の中に溶とけ込み、鼓こ動どうを響かせ始める。

　鳴動し始めた迷宮は瓦が礫れきさえも地表に飲み込んで巨大な突とつ起き物を造り始めた。岩いわ肌はだに脈を打つ姿は生命体を彷ほう彿ふつとさせる。或あるいは正に生物だったのかもしれない。

　頭ず蓋がいを造り、腕を生やし、牛角を造り出す白亜の怪かい物ぶつ。

　焰以外の者でも、其れが何者であるのかを把は握あくするのは容易たやすかった。

　───〝牛ミノ頭ア・のラブ人リユ喰ス・いラビ迷リン宮トス〟。

　生いけ贄にえを欲ほつする牛頭の魔ま人じんが、白亜の鎧よろいを身に纏まとって焰たちに向かって吼ほえた。

『ＧＥＥＥＥＹＡＡＡＡａａａ──────[image: !!!]』

　巨きよ軀くの腕が横よこ薙なぎに焰たちを襲う。アステリオスを背負っていた焰だが、すぐに彼を鈴華に投げて叫んだ。

「鈴華はそいつを連れて先に逃げろ！」

「で、でも彩ちゃんと焰は!?」

「先輩は私が守ります！　彼が狙ねらいなら、精霊列車に逃げ込めば時間が稼かせげるはず！　先生は鈴華と一いつ緒しよに精霊列車を守って下さい！」

　二本の槍やりを構えた彩鳥は白亜の腕を瞬しゆん時じに二十四分ぶん割かつして凌しのぐも、牛頭の魔人は直ぐに再生する。それを見て彩鳥は苦しげに奥歯を嚙かみしめた。

　この牛頭の魔人も〝天の牡牛〟の様に本体となる核かくが無いのかもしれない。

　迷めい宮きゆうその物が本体であった場合、自分たちは怪物の胃い袋ぶくろの中に居るのと同義だ。相あい性しようの差も考えると、今の彩鳥にはこの敵を倒たおす手段がない。

　そんな危機感を覚える彩鳥とは裏腹に、今まで静観していたスカハサは周囲の陰かげで瓦礫をペシペシと払はらい、小首を傾げながら問う。

「あら、アレと戦わなくていいの？」

「先生の〝影の城〟なら精霊列車を全て覆えるはずです！　鈴華たちをお願いします！」

「ああ、そういうこと。それじゃ踏ん張りなさい愛まな弟で子し。そいつら、結構強いわよ」

　じゃあね、と手を振って鈴華と共に消えるスカハサ。残された焰と彩鳥は彼女の残した含みのある言葉に、サッと血の気を引かせた。そしてその予感は直ぐに実現する。

　白亜の壁に描かかれた〝両刃斧ラブリユス〟の紋もん様ようが次々と牛頭に変幻し、その姿を変えていく。

　三つ、四つ、五つと急速に数を増やしていく牛頭の群れ。

　彩鳥は槍を連接剣に持ち替え、冷や汗あせを流しながら焰に問う。

「………。一応伺うかがいます。攻こう略りやく法などはありますか、先輩？」

「二つある。が、両方ともアステリオスの協力が必要だ。まずは奴やつを説得する」

「？　彼はアステリオスではないのでは？」

「いや、ミノタウロスじゃないだけであって、アステリオスではあるんだ」

　彩鳥は疑問を口にしかけたが、それを待ってくれるほど牛頭の群れも安あん穏のんと構えていなかった。見れば牛頭の数は二〇を超こえつつある。次々と増えて押し寄せる牛頭の群れに背を向け、二人は精霊列車に向かって走り出した。

「仕方ない………一度退きます！」

「客車まで走るぞ！　あそこの窓からなら入れるはずだ！」

「分かりました！　先生が〝影の城〟で覆う前に急ぎましょう！」

　左右から来る牛頭の腕を、蛇だ蝎かつの剣けん閃せんが切り落とす。撓しなる鞭むちのように奔る剣閃は次々と牛頭の群れを切り崩くずすが、此れでは根本的な解決にならない。しかも切り崩したところですぐに再生されるのでは意味がない。

（私一人なら客車まで時間はかかりませんが………先輩と一緒では………！）

　客車までそれほど離はなれているわけではないが、如何いかんせん数が数だ。此方こちらからの攻こう撃げきに対しては全て再生するのに対し、彩鳥と焰は一いち撃げきでも当たれば致ち命めい傷しようだ。

　後ろからは既すでに何十体もの牛頭の気配が感じられる。

　此このままでは不味まずい。

　彩鳥は意を決して足を止めた。

「っ、先輩は先に行ってください！　ここは私が───」

　食い止めます、とは続かなかった。

　彼女が決死の覚かく悟ごを決めたその直後、激しい風が吹ふき始める。突とつ然ぜんの強風を受けて精霊列車の車体に体をぶつけた焰は、足を止めてその場で膝ひざをついた。

「っつ、やべ………！」

　すぐに体を起こす焰だが、その隙すきを見み逃のがさなかった一体が焰に襲い掛かかる。風は尚なおも強く、しかし突風が運んできた飛来物が、牛頭を頭から叩たたき潰つぶした。

「────んの、クソジジイがあああああああッ[image: !!!]」

　ズドガァンッ[image: !!!]　と、ド派手な爆ばく発はつ音と共に飛来してきた彼───逆廻十六夜は、着地と同時に白亜の迷宮の地盤を突つき破るほどの勢いで拳こぶしを叩きつける。

　如何いかに再生し続ける牛頭の怪物といえど、木っ端ぱ微み塵じんに砕かれては簡単に修復できない。焰は破は片へんに頭をぶつけて星を散らしたが、すぐに頭を振って十六夜を見る。

「イ、イザ兄にい!?　なんで此こ処こに!!　しかも前回よろしくピンチのタイミングってどういうことだよ、どっかから見張ってたのかアンタ[image: !!?]」

「なわけあるか！　コッチはこっちで事情があるんだよ！」

　何時かの時の様に反射的に言い争う兄弟二人だったが、状じよう況きようが状況だ。彩鳥は予想外の救きゆう援えんに感謝しつつ、十六夜に向かって叫ぶ。

「いざよ───ああえと、先輩のお兄さん！　一つ向こうの客車まで走ってください！　そこの窓から精霊列車に乗り込めます！」

「ああん？」

　不ふ機き嫌げんそうに彩鳥を見る十六夜。見慣れない金きん髪ぱつ少女だと思ったのだろう。年ねん齢れいからして焰と同じ学生か───と、その時だった。

　蛇蝎の連接剣を見た十六夜は、目が点になるほど意外そうな視線を向けた。

「あれ………その連接剣って、」

「つ、積もる話は後にして、早く走ってッ！」

　脱だつ兎との如ごとく精霊列車の客車に走る彩鳥。

　内心で「一番気付かれたくない人に気付かれた………[image: !!!]」と半泣きになっていたが、後の祭りだ。〝影の城〟の防備は既に半分まで迫せまっている。

　十六夜は状況に混乱しながらも、焰を肩かたに抱かかえその後ろに続くのだった。







[image: 第九章]




　───〝サン＝サウザンド〟号の客車。

　全員が逃にげ込んだ後、車両は全すべてスカハサの〝影の城〟によって覆われた。

　しばらく牛頭の群れによる攻撃が続いたが、それを無む駄だと悟るだけの知ち恵えは在ったらしい。一時間ほどすると辺りは静寂に包まれた。

〝影の城〟に包まれた精霊列車は窓からの陽ひが入らず薄暗いままだ。キャンドルランプの火のユラユラと揺ゆれる様が彼らの不安を駆かりたてている錯さつ覚かくを起こす。

　厳げん戒かい態勢を一時的に解いた車両内では、途と中ちゆうで合流した十六夜いざよいに状況を説明していた。

　話を聞いた十六夜は腕を組み、何処どこか納なつ得とくしたような色を瞳ひとみに浮うかべる。

「………なるほどな。まさかアステリオスが推定十五歳とはな。その話が本当なら、アステリオス[image: ]ミノタウロスと考えた方が正しい解答かもしれない」

「な、なんでそうなるの？　私話が全然見えないんだけども！」

　車内で合流した鈴すず華かだが、十六夜の推理を聞いて混乱する。

　焰ほむらは右手を挙げて助け舟ぶねを出した。

「ギリシャの伝承によるとミノタウロスの食人は九年毎ごとに行われていて、その度たびに七人の少年少女が生贄に捧ささげられていたんだ。───わかるか？　儀ぎ式しきは、九年毎に行われていたんだ」

　焰の言げん及きゆうにハッとする鈴華と彩あや鳥と。

「そ、そっか………！　九年周期で幾いく度どか行っていたのなら、それだけで十五歳っていう年齢とはかみ合わなくなる！」

「確かに。伝承をなぞるのであれば、最低でも十八歳でなければなりません。………ですが、そうなると別の疑問が生まれます。そもそも彼は一体何者なのですか？　本当にアステリオスなのですか？」

　彩鳥は顎あごに手をあてて疑問提起する。客室のベッドで寝ねているアステリオスは気を失ったままで話を聞くこともままならない様子だ。

　故ゆえにこの疑問には十六夜が応こたえた。

「考えられるのは二つ。

　一つ、〝アステリオスという少年は存在せず、この男は生贄でしかない〟

　二つ、〝アステリオスは実在する。但ただし何かの要因Ｘによって少年のまま死亡した〟

　今回の事件を考えると、後者が正しいんだろうな。きっとこのガキは、天てん然ねん痘とうか何かのウイルスで死んだんだ」

　焰たちが推理した〝天然痘に酷こく似じしたウイルスにより醜しゆう悪あくな容姿となった〟というのは半分正解で半分が間ま違ちがいだったのだ。

　流行はやり病に罹かかった彼は完治することなくそのまま命を落としたのだろう。

「クレタ島では牛に対する信しん仰こうが強く根付いていて、ミノタウロスの語源も〝ミノス王の飼牛〟って意味らしい。前の『美目定めの病』に基もとづいた推理では負の意味合いが強く成りすぎたな」

　生前の名が星と雷らい光こうを意味する〝アステリオス〟。

　若くして命を落とし改名したのが〝ミノタウロス〟。

　では難なん攻こう不ふ落らくの迷宮にして食人の怪かい牛ぎゆう・ラビリンスに棲すむ怪物の正体は───

「〝ミノタウロス〟───食人の怪物の正体は。

　クレタ島の王子アステリオスの王墓だったんだ」

　ハッ、と鈴華と彩鳥は顔を見合わせた。

「王墓………そ、そっか！　七人の生贄っていうのは鎮ちん魂こんの為ための儀式だったんだ！」

「少年少女が選ばれたというのも、その為だったのかもしれませんね。七人の生贄とは選別された殉じゆん死し者の事だったのかもしれません」

　紀元前の王政には王の殉死者が選別されることは珍めずらしいことではない。

　或いは流行り病の鎮ちん静せいを願う為の儀式そのものだったのかもしれない。

　焰は痛切な面おも持もちで、寝しん台だいの上で眠ねむるアステリオスを見た。

「或いは………もしかしたら、コイツ自身も初めは生贄だったのかもな」

「え？」

「流行り病の鎮静の儀式にも、牛を生贄に与あたえる風習があるらしい。〝ミノス王ミノタの飼牛ウロス〟と改名させられたのは、流行り病に罹って永くない命の王子を生贄にしたという意味かもしれない」

　それはつまり───クレタ島の王子アステリオスの最さい期ごは病死ではなく、父王による斬ざん首しゆだったということになる。

　焰と鈴華、そして彩鳥の三人は居た堪たまれないように視線を下げた。

　特に孤こ児じ院いん出身の焰と鈴華は思うところがあったのだろう。

〝カナリアファミリーホーム〟は訳ありの少年少女が集つどう孤児院だ。

　生まれついて持っていた特異性によって、実の両親と確かく執しつがあった少年少女が大半である。幼い頃ころの心傷トラウマから脱だつ却きやくできずに、未いまだに大人と顔を合わせることも出来ない子供もいる。二人はそんな孤児院の年長組なのだ。

　鈴華も焰も、アステリオスの境きよう遇ぐうに胸を痛めずにはいられなかった。

「………ってことはさ。この王子様本人は、悪い子じゃないんだよね？」

「そうなるな。牛角が砕くだけて怪かい物ぶつじゃなくなってる様子だし」

「そっか！　じゃあ今後の話もあとでしないとだね！」

　うむ、と頷うなずき合う焰と鈴華。彩鳥は二人が何を考えているのかわからず首を傾かしげていたが、十六夜は理解できてしまったらしい。この辺りは境遇の差だろう。

　視線を厳しくした十六夜は、二人の前に出る。

「ちょっと待て。まさかお前ら、コイツを連れて帰るとか言うんじゃないだろうな？」

「言うつもりですとも。ねえ姉弟ブラザー？」

「言うつもりだともさ、マイ兄妹シスター」

「馬ば鹿か言うなッ!!　角が無くなったからと言って完全な人間になったわけじゃないし、さっきの話も憶おく測そくでしかねえだろうがッ！　他のチビ共に何かあったらどうする!?」

　珍しく本気の叱しつ責せきをする十六夜。彼としては古巣に得体のしれない怪物が入り込むのを懸け念ねんしたのだろう。

　だが焰と鈴華も、この程度の叱責で怯ひるむようでは年長組をやっていない。

　すぐに反はん撃げきの構えで睨にらみ返した。

「でも焰って、今後も主権戦争とかいうのに絡からむんでしょ？　仲間は積極的に増やした方が良くない？」

「うむ、良く無くないな。学校に通わせるのは難しいかもしれないけど、家事全ぜん般ぱんについては猫ねこの手も借りたいぐらいだ」

「茶ちや化かしてんじゃねえぞ馬鹿コンビ。何かあった時に、お前らが責任取れるのか!?　つまらない意地を張ってる場合でもないだろうがッ[image: !!!]」

　車内が震ふるえるほどの恫どう喝かつで責任の所在を問う。

　アステリオスが怪牛として、食人の意思を失わなかったとき───一体どのように誰だれが責を負うのか。二人は表情を消し、それでも即そく答とうした。

「………責任？　そんなもん、全責任を背負うに決まってんだろ」

「つまらない意地じゃない。人としての意地です」

　慄おののくことなく宣言する二人。彩鳥はハラハラと不安そうに見守っていたが、焰と鈴華が不ふ遇ぐうな少年少女を見捨てられない性しよう分ぶんだということは良く知っていた。

　この五年間───二人は、そうやって孤児院で起きた全ての責任を背負って生きてきた。出資者を失い、経営難で存続が不可能になった時だってそうだ。

　孤児院の運営が傾かたむけば、行き場を失う少年少女が必ず現れる。その時にだって焰と鈴華は必死になって走り回り、最後は久く藤どう家の有する〝エヴリシングカンパニー〟の助力を得ることに成功した。

　此こ処こでアステリオスを放ほうり出すということは、金糸雀の家の為に必死に走ってきた二人の意地を捨てるということでもあった。

　金糸雀カナリアの家の子は──不ふ遇ぐうな少年少女を、決して見捨てはしないと視線で訴うつたえていた。

「………ふん。人としての意地、ね」

　吼ほえるようになったものだと、十六夜は呆あきれながら椅い子すに腰こしかける。まさか此処まで意地を張るとは十六夜も考えていなかった。再三言われてきたことだが、十六夜にとって、二人は十歳の少年と少女のまま時が止まっているらしいと改めて自覚した。

　昔は十六夜が二人の前に立ち、彼らの生活を背負ってきた。

　だが───十六夜は、その立場を放ほう棄きした。異世界に行くというのは彼が生きていく上で必要な行動だったとはいえ、その責務を投げ出したのだ。

　その彼が孤児院の年長者であり実質的な責任者でもある二人を叱責するのは、筋すじ違ちがいだったのかもしれない。

　だが責任の放棄者であっても、言うべきことは言わねばならなかった。

「其処まで言うなら勝手にしろ………と言いたいが、俺からも条件がある」

「なんだよ」

「なにさ。イザ兄にい相手でも、鈴華さんは喧けん嘩かを買うぞコノヤロウ」

「そんなんじゃねえし百万年早いっての。───まあ、要するにだ。此奴こいつが孤児院で暴れたときの保障が欲しいのさ。お前らにそれが出来るのかってな」

　十六夜は立ち上がり、コンコンと影かげに覆おおわれた黒い窓を叩たたく。

「焰。お前ならこの迷めい宮きゆうをどう踏とう破はする？　お前の力で、あの怪物たちと戦えるのか？」

「………それは、」

　言い淀よどむ焰。彼の所有する恩おん恵けいが戦せん闘とう用でないことは明らかだ。

　一応、鎮しずめる方法なら大方の予想がついている。勝利条件の〝雷光を搔かき消し、星を在るべき姿に戻もどせ〟とはアステリオスの名前をミノタウロスに改名せよという意味だろう。

　星を在るべき姿に戻せ、とはその方法だ。

　第一段階が粒りゆう子し体による病の治ち療りよう。

　第二段階が王墓である迷宮への帰き還かん。

　第三段階が───ミノス王の玉座に座ること。

　即すなわち、王位の継けい承しようである。

　だがそれをすれば十中八九、アステリオスはこの王墓で再度の眠りにつくだろう。在るべき姿に戻せとは、王墓に王子を返すまでを含ふくめた意味なのだ。

　しかしこの方法を採らないとするなら、手段はもう一つしかない。

「───ミノタウロスを、迷宮の怪物を倒たおす」

「出来るのか？　お前に？」

「出来る、と思う。いや出来ないと俺が太陽の主権戦争に招かれる辻つじ褄つまが合わない。だからきっと、俺にはあの戦せん斧ぷが使える筈はずだ」

　全員の視線が一つに集まる。其処には十二星座中最大の破は壊かい能力を秘ひめた戦斧───刃やいばから雷光を放つ〝疑プ似ロ神ト格・・ケ星ラ牛ヴ雷ノ霆ス〟があった。

　確かにこの神格武具を扱あつかうことが出来れば、迷宮の破壊も可能かもしれない。

　十六夜は顎に手を当てて思考を奔はしらせ、勝算を練る。

「………ふぅん？　確かにお前の恩恵なら扱えるかもな」

「扱えるさ。粒子体の研究と孤児院の帳ちよう簿ぼに比べれば、むしろ簡単なぐらいだ」

　十六夜の問いに即答で応える。

　ならばこれ以上、十六夜が問うべきことは無い。

　椅子に勢いよく座り足を組んだ十六夜は、三人に対して獰どう猛もうに笑いながら告げた。

「其処まで言うなら見ててやる。ま、精々気張れよチビッ子ども」

　チビッ子じゃねえ、と即そく座ざに反論する焰と鈴華。彩鳥は義兄弟たちのやり取りを羨うらやましそうに見ていたが、コホンと咳せきをして注目を集める。

「話は纏まとまったようですね」




　三人は顔を見合わせて頷き合い、最後の戦いに挑いどむのだった。




　　　　＊




　静せい寂じやくが迷宮の中を支配していた。

　先ほどまでの喧けん騒そうは鳴りを潜ひそめて今は閑かん古こ鳥どりが鳴いている。

〝人ひと喰くい迷宮〟が目覚めてからも最後まで戦っていた主神と半神の親子がいたが、互たがいに状じよう況きようが変わったらしく、この迷宮から姿を消してしまった。

　残されたのは巨きよ大だいな精せい霊れい列れつ車しやと、玉座の広場で巨きよ軀くを晒さらす怪かい牛ぎゆうのみ。

　先ほどまで車体に攻こう撃げきを加えていた牛頭の群れだったが、精霊列車は巨大な影かげに覆おおわれてから一いつ切さいの物理的な干かん渉しようを弾はじいている。どうやら籠ろう城じようするつもりらしい。

　だが何時いつまでも閉じこもっていられる筈はずもない。

　白はく亜あの怪牛は無む駄だな襲しゆう撃げきを止やめ、牛頭の群れを一か所に集めて巨大な岩がん塊かいとなっている。このまま時が経たてば経つほど白亜の怪牛はその密度を高め、戦いを有利にするだろう。

　幕まく間あいにその巨軀を高めていく白亜の怪牛。

　今ならばあの蛇だ蝎かつの剣けん閃せんですら容易たやすく弾くだろう。

　巨大な像から巨きよ塔とうと呼べるほどにまで高く伸のびていく怪牛だったが───

　ふと、空を見上げた。

（……………）

　亀き裂れつから吹ふく潮風が彼の薄うすい自我を揺ゆさぶる。

　それは正に彼───アステリオスが育った土地の風と空だった。

　牛角が砕くだけ意思が浮ふ遊ゆうしていたアステリオスは今、迷宮の王墓と一体になることで全すべてを知った。

　………流行はやり病に罹かかったこと。

　………父王に生いけ贄にえにされたこと。

　………後に、少年少女の殉じゆん死し者の魂たましいと共に弔とむらわれたこと。

　全てを知った今となっては、もう何も望むことは無い。塵ちりは塵に、灰は灰に、死者は土に還かえるのが世の摂せつ理りだ。太陽の主権によって仮かり初そめの命を与あたえられただけの少年に望むべきことはなにも無い。

（……………）

　───ただ、許されるなら。

　一つだけ許されるなら、あの亀裂の向こうから吹く潮風を今一度、人の肌はだで感じてみたかった。生前の彼は流行り病に罹り長く隔かく離りされてから生贄と成った為ため、死の直前にもクレタ島の潮しお騒さいを聞くこともなくその人生に幕を下ろした。

　白亜の怪牛は薄い自我のまま無意識に空の亀裂に手を伸ばす。

　しかしどれだけ岩塊を高く積み上げようと、彼の手が亀裂に届くことは無い。

　何故なぜならこの王墓の迷宮こそが彼の居場所であり、国であり、世界そのものだからである。どれだけ焦こがれて手を伸ばしても届くことは決して無い。

　幼い頃ころに胸に刻んだあの風景をもう一度見ることは、二度と在ってはならないのだ。




（………来たか）

　精霊列車の影が解き放たれる。どうやら決戦を覚かく悟ごしたらしい。

　初めに飛び出たのは大方の予想通り、金きん髪ぱつの少女だった。だが後に続く様子はない。一人で戦おうというらしい。

　勇ましいことだがそれは蛮ばん勇ゆうが過ぎる。白亜の怪牛はもはや群れではなく一個の巨大な建造物として迷宮の中心に聳そびえ立っていた。

　三三〇尺は在ろうかというその巨きよ体たいは正に山か何かと見み紛まがうほどだ。

　緩ゆるやかな動きで右手を翳かざすと、その岩塊を糧かてに様々な造形の武器が投射される。

　白亜の剣が、槍やりが、弓が、両りよう刃ば斧おのが次々と発射されていく。

　その数は七〇を超こえ、正に機き関かん銃じゆうか何かと錯さつ覚かくさせるほどの速度で繰くり出される。柔やわらかい少女の肉体は一発でも当たれば肉につ塊かいを撒まき散らして弾はじけるだろう。

　だが彩鳥は連接剣を構えたまま動かない。

　迎げい撃げきの意思を強く感じさせる瞳ひとみ。此これより先、只ただの一撃も通さないという鉄の覚悟を秘めて精霊列車の盾たてとなる。

「ふっ───！」

　呼吸を整え、蛇蝎の剣閃が走る。

　その冴さえは精霊列車の甲かん板ぱんで見せたものをより鋭えい利りにさせている。先頭を奔る両刃斧を早々に弾くと、その弾かれた両刃斧が後ろに続く槍や剣を弾きながら落下する。

　そうやって共にぶつかっていく散さん弾だんだが、全てがそれで弾けるはずもない。

　だが彩鳥は弾ききれなかった武器がどの程度あったのかを正確に把は握あくし、飛来してきた槍を逆に受け止めて投げ返す。

　───一体、どのような武ぶ錬れんを積めばこの領域に達するのか。

　白亜の怪牛は彼女に対する所感を恐おそれから敬いに変へん貌ぼうさせていく。神域の剣けん技ぎを修めた者にとって数の暴力は脅きよう威いに成りえない。

　迎撃した数は早々に五〇を超え、瞬またたく間に精霊列車の周囲には武具の山が出来た。

　だが精霊列車を守っているのは彩鳥だけではない。

　一体何処どこから現れたのか。もう一つの影が上空より落下すると、無む作さく為いに強力な風が辺り一帯に吹き荒あれた。

　白亜の怪牛が見み逃のがしたのも仕方がない。彼女───彩あや里ざと鈴華は連続空間跳躍テレポーテーシヨンで早々に高く飛び上がり上空で滞たい空くうしていたのだ。

「でっかいの行くよ！　彩ちゃんは伏ふせて！」

「わかりました！」

　上空で集められた大気が一いつ斉せいに弾ける。掃そう射しやされた武具は一斉に飛び散っていった。

　流体を操あやつり支配するという〝開かい転てん珠じゆ〟は緻ち密みつな操作こそ難しいが、無作為にぶっ放すだけならそれほど難しいことではない。加えて滞空可能で単純な破は壊かい力もある。

　多角的な行動が要かなめの鈴華には抜ばつ群ぐんに相あい性しようが良かったのだ。

　全ての武具を薙なぎ払はらわれた白亜の怪牛は即そく座ざに第二陣じんに移る。

　狙ねらいは滞空している彩里鈴華。まずは敵の手数を減らす意味もあったのだが、此れは明らかに下策だった。

　空に向かって大量に発射される武具の散弾。

　だがそれを知った鈴華は空間跳躍ですぐに姿を消した。

　しまった、と内心で舌打ちする白亜の怪牛。空間跳躍能力者に正面から投射したところで真正面から受け止めるはずがない。

　空間跳躍能力に対たい抗こうするには武力や数の有利とはまた違ちがったベクトルの恩おん恵けいが必要となる。それこそ未来視の類たぐいか広域把握能力の恩恵が無ければ戦いが嚙かみ合わない。箱庭の世界でも最も攻こう略りやくが難しい一つとされる理由が其そ処こにあった。

　次の掃射まで僅わずかに間がある。すぐに反はん撃げきの構えを取る。

　しかし鈴華は攻せめる様子もなく姿を消したままだ。精霊列車を守り抜ぬいた彩鳥も同様に、歩を進める様子がない。

　───専守防衛？　いや、それに意味がないことぐらいすぐにわかるだろう。此方こちらはこの迷めい宮きゆうそのものである。耐たえようが凌しのごうが尽つきることは無い。

　躱かわされた武具も大地に溶とけ怪牛のもとにまた戻もどるだけだ。

　では何を狙っているのか。戦せん闘とうに特化した知覚は迷宮内の隅すみ々ずみまで瞬しゆん時じに把握する。すると間もなくして、精霊列車の中に巨大な力が集結していることを悟さとった。

　其れも生半可な力ではない。事と次し第だいによっては、迷宮に集つどった戦士たちの中でも最上級の力の塊かたまりが集められている。あんなものを精霊列車の中で使えば直線上にいる彩鳥も精霊列車も間ま違ちがいなく崩ほう壊かいするだろう。まさかそんな捨て身の手段を考えていたとは思いもよらなかった。

　本能的に焦あせりを感じた白亜の怪牛は、全戦力を精霊列車に向ける。

　だが其れも一手遅おそい。精霊列車の中から、西さい郷ごう焰が叫さけぶ。

「今だ！　送ってくれ、鈴華！」

「了りよう解かい！　後は任せた───[image: !!!]」

　刹せつ那な、久藤彩鳥の姿が消えた。初めからその手て筈はずだったのだろう。

　代わりに白亜の怪牛の眼前に一人の少年が現れた。

　正に目と鼻の先、手を伸ばせばすぐに届く距きよ離り。

　其処でようやく怪牛は敵の作戦の全容を知った。

　卓たく越えつした技量を待つ彩鳥が防備を固め、霊格を高めて力をため込んだ焰を敵の中心に送り込む。鈴華が特異な空間跳躍を可能にしているからこそできる奇き襲しゆう戦略。

　正に一から十まで完全に計算されたゲームメイクだった。

（……………）

　怪牛は抵てい抗こうの無駄を悟り、反撃の代わりに視線に力を込めた。

　西郷焰が手にしていたのは〝疑プ似ロ神ト格・・ケ星ラ牛ヴ雷ノ霆ス〟。

　太陽を司つかさどる黄道の十二星座の武器の中で最強の破壊能力を秘ひめた一ひと振ふり。無作為に振ふるうだけでも山さん岳がくを切り崩くずし、海を二つに別わかつ力を持つ戦斧。

　雷らい霆ていの原型であるこの武器は神雷を無限にため込むことができる。短時間とはいえ刀身が赤く輝かがやくほどの力を溜ためたのであれば、この程度の迷宮は即座に破壊できるだろう。

　───覚悟しろ、と焰の視線が訴うつたえる。

　怪牛も全てを受け入れ、最後に空を見上げた。

　地中海の潮騒は遠く、手を伸ばしても届きそうにない。




　だがそうあるべきなのだろう。

　塵は塵に、灰は灰に。死者は大地に還るのが運命。

　瞳を閉じた怪牛は千に束ねられた神雷を受け入れる。

　振るわれた斬ざん撃げきは唯の一度だったが、それは最も早はや斬きるという概がい念ねんではない。触ふれるより先に対象は熱に焼かれて溶け、溶よう岩がんになった直後から蒸発を始める。

　元素すら残さないその一撃は正しよう真しん正しよう銘めい、神々の雷霆によるもの。

　迷宮の怪かい物ぶつミノタウロスは───星の輝きにも似た雷らい光こうによって焼き払われた。
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　ふと、懐なつかしい潮しお騒さいが耳の奥を擽くすぐった。

　幼い頃ころによく波打ち際ぎわで走り回っていたことを彷ほう彿ふつとさせるその音は、紛まぎれもない地中海の潮騒だった。ヤシの樹きの下で葉を日ひ除よけに使いながら、同世代の仲間たちと共に駆かけ回ったことを良く覚えている。

　潮風の湿しつ気けからしてまだ初夏の時季だろう。

　地中海の夏は乾かん燥そうし易やすい傾けい向こうにあり、昔からオリーブの栽さい培ばいに適していた。

　海辺で遊ぶにしても、狩かりを嗜たしなむにしても、収しゆう穫かくを喜ぶにしても、絶好の季節だ。

　優やさしい木こ漏もれ日の光に包まれながら、そっと一筋の涙なみだが流れる。

　何故なぜならこの暖かさは───死後の夢にしては、聊いささか以上に優しすぎたからだ。

（……………）

　静かに瞳ひとみを開く。廃はい屋おくというには整いすぎた部屋の一室。

　白はく亜あの石造りの家は自分が生きていた時代とは少し趣おもむきが違ちがうものの、長い年月をかけて研けん鑽さんを積んできた形けい跡せきが見て取れる。

　クレタ島の───ミノア文明の生きた系けい譜ふが現代に残っているのかと思うと、少し嬉うれしかった。

　耳を澄すませると、隣となりの部屋から少年少女の声が聞こえてくる。

「───流石さすがは〝エヴリシングカンパニー〟だな。事情も聴きかずに即そく日じつ保護に乗り出してくれるとは思わなかった。彩あや鳥とお嬢じよう様にはいくら拝んでも拝み足りねえ」

「ふふ、それほどでも。しかし不思議なことでもないですよ。今回の一件が進めば先せん輩ぱいは〝エヴリシングカンパニー〟の中でも重役に等しい権力を得るかもしれません。そうでなくとも粒りゆう子し体の研究者がパスポートも持たずに海外に居るなんて状じよう況きようを放置しておくわけにもいきませんから。開発部のエドワード＝グリームニルなんて気が気じゃない様子でしたよ」

「焰ほむらはそうかもしれないけど、私は完全に只ただのお供だけどね！」

　ビシッ！　と親指を立てて何故か晴れやかな声。

　アステリオスは苦笑いを浮うかべながら上体を起こし、隣の部屋へ続く扉とびらを開いた。

　彼の姿を確かく認にんすると、三人はそれぞれ別々の驚おどろきで迎むかえる。

「よう。もう起きていいのか？」

「問題ない………のだが、その、此これはどういうことだ？　どうして俺はまだ顕けん現げんしている？　お前たちはどんな魔ま法ほうを使った？」

　戸と惑まどいを隠かくせないアステリオスに、今度は焰と鈴すず華かが驚いた。

「あれ？　なんかイザ兄にいの話と違うね。ギフトゲームって勝利条件を全すべてクリアしたら、主しゆ催さい者しやを問答無用で服従させられるって聞いたけど」

「死んだとしても無理やり復活させるって辺り、神様の箱庭って感じだよな。───お前は、何も感じないのか？」

　焰に指し摘てきされて、ふと胸に手を当てる。確かに西さい郷ごう焰と今の自分には何かしらの楔くさびの様なものが感じられた。どうやら外界にあっても服従の契けい約やくは生きているらしい。

　そんなアステリオスの様子を見た焰はニヤリと笑って腰こしに手を当てる。

「ふふん。まあ、そういうわけだ。お前には悪いけど此れから太陽の主権戦争とやらに参戦しなきゃいけないんでな。お前には否いやが応にも協力してもらうぞ」

「………それは別に構わんが。本選まで俺も外界で暮らすのか？」

「勿もち論ろんだ。けどタダ飯は許されないぞ。年ねん齢れいは十六歳ってことにして、ドン＝ブルーノのフランス料理店で自分の生活費は稼かせいでもらうからな」

　既すでに其そ処こまでプランを立ててあるとは用よう意い周しゆう到とうなことである。

（何故俺を助けたのだ………などと聞くのは、やはり無ぶ粋すいなのだろうか）

　戦力が欲しかったというのも事実だろう。しかし根本的な理由は別にある様に思えた。

　それはきっと怪かい牛ぎゆうだった彼には理解できない、御お人ひと好よしな理由なのだろう。

　アステリオスは苦笑いを浮かべずにはいられなかった。

「まあ、今後の件についてはこの後話し合うとして。最初の命令だぞ、アステリオス」

「この島って君の故郷なんだよね？　観光したくても避ひ難なん勧かん告こくが出ててガイドさんもいなくってさ。よかったらクノッソス宮きゆう殿でんとか案内してもらっていい？」

　鈴華の言葉に、アステリオスは瞳を見開いて驚きよう愕がくした。

「………残っているのか？　クノッソスの街が、この時代に？」

「残ってるも何も、青銅器時代の遺い跡せきの中では最大級だろ。見聞を広げる為ためにもたまにはそういうのも見ておきたい。………まあ、文句なしに不法滞たい在ざいだけれども」

「まあまあ。せっかくのゴールデンウィークですし、それぐらい許されるでしょう」

　そういって小走りで扉に駆け寄る彩鳥。

　彼女が扉を開くと、燦さん々さんとした太陽の光が部屋を満たしていく。高台にあるこの家からは街が一望でき、白亜の街並みが視界を埋うめ尽つくした。

　───一いつ瞬しゆんだけ、過去の情景が脳のう裏りを過よぎる。

　だがそれは本当に一瞬の事だった。

　流石に故国の色は失われているらしく、かつて彼が眺ながめた街並みとはかけ離はなれていた。仕方がないと言えば仕方がない。

　何せ彼が生きていたのは紀元前にまで遡さかのぼるのだ。

　数千年も経たって進化していない土地というのも虚むなしいではないか。

「………この丘おかも、随ずい分ぶん様変わりしたな」

「おや、知ってる場所？」

「ああ。此こ処こからならクノッソス宮殿も遠くはない。方角的には───」

　四人はそれぞれ家を出て歩き始める。間もなく自己紹しよう介かいを終えた彼らは、クレタ島最大の観光地を目指し始める。

　彼らとは互たがいに………これから先、長い付き合いになる予感がした。




　　　　＊




　クレタ島に滞在していたのは何も焰たちだけではなかった。

　同じく飛ばされた逆さか廻まき十六夜いざよいは、怒いかりで全身を戦慄わななかせながら小さく叫さけぶ。

「なんで………精せい霊れい列れつ車しやは箱庭に帰ったのに………俺だけ外界に飛ばされてんだよッ[image: !!!]　おかしいだろド腐くされ女王ッ[image: !!!]　何の嫌いやがらせだこれはッ[image: !!!]」

　きっと意味なんかないんだろうけどなッ[image: !!!]

　………と、辺り構わず吼ほえる十六夜。彼も自棄やけになっているのだろう。

　だが彼も実のところわかっていた。迷めい宮きゆうの性質を考えると、出口から入った十六夜たちがクレタ島に帰されるのは当然の流れだったのだろう。

　同じく傷だらけで戻もどってきた釈とく天てると、グリフォンのグリーの傷を手当てしていたプリトゥはその様子をみてカラ笑いを浮かべた。

「ギリシャまで来た割には意味が無かった………とも、言い切れないか。優勝候補である〝アヴァターラ〟と接せつ触しよく出来たのは大きい」

「そうは言うけどね釈天。開会式の時には全ての参加者が集まるというのが参加の資格にもなっているんじゃなかったか？」

　プリトゥは不思議そうに問う。

　釈天は首を横に振ふって真しん剣けんな眼まな差ざしで告げる。

「いやな。うちの自じ慢まんの息子むすこが〝アヴァターラ〟に所属してるらしいんだわ」

「………なんと。まさか、あのアルジュナが？　その傷は彼が？」

「ああ。参加資格を得るために少年化していたが、相変わらず強い強い。ビックリするぐらい瞬しゆん殺さつされちまったぜ」

　参ったなあ、と胡坐あぐらを搔かいて膝ひざを叩たたく釈天。だが其処に激げき突とつしたときほどの怒りは感じられない。

　共に最古の神しん霊れいであるプリトゥは、その様子に何か感じる物があった。

「………驚いたな。いやに冷静じゃないか。もっと激げき怒どしているものかと思ったけど？」

「まあな。冷静に考えたら、誰だれに唆そそのかされてるのかは簡単に予測できた。本当に怒おこるべきはソイツに対してだ。馬ば鹿か息子むすこを叱しかるのはその後でいい」

　釈天は静かに闘とう志しを燃やす。

　太陽の化け身しんにして王群である〝アヴァターラ〟に所属しているからといって、アルジュナが客かく将しようであり部外者であることは間ま違ちがいない。本選に出場するとなると太陽の主権か、太陽そのものに所縁ゆかりが無ければならない。

　必ず裏で息子を唆した出資者スポンサーが居るはずなのだ。

「………開会式の前に護ご法ほう十じゆう二に天てんを集めて、一度会議をした方がよさそうだな。本選に出る奴やつもいるわけだし」

「は？」

　釈天の言葉に、十六夜は耳を疑った。

「オイちょっと待て。護法十二天って〝天軍〟だろ？　〝主催者〟じゃないのか？」

「いや、俺たちじゃない。黒くろウサギは審しん判ぱんとして参加するみたいだけどな。ゲームの運営とルール制定をするのは前回の優勝者と、優勝者が指定したコミュニティだけだ。………まあ、開会式を迎えればわかることさ。それよりお前、開会式までどうするんだ？」

　釈天の質問に、十六夜は言葉を詰つまらせた。

　流石に開会式が始まれば迎えに来ると思いたいが、今の十六夜は戸こ籍せきが残っていたことを除けば無一文の青年である。それでも生きていくことは難しくないものの開会式までに問題を起こさずに生きていく自信はない。

　となると、やはり道は一つしかないだろう。

「あー………其処の社長さんや。柴しば又また帝たい釈しやく天てんの会社には、野や郎ろう一人と鷲獅子グリフオン一人を雇やとう余よ裕ゆうはあるか？」

『む、私もか？　このまま開会式まで何処どこかの森で過ごしてもいいのだが………』

「馬鹿言うな。もしもお前みたいな鷲獅子をガキが目もく撃げきしたらどうする？　ワクワクして夜も眠ねむれないようになって其処ら中に自慢しまくった挙あげ句くに法ほ螺ら吹ふきと馬鹿にされて虐いじめの対象になるまでがワンセットだぞ。それでもいいのか？　よくねえだろ？」

『む、むむ………！』

　十六夜の超ちよう理論に悩なやむ鷲獅子だったが、説得力が皆かい無むというわけでもなかった。尺度は違えど箱庭にもそういう事件が無いわけではない。狼おおかみ少年の喩たとえもある。

　釈天はニヤニヤと笑いながら十六夜の提案を受け入れた。

「いいぜ。他ほかの社員もお前の噂うわさを聞いて興味がある様子だったからな。あとうちは出来高払ばらいだから、給金は仕事内容によるぞ」

「………なるほど。だからプリトゥは金持ちで社長は財さい布ふが軽いのか」

　痛い所を突つかれてサッと視線を逸そらす釈天と、えへんと胸を張るプリトゥ。




　護法十二天の経営する会社となればさぞ奇き怪かいな仕事が飛び込んでくるのだろう。

　開会式まではまだしばらく時間がある。

　どうやらそれまでは退たい屈くつせずに済みそうだと、十六夜は苦笑いを浮かべるのだった。




　　　　＊




　───クレタ島から離はなれる目め途どが付き、帰路に就つく最中。

　西郷焰は不意に〝エヴリシングカンパニー〟の所有する大型飛行機の中で、女王とスカハサが口にしたある言葉を思い出した。

〝───戦いが終われば、すぐにでも報ほう酬しゆうの内容が分かる〟

　確かそんなニュアンスの言葉を口にしていた気がする。

　ゲームが終わったすぐの頃ころにはどんな難物を押し付けられるのかと戦せん々せん恐きよう々きようとしていたものだが、ゴールデンウィークの最終日を迎むかえる頃にはそんな報酬云うん々ぬんに関してはきれいサッパリ忘れ去り、初夏の薫かおりが漂ただよう地中海の島でのバカンスを満まん喫きつしていた。

　或あるいは避ひ難なん勧かん告こくが出ていて誰だれも居ない地中海の島を、丸々一つ好きに回っていいというこの非常識な状況こそが報酬なのではないかと彼は自己完結していた。

　ゴールデンウィークには毎年何かしらのトラブルが起きていて良い印象は無かったが、こんな風に同年代の男女と共に島を探検したり海辺で戯たわむれたりするような娯ご楽らくは、西郷焰の人生の中に無かった出来事である。

　数年ぶりの海はやや寒かったものの、運よく快晴に恵めぐまれれたおかげで昼間は泳ぐこともできた。

　………アステリオスが居てくれたのは幸運だったのだろう。同年代の少女と海辺で遊ぶなんて言うのはインドア派の西郷焰には想像以上にハードルが高かった。具体的に言うとこう、目のやり場に困るというか。流石さすがはゲルマン人種、身体の発育が凄すごいというか。




　そんな楽しい思い出を胸に秘ひめて最終日を迎えた西郷焰たちは、飛行機の中でも年相応の遊びを展開していた。紀元前出身というスペシャルな経歴を持つアステリオスは、飛行機が離り陸りくした時は随ずい分ぶんと暴れまわったものの、雲の上を越こえた辺りからは空から見る地中海の海を目に焼き付けていた。

　召しよう喚かんされたときに基本的なゲームの知識は与あたえられていたらしく、ポーカーや簡単なボードゲームを使って時を過ごしていたところ。

　西郷焰だけが、奥の貴き賓ひん室に呼び出された。

「………開発責任者？　〝エヴリシングカンパニー〟の？」

「はい。どうしても先せん輩ぱいにお会いして話したいことがあると………」

　焰は席を立ち、別室の扉とびらの前に足を運んでいた。

　まあ、相手が開発責任者という立場の方なら一度会っておくのは吝やぶさかではない。相手も焰の顔を知らないままでは今後やりにくいだろう。

　今まで会う機会が無かった事の方がむしろ不自然な相手である。

　………此こ処こで、扉を開けたら女王が居た。

　などという在り来たりなオチを少し期待したのだが、如何どうやらそんな面おも白しろい展開ではないらしい。

　貴賓室に居たのは第三学部研究室───通称・第三学研のトップであるカーラ＝グリームニル室長と、その御ご兄妹きようだいを名乗る方だった。

「………ああ。君が西郷焰か」

　ソファに凭もたれながら足を組み、不ふ遜そんな態度で待つ男性。

　その隣となりで、カーラ室長が茶目っ気のある笑顔で応じた。

「あらあら、すっかり日に焼けちゃいましたねぇ焰君。生徒会長とお嬢じよう様さまとご一いつ緒しよして、両手に花だったそうじゃないですか！　室長としてはどんな日々を過ごしたのかとても気になりますよ！」

「カーラ室長が想像しているようなことは特にありませんよ。………ところで、此方こちらが開発部の？」

「ええ。私の兄、エドワード＝グリームニルです。ちょっと性格に難がありますけど、快く接してあげてくださいな」

　焰は視線をエドワード開発部長に移す。

　メガネを掛かけた栗くり毛げの男性───彼が開発部長のエドワード＝グリームニルらしい。

　隣に立つ巻き毛の金髪美女がカーラ室長なのだが、兄妹だとはとても思えない。或いは血のつながりが無いのかもしれない。カーラ室長は見るからにゲルマン純度一〇〇％の顔立ちと金きん髪ぱつが特とく徴ちよう的な女性だ。笑え顔がおも柔やわらかく起き伏ふくのハッキリとしたスタイル、加えて人当たりの良いパーフェクト美人である。

　対してこの男は身み形なりこそ立派だが───何かこう、本来の姿とは違うような気がした。

（………何を思ってるんだ、俺は）

　少し前に異世界に行っていたせいで常識が揺ゆらいでいるようだ。

　焰は苦笑いを浮かべて首を横に振ふり、自己紹しよう介かいをした。

「初めましてエドワードさん。宝ほう永えい大の第三学研で粒りゆう子し体たいの研究をしている西郷焰です」

「ふむ、礼れい儀ぎ正しいな君は。まるで定型文の様な自己紹介だ。そのような挨あい拶さつでは、聊いささか面白みが欠けるぞ」

　己おのれからは自己紹介をすることもなく、足を組んだままつまらなそうに焰を見るエドワード。流石にこの態度には僅わずかに苛いら立だったものの、こういう視線には慣れている。

　焰の年ねん齢れいで研究室の第一線で活かつ躍やくするなど、普ふ通つうなら在りえない。妬ねたみ疎うとんでこのような態度を向けられることはよくあることだった。

　───だがこの男は、少々趣おもむきが違ちがった。

　嫉しつ妬とというよりは、興味が全まつたくないような視線を向けたのち、つまらなそうに傍かたわらの封ふう筒とうをテーブルの上に投げ捨てる。

「駆かけ引きやおべっかはお互たがい抜ぬきにしよう。我々はビジネスを行う上で対等フイフテイだ」

「………対等って態度じゃないと思いますけど、わかりました。それで、ご用件は？」

「今回の一件の着地点について君に説明をしておけと言われてね。〝天の牡牛〟───台風二十四号と世間的に呼ばれている災害が、世界中にばら撒まいた病原菌きんが意外に深刻でね。事態の収しゆう拾しゆうに我が社の粒子体が起用されることになった。此これについて、君から質問するべきことは在るかね？」

　ピクリと、焰の片かた眉まゆが動く。

〝説明をしに来た〟と言いながら、〝質問は在るか〟とこの男は口にした。

　パッと見は筋が通っているが、本質は真逆である。此れは焰が独自に思考し、己の目で何を気が付いたのかを測る為ためのやり取りだ。

　有り体ていに言うと、この男は値ね踏ぶみにきたのだ。

　星せい辰しん粒りゆう子し体たいを研究している、西郷焰という少年を。

（聞き流してもいいんだけど………どうにも引っ掛かるな）

　この男が何をしに此処に来たのか。何故なぜ、西郷焰を試ためすようなことを口にするのか。それらを探る意味でも、軽く突つついてみるのも在りかもしれない。

　焰はしばし返答に間を置いた後、ソファに腰こしを落として告げた。

「質問………ですか。なら俺も遠えん慮りよなく聞かせてもらいます」

「どうぞ」

「ぶっちゃけた話───今回の一件が全すべて、〝エヴリシングカンパニー〟の自作自演という可能性は？」

　うわお、と奇き声せいを上げるカーラ室長。陽気な彼女だが、流石に不味まずいと思ったのだろう。エドワード開発部長も瞳ひとみを大きく見開いている。

　少しだけ口角を上げたエドワード開発部長は、瞳を細めて焰を見た。

「ふむ。理由を聞こう」

「あれ？　人じん為い的な事件であることは否定しないんですね」

「其そ処こから説明する必要はあるまい。言った筈はずだ。我々は対等だと。君は疑うだけの論ろん拠きよを持って私に問うたのだろう？　ならば先まずは君の言葉で紡つむぎたまえ」

　左様ですか、と肩かたを竦すくめて先を続ける。

「論拠と言うほどのものでもないですけど。───まあ、今回の一件で一番利益を得るのは〝エヴリシングカンパニー〟っていうのがまず怪しい理由です。………それで今回の事件の目的ってなんなのかと考えたときに最初に浮うかんだのが、〝星辰粒子体の知名度向上〟と〝国際的権けん威いを得ること〟の二つかなって」

「ふむ。続けなさい」

「わざわざ赤道線を越えて人為的な事件であることを大々的にアピールしたのは、この研究が如何いかに危険なものであるかの示じ威い行こう為いと、最終目的の宣伝に繫つなげるため。同じ気象事件を起こさせない為に何処どこかで防ぼう波は堤ていを築こうという話になった時、一番最初に議題に上がるのはやはり、年中が普ふ遍へん的な気候に恵めぐまれている赤道線上になります。………えっと、其処で思い出したんです。随ずい分ぶん前に、彩鳥の親父おやじさんが話していた話を」

「〝環かん境きよう制せい御ぎよ塔とう〟計画、だね」

「はい。世界中に巨大な塔を建てて星辰粒子体を散布させ、温暖化や砂さ漠ばく化、大気汚お染せんなどといった星の環境改善、及および旱かん魃ばつ被ひ害がいや台風、地じ震しん災害の抑よく制せいを行う。もしこれらが可能になれば、人類は本当の意味で星の全すべてを支配したことになる」

　夢物語ですよね、とそこで一区切り入れる。西郷焰は本当に今回の一件が明るみに出るまで〝環境制御塔〟計画は実現不可能な計画だと思っていた。

　だが今回の〝天の牡牛〟の出現によって、状じよう況きようが大きく変わって来た。

「………とはいえ、〝エヴリシングカンパニー〟の全てが事件に関かかわっていたとは思えません。それに〝天の牡牛〟は我々の研究より三段階は先に進んだ代物です。外部の手が入っているのは間違いない。情報が漏ろう洩えいしたのか、俺の知らない論文が存在するのか………或いは、それとは全く無関係の組織が存在するのか。そこまでは俺には分かりません」

　故ゆえに、焰は真っ直すぐに切り込んだ。女王やその周辺の人物はまだ信しん頼らいできるか否いなか判断できない。彼が心から信頼できるのは鈴華と彩鳥、そして十六夜と釈天ぐらいだろう。

　この男が味方なのか敵なのか。それを今この場で明らかにしたい。

　エドワードは値踏みするつもりが逆に真しん偽ぎを問われ、薄うすら笑いを浮かべている。

　興が乗ったのか、少し声こわ音ねを明るくして問うた。

「もしも、〝エヴリシングカンパニー〟が主犯だとしたら？」

「戦います。粒子体の研究を続けながら。この研究が、誰だれにも悪用されないように」

「抑止力として、か。───よかろう。では主犯が他ほかにいて、君の想像を絶する敵なら？　それこそ国家ぐるみで行われた犯行なのだとしたら？」

　身を乗り出し、エドワードは威い圧あつ的な雰ふん囲い気きを放って問う。

　先ほどまでの気だるげな様子は雲うん散さん霧む消しようし、真しん剣けんな色を瞳に浮かべる。

　焰は怯ひるむことなく、真っ直ぐに突つき返した。

「それでも───戦います」

「無む謀ぼうだな。それはどのような理由だ？　研究者としての意地か？」

「いいえ。人としての意地です」

　クッ、と笑いを堪こらえきれずに男は噴ふき出した。

　身体からだをくの字に曲げて腹を抱かかえ、本人を前にして彼の決意を笑い飛ばす。

　無礼千せん万ばんにもほどがあるものの、焰は真剣な姿勢を崩くずす様子はない。

　今回だけでも犠ぎ牲せい者は数百万人から一千万人を超こえるとも推測されている。それだけの人間を傷つけ、営みを破は壊かいした者たちがいる。

　───そう。敵はいるのだ。

　全容は不確かで、真実はまだ霧きりの向こう。今は影かげを踏むこともままならない。

　それでも其それだけ大規模な破壊を望んだ不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵が必ずや存在する。ならば若じやく輩はいの身であっても、戦いを避さける理由にはならない。

　彼もすぐに失礼だと思い直したのだろう。先ほど以上に愉たのしそうな視線を向けながら、エドワード＝グリームニルは告げる。

「ハッ………年とし端はもいかぬ子供が───よりにもよって、戦う理由に〝人の意地〟を選ぶとは！　いやはや、尊きかな尊きかな！　よくもまあ、吼ほえたもんだ！　こんなに面白い子ならもっと早くに呼んでくれよカーラ！」

「ええー？　ちょっと前まで不ふ貞て腐くされて何を話しても動こうとしなかったのは、エドワードの方じゃないですか」

「そりゃあしょうがないだろ。俺だって敬愛する方を亡なくしては不貞腐れもするさ」

　クツクツと笑いを嚙かみ殺し合う二人。

　焰はふと───第三学研の室長はこんな邪じや悪あくな笑い方をしただろうかと疑問に思ったが、すぐに気を引き締しめて思考を別のことに切り替かえる。

「エドワードさん。カーラ室長。此処まで腹を割る以上、俺の質問に本気で答えてくれ。貴方あなたたちは………俺の敵ですか？」

「まさか。安心したまえよ、焰君。〝エヴリシングカンパニー〟はシロだ。それについては我々が保証する。まあ、私たちを信じるのであればだがね」

　エドワードは先ほど投げ捨てた封筒を手に取り、書類を取り出す。

「先ほどは失礼した。私も君が敵か味方か判断しかねていたんでね。だが先ほどの問答でハッキリとした。私たちは君の味方になろう」

「………？　味方になる、とは？」

「何、そのうち分かる。困ったことがあったら遠慮なく言いたまえ。必ずや力になろう。君の敵と私の敵は、幸いなことに一いつ致ちしているしね。それについて話すのはまた今度にしよう。今は、美味おいしいご褒ほう美びの話をしようじゃないか」

「………は、はあ」

　男の態度が急激に変わったことで肩すかしを喰くらう。どうやら本気で楽しんでいるように見えるのだが、まだ油断は出来ない。

　だがエドワードはそんな焰を尻しり目めに、封筒から書類を取り出す。

「此方も腹を割って話させてもらうがね。〝環境制御塔〟計画は前々から水面下で動き始めていたんだ。今回の事件が後押ししたのは間違いない。〝エヴリシングカンパニー〟を疑う君の気持ちはわかるよ。我が社も裏切り者を探している最中だからね」

「もっともっとぶっちゃけちゃうと、失しつ踪そうしていた焰君は裏切り者リストの中でもトップランカーでした！」

　カーラの笑顔に焰は背筋に寒気が走るのを感じた。〝原典オリジン〟を持ち出したこともあり、そう疑われても仕方がない状況ではあったからだ。

「だが彩鳥お嬢様の口添ぞえもあり、君の容疑は九割晴れた。残り一割の裁量を我々が任された形だね。君を信しん頼らいしても良いと判断した場合に限り、この書類───粒子体の権益に関する書類を渡わたすことになっていた」

「………権益？」

「利権ですよ、利権！　身も蓋ふたもなく言うとお金です！　焰君は今後、星辰粒子体が得た利益の〇・七五％を得ることが可能になるのですよ！」

　カーラが陽気に告げると、今度こそ焰は瞳を丸くして立ち上がった。

「り、利益の〇・七五％[image: !!?]　ほ、本当ですか!?　天文学的な金額に成りますよソレ[image: !!?]」

「ああ。此れは君を繫ぎ止めておく為でもあるし………君、会長や奥おく様さまにかなり気に入られているからね。色々な思おも惑わくが絡からんでの報酬といえるだろう」

　エドワードは厭いやらしい笑えみを浮かべてニヤニヤと告げる。だが当人はそれどころではない。焰は利権で得られる年間の報酬を軽く計算して、眩暈めまいを起こしそうになった。

　医い療りよう系に偏かたよった現段階でも、数億から数十億は年間支し払はらわれることになる。星辰粒子体を完成させればその何倍にも膨ふくれ上がることになるだろう。

　それだけの金額が年間支払われるようになれば、孤こ児じ院いんの経営も安定する。それどころか改築や増築も好きなだけ出来る。もう大型テレビがどうのこうのという心配もない。

　金額の大きさに眩暈を起こしている焰を楽しそうに見ていた二人は、書類を取り出しながら今後の予定を話す。

「〝環境制御塔〟計画も大まかに言うと君の推測に近い。まだ遠い未来の話になるとは思うが、最終的には赤道線上に建設されることになるだろう」

「今のところ、候補は二十四か所ありますよ。それも目を通してくださいな」

　其処でふと、焰は我に返った。

「───赤道線上に、二十四か所？」

「そうだが、何か？」

「い、いえ」

　首を横に振って濁にごす。

　だが焰は、箱庭の世界で起きた事件を思い出さずにはいられなかった。

（………二十四の太陽主権を争うゲーム。まさか………その報酬って………）

　利権の書類を見て、ゴクリと生なま唾つばを吞のむ。もし焰が考えていることがその通りなら、主権戦争とこの利権には何か密接な関係があるのかもしれない。

　書類を握にぎりしめ、焰は大きく息を吐つく。

　即そく物ぶつ的な報酬ではあるが、此れだけの物が貰もらえるなら───。

（が………頑がん張ばろう………[image: !!!]）

　焰はグッと拳こぶしを握りしめ、子供の様に瞳を輝かがやかせる。

　甘い期待だが、今しばらくは許されるだろう。




　此れが後に世界を大きく揺るがす戦いに発展するのは───まだ、遠い先のことなのだから。







　あとがき







　皆みな様さま、お久しぶりです。竜たつノの湖こ太た郎ろうです。半年ぶりですね。夏も過ぎてすっかり寒くなりました。早くもあとがきに書くことが無くなってきてヤバイです。

　前巻で冒ぼう険けん活劇と書いておきながら、それほど冒険してなくね？　とかツッコミが入るかもしれないけど勢いとノリと慣性で突つき進んでいる竜ノ湖太郎にとって異世界で戦ってゲームして列車に乗ってたらそれはもう冒険活劇と言っても過言ではないのだッ！

　………うむ、大だい丈じよう夫ぶ。此これから冒険して活劇するから問題ない。

　竜ノ湖太郎先生の次巻にご期待ください！

　とはいえ、冒険活劇ってどんなものを指すのだろうと最近よく考える。僕的には冒険活劇と言えばセガサターンのゲーム『グランディア』などが思い出深いですね！　プレイしたのはＰＳ版でしたけれど！　やっぱりセガよりＰＳ、ＰＳよりドリキャスだよな！

　あとがきに書くことが無いから昔のゲームを作中風に宣伝してやるぜチクショウ！

『グランディア』───〝世界の果て〟と呼ばれる巨きよ大だいな壁かべに仕切られた世界を舞ぶ台たいに、主人公が『冒険者』と呼ばれる職に就つき、数々の遺い跡せきを回っていく冒険活劇。やがて主人公たちは冒険の末に世界の果てが偽いつわりであることを知り、誰だれも踏とう破はしたことの無い〝世界の壁〟に挑いどむこととなる。

　………うむ、此こ処こまで書いといてあれだけど。あらすじ書いただけでも影えい響きよう受けてるのが丸わかりっすねいやマジで。問題児シリーズに登場する箱庭の世界も初めは壁の中にある街、箱庭の都市で完結していたのですが、世界を覆おおう〝世界の果て〟が唯ただの壁だと影響受けてるのが丸わかりで恥はずかしいというのもあり、もう少しアレンジしようということになったのが第一部の一巻にある〝世界の果て〟、トリトニスの大瀑ばく布ふでした。

　ただこういう世界観先行型の構成って中々プロットが通りにくく、初めは「キャラクター先行型の構成と世界観先行型の構成だと、ラノベは絶対的に前者の方がいい」と言われ通らなかったんですよね。

「書きたいなら、プロット通らないまま本文を書くという無茶な挑ちよう戦せんをせざるを得ねえ！」っと、企き画かくが通ってないのに一巻を送ったら当時の編集さんから「面おも白しろいからこのまま行っちゃおうぜベイベー!!」と返ってきて、あれよあれよと世界の果てを飛び越こえて此処まで来てしまったでござる。

　………ふっ。思えば、遠くまで来たものだ。

　やべえ、ページ余る。

　改行多くして、すこーしだけラストエンブリオの二巻のお話を。

　ラストエンブリオ二巻を読んだ方の中には「おや？」と思う単語があったかもしれない。以前どこかでお話ししたと思いますが、元々この「問題児シリーズ」は竜ノ湖太郎の書く物語が立体交差して出来上がった物語でもあります。古いものだともう一〇年近く前になりますね。受賞作『イクヴェイジョン』も未いまだに世の中に出てないし！　ディストピア編とかジャックザリッパー編とか短編で書きたいけど竜ノ湖の筆の遅おそさは太郎がよく知ってるし！　そんなわけで、先にごちゃまぜになっていた世界観が少しずつ解けてきているラストエンブリオ二巻。お付き合いの長いファンの方には今回で大部分の謎なぞが解ほどけてしまったかもしれないとちょっと後こう悔かい。お付き合いが最近のファンの方は、此れから明かされていく世界の謎を楽しんでいただけたら嬉うれしいです。




　次回は四か月～六か月後には（多分）出るよ！　詳くわしくは最速情報を送る角川スニーカー文庫のTwitterをフォローしておくと特典などの情報もゲットできるそうですよ？




　よし、あとがきノルマ達成！

　今回も素晴らしいイラストで彩いろどってくれたももこ先生。

　この一冊の為ために連勤●日以上もしている編集０さん（いやもうマジすんません）。

　この一冊を出すために助力してくれた全ての方。

　そしてラストエンブリオ二巻を読んでくださった読者の皆様に感謝を。





竜ノ湖太郎　　



























カバー・口絵・本文イラスト／ももこ
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